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議事日程

平成26年９月18日 午前９時30分開議

日程第１ 一般質問

通 告 議 席
氏 名 質 問 事 項

順 番 号

１．町民が舞台に立つための土壌づくり 行政の役
割は。町民主役条例への取り組みは

１ 15 西山 富三郎
２．不当要求行為を防ぐために、「不当要求⋞クレ

ーム対応マニュアル」を策定しているか

１．森田町政の行財政改革は
２ ８ 杉谷 洋一

２．保育園給食⋞学校給食について

１．インフラ整備について
３ 11 西尾 寿博

２．予算の説明資料について

１．連続雨量計などの設置を

４ ４ 圓岡 伸夫 ２．高麗体育館の改築を

３．福祉灯油制度は

１．大山町のさらなる観光戦略の取り組みは
５ 12 吉原 美智恵

２．敬老会のこれからは

６ 10 近藤 大介 １．集落で取り組む除雪事業について

１．子ども子育て新制度への対応は

７ ７ 大森 正治 ２．高校生の通学費に補助を

３．健（検）診の受診率を上げるために

１．人口減少のストップは
８ ６ 米本 隆記

２．大山町の魅力向上に高速鉄道はどうか

１．役場業務に改善運動の導入を
９ 14 岡田 聰

２．農業政策転換への対応は進んでいるか

１．予算の専決処分について

10 ９ 野口 昌作 ２．人間ドック⋞脳ドックの検診結果を活用した取
り組みについて

３．婚姻届⋞出生届をオリジナルに

１．高齢者福祉計画策定について
11 ５ 遠藤 幸子

２．男女共同参画社会について
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１．少子化問題について

12 ２ 大原 広巳 ２．「大山町アグリマイスター制度」について

３．敬老会廃止について
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７番 大 森 正 治 ８番 杉 谷 洋 一
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欠席議員（なし）
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欠 員（なし）

事務局出席職員職氏名

局長 小 谷 正 寿 書記 提 嶋 護 大

説明のため出席した者の職氏名

町長 森 田 増 範 教育長 山 根 浩

副町長 小 西 正 記

教育次長兼学校教育課長 齋 藤 匠

総務課長 酒 嶋 宏 社会教育課長 手 島 千津夫

中山支所総合窓口課長 杉 本 美 鈴 幼児教育課長 林 原 幸 雄

大山支所総合窓口課長 門 脇 英 之 企画情報課長 戸 野 隆 弘

税務課長 野 間 一 成 住民生活課長 森 田 典 子

建設課長 野 坂 友 晴 水道課長 白 石 貴 和

農林水産課長 山 下 一 郎 農業委員会事務局長 田 中 延 明

福祉介護課長 持 田 隆 昌 保健課長 後 藤 英 紀

観光商工課長 福 留 弘 明 会計管理者 岡 田 栄

観光商工課参事 齋 藤 淳 教育委員長 伊 澤 百 子

人権推進課長 松 田 博 明 教育委員長職務代行者 湊 谷 紀 子

地籍調査課長 野 口 尚 登 代表監査委員 後 藤 洋次郎

午前９時３０分開議

○議長（野口 俊明君） おはようございます。

ただいまの出席議員は１６人です。定足数に達しておりますので、これから本日の会

議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。

本日は一般質問を行います。

通告された議員が１２人ありましたので、本日とあすの２日間一般質問を行います。

なお、本定例会の一般質問は、質問席を１番議席と２番議席を使って行います。した

がいまして、議員の議席の位置が全体に２議席ずつ移動しております。

⋞ ⋞

日程第１ 一般質問

○議長（野口 俊明君） 日程第１、一般質問を行います。

通告順に発言を許します。

１５番、西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 執行部の皆さん、おはようございます。
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今回も２問質問いたします。

初めの質問です。「町民が舞台に立つための土壌づくり、行政の役割は。」「町民主

役条例への取り組みは」と題して質問いたします。

大山町には、先人の礎のもと築かれた歴史、伝統、文化、産業、そして豊かな自然と

すばらしい環境があります。地域社会のあり方や生活のスタイルが多様化する中、これ

らの貴重な宝を受け継ぎ、さらに新たな価値を加えることで住みたい、住んでよかった

と思える大山町を創造し、子や孫たちに手渡していかなければなりません。

町民一人一人の前向きな小さな声を集め、建設的な大きな声とすることにより思いを

一つにして、ふるさと再生に向けて喜びや痛みを共有、共感できるまちづくりを目指し

ています。

町民の参画と協働は既に公表済みでありますが、未来の夢と希望が広がる大山町をつ

くるために町民主役の舞台をどのようにつくっているか。町民主役条例の制定は策定さ

れているか。策定されたいという思いです。

１つ、町民主役のまちづくりとは。２つ、まちづくりの基本理念は。３つ、ふるさと

学習を町民みずからが進んで行い、家庭、地域、学校が連絡しながら子供も大人も一緒

に人づくりに努めているか。

４点目、大山ブランド創造について。町民が各種学習で学んだ成果をもとに、これを

ふるさとの宝としてさらに磨きをかけることにより自信と誇りの持てる大山ブランドを

つくり出し、町民主役のまちづくりに生かすべきではないか。

５点目、ＩＴによるまちづくりにも力を入れているか。行政情報を自由に確保できる

形で公開するオープンガバメントに取り組み、町民にＩＴに親しんでもらうための学習、

職員のモラルとリテラシーの強化を進めなければならないと思います。取り組みはどう

ですか。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。おはようございます。

トップバッターとして西山議員より質問をいただきました。私と、そして教育委員長

のほうにも質問をということでありますので、まず私のほうからお答えをさせていただ

きたいと思います。

石川県加賀市や福井県鯖江市では、市民主役条例が策定をされております。議員がこ

の御質問で策定を提案されていますところの町民主役条例とは、その町版であろうとい

うぐあいに認識をし、お答えをさせていただきたいと思います。

まず、町民主役の舞台をどのようにつくっているかということでございますが、私は

みんなでつくる未来の大山町という視点で住民参画の手法を積極的に取り入れてまいり

ました。具体的には、現在行っております未来づくり１０年プラン、これの素案策定に
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おきましては、住民の皆様や役場の若手職員計８０名ほどで構成をする大山未来会議で

その作業を今進めているところであります。毎月開催をされているこの会議の内容や経

過につきましてはホームページなどで随時公表いたしておりますが、ことしの１２月に

はこのまとめについて報告会を行い、広く御意見を伺ったり周知をさせていただきたい

と思っているところであります。

また、集落や地域活動団体の活性化、地域の交流の場づくりを各種の施策で支援する

とともに、旧小学校区単位のまちづくり地区会議や地域自主組織、これの支援などによ

りまして住民の皆様が主体となって主役となるシステムづくりを進めているということ

は、議員御承知のとおりであります。

なお、町民主役条例の制定をという御提案でございますが、私は以前の質問にもお答

えさせていただいておりますけれども、初めに条例あるべしということではなくて、い

ろいろな取り組みを着実に進めていく中で町民の皆さんの中からつくっていこう、そう

いったお声をいただく中で進めていく、そういった土壌づくりこそまずすべきであろう

と考えているところであります。

続きまして、５つの個別な御質問にお答えをさせていただきます。

１点目の町民主役のまちづくりとは、これにつきましては町民と行政が協働し、より

暮らしやすい町にするために自分たちの町は自分たちがつくるという住民が主役となっ

たまちづくりであると考えているところであります。

２点目のまちづくりとは、基本理念とはということについてでありますが、まちづく

りの基本的な視点や方向性を示すものでありまして、大山町の場合は総合計画で「大山

の恵みを受け継ぎ、元気な未来を拓くまちづくり ～人と人、人と自然が心でつながる

まちづくり～」と定められているところであります。

３点目のふるさと学習を町民みずからが進んで行い、家庭、地域、学校が連携しなが

ら子供も大人も一緒に人づくりに努めているかということについてでありますが、学校

教育や社会教育、また地域でのコミュニティー活動の場面で連携もとりながら、各種の

取り組みが行われているところであります。

各地区のまちづくり地区会議や地域自主組織におきましても、試行を含め各種の事業

が展開されているところであります。行政といたしましても、これらの活動が町民主役

の事業としてさらに進んでいきますよう、引き続き支援をしてまいりたいと存じます。

４点目の大山ブランドの創造ということについてでありますが、このことにつきまし

ても先ほどの項目と同様、社会教育やコミュニティー活動の中で先ほど御指摘ございま

したような方向で進めていくべきものと考えているところであります。

５点目のＩＴによるまちづくりにも力を入れているかということについてであります。

住民の皆様がＩＴを活用して必要な情報を得るということは、地域の交流や助け合い

を進めるために必要なことと考えております。大山町では、従来から学校教育や社会教

育分野で取り組んでいるところでもあります。
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また昨年、今年度着任をいたしましたところの地域おこし協力隊員もこの課題を重視

をし、先般、シニア向けのタブレット教室、これの入門の講習を２回ほど開催いたして

いるところであります。この教室は基礎講座も別に計画をしておりまして、継続して展

開する予定であります。ＩＴの分野は、非常に速いスピードで技術が進化いたしており

ます。今後も方法や内容に工夫を加えながら、時代に合った取り組みを進めてまいりた

いと存じます。

以上で私のほうからの答弁にかえさせていただきます。

○議長（野口 俊明君） 教育委員長、伊澤百子君。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） おはようございます。

では、まずただいまの西山議員さんの１番目の質問、町民が舞台に立つための土壌づ

くり、行政の役割は。町民主役条例への取り組みはについて、教育委員会としましては

３番目と４番目の御質問にお答えをさせていただこうというふうに思います。

初めに、３番目のふるさと学習を町民みずからが進んで行い、家庭や地域、学校が連

携しながら子供も大人も一緒に人づくりに努めているかの御質問にお答えをいたします。

ふるさと学習につきましては、中山、名和、大山の各公民館が実施をしております大

山学講座というものがございます。大山学講座は、自分の住む町の歴史や文化や産業、

自然を見詰め直し、地域の魅力や可能性を発掘することを目的に、平成１９年よりスタ

ートいたしました。現在、内容は春と秋の大山の自然観察会、歴史講座とかじげの味講

座、町内の工場見学といった産業講座みたいなものを開催してきております。

地域別では、このほか中山地区ではいさい踊り保存会の皆さんによる活動、また名和

町地区での写真展など各種の町内の芸術作品の定期的な展示活動、また大山地区におき

ましては孝霊山の登山やそば打ち講習会など各地域の活動も上げられております。

学校におけるふるさと学習といたしましては、大山町教育委員会で作成をし全児童生

徒に配付しておりますふるさと教材「わたしたちの大山町」を活用するとともに、直接

地域に出かけていったり地域の方を学校に招いたりしながら、生活科や理科、社会科、

総合的な学習の時間などを中心にふるさと大山町のいろんな自然や歴史、文化を題材と

した学習にも積極的に取り組んでおります。

学校外におきましても、公民館で実施している子どもカルチャー教室などの事業でボ

ランティアの方々や地域の方にお世話になりながら、リンゴ栽培体験とか酪農体験、調

理実習などのふるさと学習を展開しております。特に今年度は映像体験学習を行いまし

て、子供たちが地元のよさ、あるいは誇れるところを実際に出向いて取材をし、映像に

おさめて発表するという催しなども行っているところでございます。

また、各公民館が実施する子供たちが親元を離れて集団生活をする中で自立心を高め、

我慢や助け合うことを知る通学合宿では、地域の方々に協力をいただいて中山公民館で
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はもらい風呂、また名和公民館では地元商店の見学、そして大山公民館では大山寺の写

仏体験など、また地域やボランティアの方々や学校と連携をしてふるさと学習、そして

人づくりに努めているところでございます。

今後も子供も大人も、そして地域の方の協力を得ながら公民館を拠点に誇れる大山町

のふるさと学習に努めてまいりたいと考えております。

次に、４番目の大山ブランド創造についての御質問にお答えをいたします。

町民性としての大山ブランドという捉え方でお答えをさせていただきますと、先ほど

３番目の御質問で詳しくお答えをさせていただきましたふるさと学習などのような大山

町のいいところ、誇れるところを学び、体験し、さらに発見していただくための事業と

いうものを今後も展開や発展をさせていきたいと思っております。

一人一人の町民の皆さんの可能性を広げ、豊かな生き方をつくるのと同時に、大山町

の豊かな未来づくりの大切な基礎となる教育によって、子供から大人まで本当に大山町

っていいな、すごいところだな、ここで暮らしていきたいなというふうに考えていただ

ける、そういう気持ちをしっかりと育んでいきたいと考えております。

そして、このことが議員が先ほど御指摘なさいました大山ブランドの育成に少しでも

つながればというふうに考えておるところでございます。以上でございます。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 大体筋書きがわかりました。

時間の関係がありますので、私が常日ごろ考えていることをですね、町長部局や教育

委員会で特に意見を交わしながら深めていきたいと思います。

町長も２期目に入りまして、相当な経験を積んでこられましたが、水権、水の権利、

水利権じゃないですよ、水権という言葉がありますが、どう理解しておられますか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。水利権というのは私の得意分野かなと思いますけども、

水権というのはなかなか耳にすることではないんですけれども、一滴の水が集まってい

く中で大河となっていく、そういったような意味合いのことかなというぐあいに思った

りします。正しいところは、西山議員のまた周知のところから御発言をお願いしたいと

思います。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） そのとおりです。一滴一滴の水が集まって大河をつくる。

私はですね、一人一人の人間が集まってまちづくりをする、これが人間主役、住民主役

のですね、まちづくりだと思いまして、その考え方と同感でございますので、ひとつ町

長もトップにおられるわけですから、自信を持って住民とともにまちづくりをですね、
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進めてください。

行政の土台は何だと思われますか。行政の背骨は何だと思われますか。基本的なこと

ですので、町長の考え方を聞いておきたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 土台といいますのは、大山町に住んでいただく住民の方、町民

の方であろうかなと思いますし、背骨というのはいろいろ施策をしていくそうしたいろ

いろな取り組みであるのかなというぐあいに思っているところであります。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 我孫子の市長をされておった方がここに２人の課長、東

高で同級だったそうですが、あの人の本を読んでいましたらそのように書いてありまし

た。やっぱり住民、多様な意見を持つ住民を集めてまとめると。やっぱりそれが土台だ

そうです。

この間、西部地区の議員の学習会がありましたので、ちょうど入り口で副知事に出会

いましたので、副知事さん、行政の土台と背骨というのは何ということだって聞きまし

たら、わしがきょう話すやなことじゃないかというのが副知事の考えでした。それでい

ろいろな施策をですね、述べられましたですから、そうです、住民があって、住民を幸

せにする施策、これがですね、そういうふうに副知事も言っておられました。

そこでですね、法律の数を調べてみました。その法律にもいろいろあるようですね。

憲法だとか法律、政令、勅令、府令、省令、こういうのがありましてですね、憲法、法

律で１，８１２法令あるようですわ。政令や勅令がですね、１，９４３法令。それから、

府令、省令が３，５６３法令あるようです。７，８１３もの法律があるそうですよ。

でね、町長、町長という仕事はですね、権力を持っています。権力は工事に指名する

こともできますし、職員を採用することもできます。いろいろな権力。権力には危険物

がつきものなんです。ちょっと間違って、あの人に、どっかの若い市長が問題にされて

いますね、入札とかを何してお金もらったとか、そういう危険。陥穽（かんせい）とい

う難しい言葉、陥れる、穴に陥れる、考えている人は町民もおるわけです。したがって、

町長という権力は危険物を抱えている。その権力というのはですね、住民を幸せにする

ものでなければならないと思うわけですね。これこそが一人一人のまちづくりだと思い

ましてね。

もう一つは、今、まちづくりは非常につくっています。庄内も頑張っております、あ

ちこち頑張っておりまして、いいことだなと思っていますが、それではですね、社会的

包括システム、今、大山町が住民、地域とともにまちづくりしようとしていますが、地

域における社会的包括のネットワークというのはどんな考えですか。

○町長（森田 増範君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 議員がいろいろと勉強しておられると思いますので、まずその

ことを述べていただいてから発言をさせていただきたいと思います。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 反問権を与えているみたいですな。いいことです。やっ

ぱり反問権があったほうがね、勉強するんですよ。私もね、聞かれたらいけんと思って

ですな、勉強してきました。反問権認めましょう。

私の社会的包括ネットワークの考え方はですね、今、地域のきずながなくなっている。

人情が希薄になっているようなことが言われていますのでね、地域の暮らしを堅実なも

のとして維持していく必要がある。どこで暮らそうがまず個人ができること、したいこ

とをやり抜く、これが自立、自助で、個人ではどうしても無理なこと、できないことは

家族、身内が手を差し伸べる。これが互助、お互いの。それで家族、身内では無理なこ

と、手に余ることは友人、近隣が支援する近助、近い助。それでも無理なこと、できな

いことは世代間、地域住民同士が一定の仕組みをつくって支援する共助。それでも無理

なことは住民に身近な自治体である市町村役場が乗り出す公助があると、こういう考え

です。町長、どういう認識ですか。間違いでしょうか、御指導ください。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。まさに今、町として取り組んでおりますその取り組みが、

議員おっしゃいました社会的包括ネットワーク、その考え方と合致しているものと思っ

ております。以上です。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 教育委員会のほうにお尋ねしたいと思いますが、先ほど

住民課長に聞きましたら、１万７，２５４人、９月１日現在で人口がいるそうです。子

供さんもいます。子供さんが町民の主役だという認識をどのように説明されますか。子

供、町の中で主役なんだよというのをどのように説明されますか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの西山議員さんの御質問にお答えいたし

ます。

子供が主役ということで、まさに教育委員会はいつでも町をつくっていくのは未来、

未来を、町の未来をつくっていくのは子供たちだというふうに考えております。そうい

う視点で、子供たちへの教育はふるさと学習も含め人間としてどのように生きていって

ほしいのか、しっかり力をつけてあすの大山町をつくっていってほしいという思いを込
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めて教育をしてるというふうに認識をいたしております。こういうお答えでよろしいで

しょうか。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 大変よろしいことだと思っています。ありがとうござい

ます。

あのですね、子どもの権利条約というのがね、１９８９年国連で採択されて、日本は

なかなか批准しなかったんですけれども、世界で１５８番目に批准したんです。子供の

権利に対する政府の姿勢は、余り積極的でなかったんです。子供に身近な自治体こそが、

自治体こそが私は主役だと思っていますので、子供推進役、子供が宝だという、子供が

主役だという推進役にならなきゃならんと思うですね。

そこで、子どもの権利条約の主なものをどう認識しておられますか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。それにつきましては教育長が専門ですのでお答え

いたしますが、初めに一言だけ。

日本にも児童憲章というのがありますが、この子どもの権利条約というのは本当に世

界中、日本も含めてどこに生まれても子供たちが本当に安心に安全にきちんとしたもの

を食べることができ、そしてきちんとした教育を受けることができ、自分の意見もきち

んと言うことができ、それをしっかりとあらゆるその差別や障害や虐待やそういうもの

から守られて、健やかに育っていく権利だというふうに認識をしております。

あとは教育長よりお答えいたします。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） はい。今、委員長がおっしゃったとおりでございますけれど

も、日本がこの議員おっしゃいました１９８９年に国連で全会一致で採択されましたけ

れども、今なお御存じのようにシリア、あるいはエボラ出血熱のセラネバタ、それから

あるいはリビアのほう、もう世界中至るところで戦争が起こったりいろんなことが起こ

っております。一番やっぱり犠牲になるのは、子供とやっぱり女性の方てっていうのが

一番だろうと思います。そういう形の中で、やっぱり子供たちを守っていこうてってい

うのがこの条約なわけです。

日本が遅く５年後に批准したてっていうのはですね、国内法との関係で今、委員長が

おっしゃいましたように、の関係があったと聞いております。一番なのは生きる権利だ

と。２番目は守られる権利だと。３番目は育つ権利だと。４つ目は参加する権利だとい

うふうに認識しております。以上でございます。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） そのとおりです。１つ目は生きる権利なんです。この生

きる権利というのをもうちょっと詳しく言いますとですね、子供たちは健康に生まれ、

安全や水や十分な栄養を得て健やかに成長する権利を持っている。水の飲めない国が世

界だってあるわけです。ここまでやっぱり地域の豊かになった人だって人権を守らない

かんわけです。こういうまず生きる権利。

２つには、この守られる権利というのがありますね。子供たちはあらゆる種類の差別

や虐待、搾取から守られなければならない。戦争禍の子供、病害を持つ子供、少数民族

の子供は特別に守られる権利を持っている。

３つ目の育つ権利というのはね、子供たちは教育を受ける権利を持っている。また、

休んだり遊んだりするさまざまな情報を得、自分の考えや信じることが守られることも

自分らしく成長するとともに貴重である。

参加する権利。子供たちは、自分に関係のある事項について自由に意見を表明したり

集まったりグループをつくったり活動することができる。そのことは家族や社会、地域

社会の一員としてルールを守っていく。ここに子供の主役条項があるわけです。

虐待はないですか、大山町は。子供の虐待、どうですか。子供の虐待が目に入りませ

んか、耳に入りませんか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） ただいまの御質問につきましては、教育長よりお答えい

たします。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） はい。虐待があるかというふうな質問になりますと非常に難

しいわけですけれども、類似のことも含めてあるというふうに思っております。なかな

か虐待の定義っていうか、それはとっても難しゅうございまして、今、要保護対策協議

会という形で日々連絡調整を図りながら、大きくならんうちに警察とも連絡をとりなが

ら対応しているところでございます。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 鳥取県はですね、まんが王国と言っていますね。これ平

井知事さんが考えたまんが王国。大山町をですね、皆さん、子供王国にしてはどうです

か、子供王国に。そういう考え方でやっていただきたいと思いますよ。

おっしゃいましたようにですね、子供は将来ですね、将来大山町を担い、国を担って

いく。ですから宝なんですよ。子供王国というお考えに取り組んでもらいたいと思いま

すが、急な話ですけども、子供王国とはどんなことだという、委員会等でお話はしてい
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ませんか。あったら教えてください。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） 子供が宝物であるという認識は、全ての町民の皆さんが

持ってくださっていると思っておりますが、子供王国にと、大山町を子供王国にという

お話をとりたてて教育委員会で話したりしたことはございませんが、気持ちはいつもそ

のように思っております。以上でございます。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） もう１点大事なことは、親の経済力とですね、子供の成

績は正の関係にありますね、正の関係。私はある資料を持っていますが、親の年収、社

会経済的背景と子供の学力、全国学力⋞学習状況調査、これは平成５年度の結果分析、

７７８小学校、保護者３万９，９８１人の中でですね、２００万円未満の人は国語のＡ

が５３点だったそうですわ。ちょっと時間が、１，５００万以上の人はですね、７５．

５だったそうですよ。小学校６年。中学校３年でですね、２００万未満の方は６９．１、

１，５００万以上の人は８１．８だったと。収入と成績は正の関係だと思いますが、ど

のようにすればいいとお考えですか。（「議長、政策と関係のないような質問は制限し

てください」「交通整理」と呼ぶ者あり）

○議長（野口 俊明君） はい。

伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 答弁を簡潔にしてください。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの質問には、教育長よりお答えいたしま

す。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） はい。常々、教育は未来に対する投資でございます。その中

で、やっぱり議員がお答えのように収入の面、そういったことで差が出てきてはならん

だろうと、絶対にあってはならんと思っております。

ただ、現実の全国学力⋞学習状況調査を見ましても、スマホやゲームを長くする生徒

の成績は悪いてっていうのがもう厳然と出ておりますので、やっぱり自己で規制するこ

とと同時にいろんな面で学校でできること、教育委員会で応援できることを考えてやっ

てまいりたいと思っております。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 町長、合併して１０年が近くなりましたね。プレ１０年。
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来年１０年の式典があるようですけども、３町、中山、名和、大山で合併しました。そ

こで合併協議会があってですね、合併協議会で協議したものが役場にちゃんと残ってい

ますね。そこの中で、課題がね、あったんですよ。

まず、町章をつくりなさい。町は章をつくるのはつくりました、大山町の。それでで

すね、憲章もつくりなさいというふうに、これが合併協議会の資料ですね。町民憲章と

いうのは、理想として定めた行政上の重要な原則ですね。まちづくりの原則ですよ。こ

れのもとでやっておりますが、また町の歌もありますね。町の木もありますね。町の花

もありますね。こういうものがまだできていません。あなたも選挙するですから、反対

する町民もおれば応援する町民もあって、何をやっとるだえ、大山町は何を目標にやっ

とるんだえ、難しいことよりわかりやすい町民憲章とか町の花とか町の木とか町の歌を

つくってですね、それこそ住民が一緒になって一人一人が尊重されるまちづくりではな

いかと思いますが、この憲章、町の木、町の花、町の歌等に対する考え方、どうですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 議員より、新しい町が誕生して１０年、１０周年ということの

区切りの中でのいろいろな御提案をいただきました。現在、１０周年式典を含めて担当

部署のほうでいろいろと検討をいたしております。１０年たちます１０周年という区切

りは１７年３月２８日でありますので３月でありますけれども、来年地方選、知事選が

あったりとか県議会選があったりする中で、ぜひともそうした式典には知事さんに来て

いただいていろいろな話をしていただきたいというような思いの中で、担当のほうで今

話を進めておりますのが来年の１０月あたりに１０周年の式典を計画をいたしたいとい

うぐあいに考えているところであります。

そのスケジュールの中で、先ほど議員が御指摘のあったいろいろな項目について今検

討いたしているところでございます。１２月の議会あたりには、ある程度具体的なお話

もさせていただいてというぐあいに思っているところでありますので、御意見を頂戴い

たしたい、預からせていただきたいというぐあいに思っておるところであります。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 一般質問は質疑だないのでね、質疑でわけのわからんこ

とを言う人もいますけれども、一般質問というのは幅が広いですよ。もうまちづくりて

って言いますから、何が出てくるかわからん。この私なんかは提言もあるし、チェック

もあるわけです。

私はね、先ほど町長にまちづくりの土台と背骨はどうかと。答えてくれました。私は、

議員の背骨と、土台と背骨というのはこういうことだと思っておるんですよ。やっぱり

土台はですね、議員は何をすべきか、何を役割とすべきかということを考えなきゃなり

ません。あちこち行ってわけのわからんことを話してですね、問題になるようなことを
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して、議会の使命は何か。そして、それを真面目に実行すること。これが背骨なんです

よ。議会の役割は何か、議会はどういう行動をとらないけん。これが土台と背骨なんで

す。そういう使命を議員は帯びておって、報酬をもらって、住民の皆さんから税金をも

らってですね、働いておるわけです。頑張っておるわけです。

そして我々はね、代表者と同時に奉仕する人ですよ。ある会合で奉仕と言ったらびっ

くりしたり、あんた受けていただくかってとんでもない話しした人がいましたけど……

（「質問に徹してください」と呼ぶ者あり）奉仕ということは、まず議員が住民のため

に、住民のために汗をかき……（「焦点を話してください」と呼ぶ者あり）ですね、本

当に是は是、非は非として真面目に歩く姿が奉仕なんです。こういうふうなまちづくり

をするためにですね、質問をしておるちゅうことです。

そこで、町長、自信を持って、あなたは権力者としてですね、指名とか入札のときに

は間違いなくやっておるんでしょうね。随契のときなんかは２つ以上のですね、２つ以

上の見積もりとらないかんですよ。そういうことをやっておられますか。（「議長、通

告外」「議長」と呼ぶ者あり）

○議長（野口 俊明君） いや、皆さん誤解しないでください。町民主役のまちづくりが

１番、２番、まちづくりの基本理念は、こういうものを質問しておられます。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） しっかりやっております。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） ２番目の質問に入ります。

時間がありませんのでですね……。

○議長（野口 俊明君） 西山議員にちょっとお願いしておきます。

マイクに資料が当たってですね、最大限の音量にしてありますので、雑音がすごく強

く住民の皆さんに聞こえるちゅうことですので、当たらないような状況でひとつ。資料

がマイクに当たらないようにお願いします。

○議員（15番 西山富三郎君） わかりました。

２番目の質問に入ります。（発言する者あり）

○議長（野口 俊明君） 静かにしてください。

○議員（15番 西山富三郎君） 皆さん、静かにしなさいよ。

不当要求行為を防ぐために、不当要求、クレーム対応にマニュアルを策定しているか。

１つ、職員に向けて不当要求の基準や対応のポイントを示す判断基準はありますか。

２点目、不当要求の定義は。３点目、職員としての心構えは。４点目、全庁的な情報共

有と対応力の向上は。５点目、教育現場での対応は。以上です。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。
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○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。２点目の質問であります不当要求行為を防ぐために不当

要求、クレーム対応マニュアル、これを策定しているかということにつきましてお答え

をさせていただきます。

本町では、不当要求などに対応するため、大山町不当要求行為等対応マニュアル及び

大山町不当要求行為等の防止に関する要綱を作成いたしております。

不当要求の基準や対応のポイントということでありますが、不当な要求であるか、通

常のクレームであるのかということにつきましては、明確に判断できるものもあります

が、なかなか判断が難しいものもございます。これまで鳥取県警の組織犯罪対策課や暴

力追放センターなどの研修を受講いたしておりますが、判断の基準といたしましては、

暴力行為、脅迫行為、面会の強要、誹謗中傷、名誉毀損、業務妨害などに当たるかどう

かを勘案をして判断する必要があると指導されているところであります。

不当要求行為の定義ということでありますが、職員に対して１点目に公正な職務の遂

行を妨げる行為、２点目に暴力行為そのほか社会常識を逸脱した手段により要求の実現

を図る行為、このことを指すものと考えております。

職員の心構えといたしましては、組織として対応する、毅然とした態度で対応するな

ど基本的な心構えを対応マニュアルに記載をして、意識づけを図っているところであり

ます。

全庁的な情報共有と対応力の向上ということでありますが、大山町不当要求行為等対

応マニュアル及び大山町不当要求行為等の防止に関する要綱において大山町不当要求行

為等防止対策委員会を定め、不当要求に対応する体制の整備を図っているところであり

ます。

対応力の向上策といたしましては、鳥取県警や鳥取県暴力追放センターにお願いいた

しましての研修、これの実施や鳥取県あるいは市町村が共同で実施をする階層別の職員

研修や能力開発⋞向上研修においても講座を設けて、対応力の向上に努めているところ

であります。

質問につきまして、教育委員長のほうにもございますので、教育委員長のほうからも

お答えさせていただきます。

○議長（野口 俊明君） 教育委員長、伊澤百子君。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） 西山議員さんからの２点目の御質問につきまして、特に

教育現場での対応はどうかという御質問に教育委員会としてお答えをいたします。

教育現場におきましても、先ほど町長答弁の中にありました大山町不当要求行為等対

応マニュアルや大山町不当要求行為等の防止に関する要綱に沿って対応することにいた
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しております。

また、平成２５年の４月には大山町教育委員会と鳥取県警察本部との間で学校⋞警察

連絡制度に関する協定書を締結しております。これは児童生徒の健全育成や犯罪被害防

止を目的とした制度でございますが、学校と警察の間でいろんな情報交換をし、連携強

化も進めているところでございます。

今後も町長部局と足並みをそろえつつ、警察などの関係機関とも連携を図りながら不

当要求等の防止や適切な対応につきまして保育士や教職員や、また事務局職員の意識や

対応力の向上に努めていきたいと存じております。以上でございます。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） 税の関係、滞納とかね、何かの関係でもいろいろクレー

ムがあると思ったり、苦情もあるかと思いますが、この前、総務常任委員会で慫慂（し

ょうよう）という言葉を使っていましたね、税務課の人が。慫慂という意味はどういう

意味ですか。税金を集めるのに。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当よりお答えをさせていただきます。

○税務課長（野間 一成君） 議長、税務課長。

○議長（野口 俊明君） 野間税務課長。

○税務課長（野間 一成君） 意味はわかりません。促すことだと思っております。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） あのね、こうしたほうがあなたのためになりますよちゅ

うのが慫慂です。

税金は集める義務があります。憲法に書いてあります。まず、町としては各家庭に何

を望むかといえば、税金を真っ先に払ってくださいと望むでしょ。税金を真っ先に払っ

てくださいという根拠はどこにあるんですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 納税の義務に発することであると思っております。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） そこで、やっぱりみんなが笑顔で税金を払いですね、笑

顔でまちづくりをすると。人間の顔が見えるまちづくりですわ。人の顔が見えるまちづ

くりにせないかんと思いますよ。そのためには、町長、あなたは町民の皆さんと、例え

ば税がおくれている人、クレームをつける人、いろいろなことを苦情を言う人にやっぱ
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り共通の理解に対する議論や意見交換も大事だと思いますが、何かいろいろと問題を醸

し出す人と共通の理解を得るために議論や意見交換をしたことがございますか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。必要な場合には対応いたしております。

○議員（15番 西山富三郎君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西山富三郎君。

○議員（15番 西山富三郎君） もう一つ、役場の職員も大変だと思います。いろいろと

ですね、言われたり、怒鳴られたりしたりね、いろいろあると思いますが、そこにはで

すね、私は住民の皆さんとまともに向き合って丁寧に心を込めてお話しすれば、税金の

おくれている人でも払おうかというふうなですね、気持ちになると思いますし、そうい

う気持ちを引き出すまちづくり。お互いがですね、まちづくり。ああ、私も大山町の町

民だと、税金もきちっと払うようにしようと、笑顔で挨拶もしようと、まちづくりに参

加しようと、こういう気持ちになるまちづくりをしなければならないと思いますが、そ

のためにもですね、ある地位の人には便宜を図る、あの人の言うことは聞こうというふ

うな考え方はいけないと思いますよ。それが危機管理の一つなんですよ。我々議員も、

例えば一歩間違って贈収賄をしたとしたら大変なことですよ。いけんようになっちゃう

ですよ、飛んでしまうですよ。

そういう意味で、もう終わろうと思いますが、町民と優しく接して、顔の見える大山

まちづくりに町長の決意をひとつ聞いておきたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 議員よりいろいろとお話しいただきましたけれども、お互いに

そのような議員がおっしゃいますような気持ちになってまちづくりが進めていけたらと

いうぐあいに思い、また期待をいたしておるところであります。

○議員（15番 西山富三郎君） 議事進行に協力したいと思います。終わります。失礼し

ました。

○議長（野口 俊明君） これで西山富三郎君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） ここで休憩いたします。再開は１０時３５分といたします。休

憩いたします。

午前１０時２２分休憩

午前１０時３５分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

次、８番、杉谷洋一君。
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○議員（８番 杉谷 洋一君） はい、議長。

皆さん、おはようございます。

２番バッターの杉谷洋一でございます。無所属でございます。無所属議員の杉谷洋一

でございます。よろしくお願いします。

きょうは、もう合併がもう１０年に迫ってまいりました。森田町政も１期、また２期

目も１年半が終わってですね、終わろうとしています。

そこで、きょうは森田町政の行政改革はということでですね、森田町長にお尋ねした

いと思います。

もう１点につきましてはですね、学校、保育園とか学校給食について教育委員長のほ

うにお尋ねしたいと思います。よろしくお願いします。

そうしますと森田町政の行政改革はということで、１つ、３町合併による行政改革に

ついてということでお尋ねいたします。

町村合併の意義は、住民に対して行政サービスをより一層向上、充実したものにする

ことである。それには積極的な組織の統廃合、外部委託、人員削減など行政のスリム化

を実現することにより経費の削減を図り、合併に伴う広域的な見地から合理的かつ効率

的な行政、行財政運営を行い、財政基盤を強化することが目的であると考えます。今後

も少子高齢化、人口減少社会の到来など、社会構造の大きな変化を見据えると改革の取

り組みを継続し、時代に対応した行政運営の実現と持続可能な財政構造の確立を目指し

ていく必要があろうかと思います。

（１）で、合併時と現職員数の推移と問題点についても答えてください。

また、（２）で類似町村との職員数、財政、人口等の比較はどうなんでしょうかとい

うことも答えていただきたいと思います。

次に２番目で、今後国からの交付金の見通しについて、町としては、町長としてはど

のようにこの辺を見ておられるのか、お答えいただきたいと思います。

３番目、公民館と地域まちづくりの統合による拠点整備は。最近の急速な地域社会の

変容と地域住民の社会構造の変化は、公民館をめぐる社会的条件を著しく変質させてき

ています。教育委員会が所属する公民館は、これまで学習活動や各種講座、地域の防犯

や防災、環境の整備など、多くの地域課題の解決に向けたまちづくり活動にも取り組ん

でこられました。また、町長部局の担当の企画課が担当する地域まちづくりの活動も住

民からの地域の活性化に向けた要望などを取り入れた取り組みで、地域住民に定着しつ

つあります。

これらの組織を統合して、公民館を地域活性化のための拠点施設と地域まちづくりの

シンクタンクとして公民館の教育的な部分を残しながら地域のまちづくりが主体となり、

公民館機能を包括した名称も例えば地域まちづくりセンターに変更して一元化して、体

制をさらに強化して住民のニーズに応えた事業展開をしてはどうでしょうか。町長に伺

います。
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○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。杉谷議員より、１点目の質問、行政改革ということにつ

いての御質問をいただきました。少し長くなるかもしれませんが、よろしくお願い申し

上げたいと思います。

まず、３町合併による行財政改革についてという質問の中の１点目、合併時と現在の

職員数の推移と問題点ということについてでございますが、地方公共団体定員管理調査

による合併前の平成１６年４月１日の職員数が３町で２９７人、合併時の平成１７年４

月１日が２６６人となっておりまして、その後、退職者の一部補充やあるいは退職勧奨

などにより年々減少しておりまして、ことし４月１日現在では２１３人の職員数となっ

ております。

問題点につきましては、合併後類似団体に比較して職員数が多いということもあり、

行財政改革を進めるため職員への退職勧奨などを実施。また、定員管理適正計画に定め

た職員数に近づけるよう努力をしておりまして、ほぼ類似団体の職員数に近づいてまい

ったところであります。

しかし、本町は本庁、支所あるいは分庁舎など分かれているところでありまして、重

複した業務を行う職員がどうしても生じておりまして、今後町の人口規模に応じた職員

数へと減少しつつ、これまでと同様のサービスを提供していくためには組織機構の見直

しが必要になるものと考えているところであります。

次に、２点目の類似団体との職員数、財政、人口等の比較についてでありますが、類

似団体とは自治体の人口と産業構造、産業別就業人口の構成比ということのこの２つの

要素を基準として幾つかのグループに分けたものでありまして、ほかの市町村との比較

を行うために利用しているところであります。

大山町が属するところのグループは、人口１万５，０００人から２万人、１次産業、

３次産業の従事者が８０％未満のグループに属しております。

類似団体との職員数の比較でありますが、平成２４年度の調査では人口１万人当たり

の職員数で大山町が１１２．２５人、類似団体が１０９．４１人、２５年度調査では大

山町が１０８．１８人、類似団体が１０８．２４人となっております。

財政面では、平成２４年度の状況で比較をいたしますと財政規模は類似団体と同規模

であり、基金、地方債の残は平均的な数値となっております。

２点目に、次に国からの交付金の見通しについてという御質問でありますが、交付金

ということではなくって、地方交付税のことではないかなというぐあいに存じます。

地方交付税につきましては、これまでも折に触れ説明をいたしておるところでござい

ますけれども、平成２７年度、来年度から合併による優遇措置である合併算定がえが終

了して、平成２７年度からの５年間で普通交付税が低減してまいります。平成２６年度
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普通交付税をベースにいたしますと、約５１億円の普通交付税のうち対象となるものが

年次ごとに９割、７割、５割、３割、１割と低減をして、平成３２年度には約１０億円

減の約４１億円になるものと考えているところであります。

なお、全国の合併をした市町村、我々もそうですけれども、普通交付税の見直しにつ

いて要望を上げており、国においても検討されている状況ではありますけれども、平成

２６年度からは支所に要する経費を算定、そのほかについては人口密度や面積などを考

慮した新しい積算方法を検討されているという情報を得ている程度でありまして、まだ

具体的な内容につきましては国から示されていない状況であります。今年度中には何ら

かの方針が示されるものと考えているところであります。

３番目の公民館と地域まちづくりの統合による拠点整備はという御質問でありますが、

御承知のとおり日本全体が人口減少時代に突入をいたしております。大山町では、担い

手の減少、高齢化が進展する状況にあっても、住んでいて楽しいと思える地域づくり、

また安全安心な地域づくり、地域資源、いわゆる人材であったり情報ノウハウ、さまざ

まな資源、これを結集をして住民と行政の協働で実現する地域づくり、これを推進して

いるところであります。

これらの取り組みの狙いは地縁型コミュニティーの育成と位置づけ、１点目に地域づ

くりへの住民参加と交流の促進、２点目に住民と行政の協働、３点目に集落の維持⋞活

性化、担い手減少、高齢化を前提とした地域づくり、４点目に行財政改革、これの４つ

を掲げております。

６月の議会でも、議員から旧小学校区で行われておりますまちづくりという質問に対

して、地域自主組織あるいはまちづくり地区会議の役割について御説明をさせていただ

いております。現在は２つの地区で地域自主組織が設立されており、今年度中にさらに

３つの地区の設立が予定をされ、そのほかの地区でも組織設立の検討や地域づくりの取

り組みが進められているところであります。その全てが住民の皆さんみずからの行動と

決断でなされ、地域づくりの芽が徐々に育っているものと認識いたしております。

しかし、地域自主組織は活動する上で拠点や事務局機能、また運営に対する支援など、

設立後スムーズに取り組みを進めていくための体制整備が必要と感じております。

議員御指摘の点につきましては、昨年から教育委員会と検討を進めてきておりますの

で、検討の内容の概略につきまして説明をさせていただきたいと存じます。

地域づくりの活動は公民館活動と類似性を有することから、既存の公民館、この機能

を最大限活用することが有益であります。特に大山地区では旧小学校区ごとに公民館が

配置をされており、これを基盤に地域自主組織を設置することが有益であるという認識

であります。

なお、両者の関係につきましては、１点目に公民館が地域自主組織の事務をお手伝い

をする。２点目に、公民館と地域自主組織が並立しながらも事務局機能を共有する。３

点目に、地域自主組織に公民館機能を持たせる。公民館運営部会などでありますが。４
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点目に、公民館を廃止をしてコミュニティーセンターとすることなど、そういったこと

が考えられるかなと思っているところであります。

名和地区、中山地区につきましては、旧小学校区ごとに公民館が存在をせず、大山地

区とは異なった体制を検討する必要があります。このため、幾つかの捉え方があると思

っております。

１点目に、公民館が地域自主組織の事務をお手伝いする。２点目に、公民館機能は現

状のままで旧小学校区ごとに地域自主組織を設立をし、その中に公民館的機能もあわせ

持っていくということ。そして３点目には、公民館を再編をし、小学校区ごとの地域自

主組織に公民館的機能も配置をしていくなど、そういった捉え方が考えられるものと思

っております。

このように、地域自主組織の設立にあわせて既存の公民館のあり方については二重行

政の防止や公平、公正なサービスの提供といった観点にも配慮しながら、見直しを行う

必要があるものと認識をいたしているところであります。

現在、教育委員会、地域自主組織と来年度からの新たな体制の支援策などについて検

討いたしているところであります。住民と協働したまちづくりのシステムと各地区の取

り組みの充実、強化につながるような支援策等、構築してまいりたいと考えているとこ

ろであります。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） ちょっとこれお聞きするわけなんですけど、行財政改革

というようなこと、大山町の推進となるような行財政改革推進プランというようなね、

簡単でいいですけど、そういうもんは大山町につくっておられるんですか。それに基づ

いて改革を進めていくとかいうのはどうなんでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 行財政改革のプランですけれども、本町では合併後３回計

画をつくっております。第１次が１８年度から２１年度、第２次の計画は２２年から２

４年度、現在３次の計画ということで、２５年度から２７年度ということで、その計画

に従って進めております。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） それは順調に進んでおりますか、それともまだまだ道半
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ばとか、もうちょっと足らんわいやとか、そういうことはどうなんでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 計画につきましては、着実に進んでいると思っております

が、それ以外にも事務事業の見直しなどを随時行いながら、そういう面ではなかなか難

しいところもありますけれども、着実に進めていきたいというふうに考えております。

○議員（８番 杉谷 洋一君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 今度は職員数ということでちょっとお尋ねいたします。

私、よく皆さんからかまられるわけなんですけど、大山町が３つが合併してよかった

のは町会議員の数が３分の１になったわいやということをよく言われて、ただ、役場の

職員はあんまり数は変わらんぞというやな声を耳にするわけなんです。確かに先ほど、

２５年度はちょっと高かったけど今度は少なくなった。これは定数内職員さんだろうと

思います。今、私が、多分町民の皆さんから見れば嘱託職員あるいは臨時職員さんの数

も入れての話で、ある意味そこらはあんまり減ってないだないんだろうかというやな話

があるわけなんですけど、そのあたりは大山町は今人数的には嘱託職員さんとか、ある

いは臨時職員さんの数というのはどうなんでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当から答えさせていただきますが、人数ということもありま

すが、金額ということもあろうと思っておりますので、その点、把握しておる範囲内で

答えさせていただきたいと思います。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 正職員及び臨時⋞嘱託職員の数ということですけれども、

正職員が現在２１３名です。正確な数字を今持っておりませんが、臨時⋞嘱託が１６０

弱おられます。特に保育所の関係とか、業務で臨時の方を多く雇用しているという現状

でございます。その中では、未満児保育とかどうしても人手が要る部分が必要になりま

すので、なかなかそういうサービスをやめないと削減ができないということもございま

すので、人件費総額としては着実に減ってるというふうには考えておりますけれども、

そういう部分でのサービスの、何ていうですかね、バランスということをですね、今後

考えて、これ以上に考えていかないといけないかというふうには考えております。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 実際ですね、職員定数は合併前と合併後では、またどの

ようになって、その減ったとかいうこと、いろいろメリット、デメリットもあろうかと

いうふうに思います。

先ほど定数減にそういうことで、行政サービスの低下にならないようにというやな課

長のほうからお話がありました。確かにですね、これは裏腹なんですよね。住民がサー

ビスをしてくれと言ったら、それはやっぱり職員さんもいろんな形でふやしてこなけれ

ば、住民サービスにはもう当然対応できないかというふうに思うわけなんですけど、そ

こでその嘱託職員さん、確かに保育所とかそういういろいろ、何というか、資格的な司

書さんであるとかいうところは私は当然そういう資格者が必要であるかというふうに思

うわけなんですけど、その嘱託職員あるいは臨時職員の定義、あるいはその職務内容を

どのように認識されておるのか。予算書を見るとね、いろんなところに嘱託職員の人件

費、人件費というのが載っとるわけなんですけど、確かに人件費は少なくなっています

よというお話はあったわけなんですけど、そのあたりをお聞きいたします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 嘱託職員、臨時職員の区分ということですけれども、区分

としましては臨時職員は地公法の２２条ですか、６カ月、１年間の臨時という整理をし

ております。それから嘱託職員につきましては、地公法１７条のほうにあります。そこ

は正職員も雇用するんですけども、非常時に短期的に職員を雇うということで、そちら

のほうでの整理で１７条での雇用という整理をしております。それから非常勤職員につ

きましては、地方公務員法の３条ですかね、非常勤の職員のというところがございまし

て、そちらのほうでの雇用というような整理で仕分けはしております。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 私、見とって、あの人はよく仕事されるなと聞いたら、

あの人は嘱託職員さんで、だけど意識を高く持っとってすごく仕事されるんですよとい

うやな声も耳にすることがあるんですけどね、私はその本来はですね、正職が当然せな

いけんところを、その補助的なことで嘱託職員さんにはボーナスも少ないし、退職金も

ないしということでですね、非常に条件的に悪いわけなんですよね。そういうところだ

ったら、私は正職のほうにね、もっともっと頑張ってほしいなと思いますし、またそう

いう優秀な嘱託職員さんであれば、むしろ正職のほうに採用してあげたらなというふう

に思うわけなんですけど、そのあたりはいかがなもんでしょうか。
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○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。気持ちはいろいろとあるわけでありますけども、担当の

ほうからも答えさせていただきたいと思いますけども、やはり一定のルールもあるわけ

でありますので、そうしたところに準じて今の現状があると思っております。

担当のほうから答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 優秀な方を正職にという部分についてお答えしますけれど

も、正職員の雇用につきましては西部の町村会のほうで統一的な試験をしておりまして、

公正を期すということと能力、一定の能力を持った者をとるというような形で、基本的

にはそこで対応するということにしておりますので、なかなか優秀だからというだけで

はその公平性とか公正性という部分で難しいのかなというふうに考えております。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 私もですね、そのあたりはここでは言うんですけど、な

かなかまあいろいろそこには大変ないろんなことがあって大変かというふうには思いま

す。

そこでですね、先ほど職員数も減ってスリム化にもなってきた、なりつつあるという

やなことでそうなったところの経費が、じゃ住民のサービス向上、の向上や充実のほう

に予算は回ってはいますか。例えば、こういうところでちょっとふえておるんですよと

いうことがあったらお答えください。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 施策として毎年議会のほうに提案をさせていただいて、新しい

取り組みであったりとか継続的な取り組みであったりとかいたしております。そうした

毎年毎年予算計上させていただきながら、議会のほうの説明をさせていただきながら御

理解をいただいて、現在さまざまな施策、事業を展開しているという現状がありますの

で、そのことで答弁にかえさせていただきたいと思います。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 合併によって職員それぞれが業務知識の共有化を図り、

スキルを向上しながら知恵を出して取り組むことにより、行政能力の向上につながった

のか。また、それぞれのこれまでの旧町が、それぞれの大山、中山、名和の職員さんが

一つになったわけなんですけど、一つになってもう１０年を迎えようとしているわけな

んですけど、そこでですね、その合併によって本当にその住民のサービスというのはで
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すね、どのようによくなったのか。今、こういうふうに、ちょっとまだ問題点があるん

だけどいい方向に向かっとるわいとかいうことがありましたらお尋ねいたします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 住民サービスというお話でありますけども、それは町としても

先ほど申し上げましたようにさまざまな施策として、あるいは事業として展開をさせて

いただいているところであります。この合併をしてから１０年、ハード事業もあります

し、それからソフト事業もあります。住民参画をテーマとしたさまざまな取り組みもあ

ります。保育所の建設等もあります。合併をしてまだまだ不足をしておる課題、あるい

はそういったテーマに向けてここ１０年一生懸命議会の皆様、そして職員一緒になって

新しい新町としてのまちづくり、それを目指してさまざまな施策を展開してきていると

いうところであります。

どれをというと全てということになろうと思っておりますが、よろしくお願い申し上

げたいと思います。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 確かにわかるわけなんですけど、町長がおっしゃるよう

にですね、じゃそれを全部聞いとったら到底１時間でも話ができる話ではないし、ここ

にこだわるというわけではないですけど、そういうせっかく３町が一緒になったわけで

すから、そういうことをぜひぜひ住民サービスに力を入れてほしいなというふうに私は

思います。

そこで、次に定数内職員やあるいは嘱託職員さんや臨時職員で一生懸命努力しておら

れる職員さんはたくさんおられます。定数内でね。そのどのような処遇、評価をされて

いるのか。年齢、公務員は年齢だわい、年齢が来ないとどうにもならんわ、途中はまあ

適当にやっといて、それ課長職を目の前にしたらラストスパートをかけるんだというよ

うな、まあこれは間違ったような話をする人も一般論であるわけなんですけど、そのあ

たりは大山町はその処遇の評価というのは、どのように評価されておるのかお聞かせく

ださい。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 非常に総括的なお話かなと思いますけども、担当のほうから答

えられる範囲内で答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 職員の処遇の評価ということですけれども、国のほうでも

職員の評価というものを進めるようにということで進めておられまして、地方自治体の
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ほうでもそういう取り組みを始めております。

本町につきましては、平成１８年ですかね、人材育成の基本計画というものを作成し

まして、それに基づいて人事考課、これは県の資料や先行してやられとった県内の町村

のものをベースに評価表をつくりまして、３年間程度の試行をしまして、それからある

程度の反映をするということで、今のところは１２月の賞与について反映をさせており

ます。一応その評価の積み重ねもできておりますので、昇格等につきまして、昇任です

か、済みません、昇任等につきましてある程度参考にしている部分もあると思いますが、

まだ給与等についての反映はいたしておりません。

地方公務員法が改正になりまして、来年度、済みません、２７年度の１月ぐらいです

か、からその国のほうとしてはそういうものを反映させた形にするようにという指導が

来ておりますので、できるだけそれに沿った形で対応できるようにしたいなというふう

に考えておるところでございます。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 国のほうもですね、やはりそういうことを一生懸命やっ

とるわけなんです。町のほうもですね、そういう本当に一生懸命やって、できる職員さ

んはね、抜てきがあってもいいじゃないかなと。それをすることによって本当に職員さ

んたちの皆さんもやる気が違ってくるんではないかなと。やれば評価してもらえるんだ

というところはぜひ、前向きに取り組んでいただきたいなというふうに思います。

そこで、もう一つ、このごろ安倍総理は３割の大臣閣僚というようなことをやってお

られます。ここでも女性課長さんもおられます。優秀な方です。中には、まだ課長にな

っていらっしゃらない優秀な職員さん、女性職員さんもおられます。

町長、その大山町としては女性職員の、そういうどのように考えておられるのか。例

えば課長職に五、六人おられてもいいんじゃないかなと思うわけですけど、それにはま

た女性職員も含めてですね、やっぱりそこになる人材づくりがいろいろな研修会等もし

っかり行って、できる女性職員さんだったらどんどんどんどん登用してあげてあげても

いいんじゃないかなというふうに思うわけですけど、無理して何割がなくちゃならんと

いうもんではないんですけど、町長はそのあたりは女性職員の登用ちゅうことはどのよ

うに考えておられますか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 先ほど杉谷議員がおっしゃいましたけども、そのような思いで

おります。

特に管理職ということでありますけども、保育所の関係で１０園あった保育所が拠点

保育所ができて、大山きゃらぼく保育園、名和さくらの丘保育園、中山みどりの森保育

園の園長は管理職という今位置づけにいたしておりますので、町におりますところの女
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性の管理職はそういう今それを加えた状況にあるということであります。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 国のほうもですね、交付金も年々大山町ですね、少なく

なってくるというようなこと、先ほどお話にもあったわけなんですけど、これはやはり

職員の企画能力、最大限に活用した補助金獲得もしっかり行っていただいて、要は一生

懸命目の色を変えて町民のために働くんだというそういう職員をどんどんつくっていた

だいて、そういう獲得に努力してほしいなというふうに思うわけです。

それで町長に対して最後の、町長に対しては最後の質問になりますけど、今の公民館

とまちづくりということを少しお話を聞かせていただきたいと思います。

私もですね、先ほど町長が御答弁ありましたように全くそのとおりで、やっぱり旧小

学校の地域まちづくり会議のボランティア活動にはやっぱりボランティアということは

やっぱり限界があります。幾らボランティアボランティアだ、みんなのためだといって

も、そうはなかなか、大変かと思います。

そこでですね、そういう活動助成金でありあるいは活動拠点、公民館というようなこ

とを確保して、住民の要求やら何なりを私はそこに集めるべきでないかなということで

すね、公民館機能を包括した、もちろん公民館というのは、やはり学習の場であります。

それをやめてしまえでなくして、それを残しながらまたそういうまちづくりも含めて、

しっかりそういう方向に進んでほしいなというふうに思います。

その公民館も今、地域によっては、町長部局が担当したり、あるいは中には島根県あ

たりでもあるんですけど外郭団体にそれを出したりというようなこともあるわけでして、

ぜひですね、そういうことを一元化してほしいなということをお願いしますし、それか

らあわせて住民サービスの行政相談窓口というような形もそこにつくっていってもいい

んではないかなというふうに、住民は役場の総合窓口ということで、一々相談よりやっ

ぱり出やすいところで公民館あたりにして、これはどこに文書を出すのがええのかなと

かいう簡単なそういう医大でもよくあるんですけど、こういう病気は内科かあるいはそ

のほかのいろいろな、外科かとかいうような相談で仕分け作業みたいなので、ここに行

ってこうだよということがあるわけです。

大山地区の区長さんに、ある区長さんが、杉谷さん、前、役場に行きたら、役場にこ

う相談したら、次はここはうちだないけえ次ここに行け、そこに次行きたらまたあっち

に行けと言われて、そこへ行きたらまた次あっちに行けと。最後１周して帰ったわいや

というような笑い話をしてくれましたけども、やっぱり本当に区長さんもですね、１年

こっききりでですね、なかなか精通もしておられませんので、どういうふうに文書を書

いていいのか、あるいはどこに相談を持ちかける、そういうですね、窓口を開設してす

ることが私は大きなメリットがあろうかと。そうすることによって、地域の住民が住民

メリットとしては、各種の情報収集ができたり住民間の交流の場ができたり、さらには
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住民の連携が強まったり、また行政メリットとしては一元化によって効率的な運営がで

き、少ない経費で行政目的が達成でき、行政サービスの利用の拡大と質の充実で住民目

線により住民ニーズに応えた行政運営が実現可能となると考えますが、町長。

もう一つ、行政ちゅうのは、とにかく縦割りなんですね、いろいろ。例えば健康問題

一つとっても、保健課であり介護があったり、課も担当したり教育委員会があったりと

いうことをあるわけでして、これも行政の縦割り、横断的な行政ということを含めて、

町長、このあたりの町長御答弁を、さっきも含めた御答弁をよろしくお願いします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。たくさんお話をされましたので、的確であるかどうかま

ずわかりませんけども、まず１点、区長さんの事例をお話をされてですね、職員のほう

からの表現的にはたらい回し的な事案があったということでございまして、あってはな

らないことであると思っておりますので、そういった事案についてはですね、具体的に

また後ほどで結構でございますのでお教えをいただきたい。それは職員のほうにもしっ

かりと伝えていかなければなりませんし、そういったことがそういうようなイメージで

話をされたのかもしれませんし、具体的であればこれは本当に一生懸命住民サービスの

向上というテーマの中で職員もその窓口で対応しながら、あるいはそこで困ったことが

あれば直接電話を担当部署のほうに向けて、そこから担当の部署とのやりとりをさせた

りという状況が今現状であると思っておりますので、万が一そういったことがあるよう

でありますればこれはしっかりと直していかなければなりませんので、具体的に御指摘

を後ほどで結構ですので賜りたいと思います。

それから、２点目の公民館とまちづくり、地域自主組織、そのかかわりのお話をいた

だきましたけれども、現在教育委員会の活動の中で公民館、社会教育、生涯教育的な事

業を、業務を受けております。ただ、御指摘のように今それぞれの地域におきましては

教育的な観点と、あるいはそれぞれ地域で抱えております課題、あるいはこれに解決に

向けての取り組み、コミュニティー、さまざまな分野でのコミュニティー活動、こうい

ったものが求められている現状があります。

御指摘のように、将来に向けてはそうした社会教育的な、あるいは生涯教育的な部門

と地域で抱えている課題、コミュニティー活動、こういったことをあわせて取り組んで

いくような形になっていかなければならないなというぐあいに考えております。現在取

り組みが進んでおります高麗にありますふれあいの郷かあら山あたりにも、そういった

視点での取り組みをまずはモデル的に進めつつあるところであります。課題はまだまだ

たくさんありますけれども、やはりそれぞれの地域地域での自主的な取り組みの中から

生まれてくるものがやはり一番大切だろうと思っておりますので、地域から出てきます

課題やテーマを事業の中で反映していただきながら、そうした公民館的な活動をあわせ

て展開できるような道筋に進めていけたらなというぐあいに思っているところでありま
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す。これは一つ一つ取り組んでいくことによってやはり課題も出てくることであります

ので、そこはしっかりとお互いに情報を共有しながら進めていきたいなというぐあいに

考えております。

それから、３点目に各課の縦割り、連携ということをお話ありましたけれども、実は

今現在、庁内でも各課連携をしながら取り組みをしております。観光事業の関係につい

ても、観光商工課だけでは片づかない問題があります。移住定住の問題についても、企

画のほうでいろいろな窓口はしますけども、それこそ農林水産であったりとか観光商工

であったりとか、あるいは福祉のほうの関係だったりとか、いろいろな関係の部門が今

必要になっております。子育て支援につきましても、幼児教育課だけでなくって保健課

であったりとか企画であったりとかいろいろなかかわりを今持ちながら、チームを組み

ながら取り組んでいる現状があります。御指摘は御指摘として受けとめさせていただき

ながら、今そのような形で一生懸命課題解決に向けて取り組みを進めておるということ

をおつなぎをさせていただいて、お答えにかえさせていただきます。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 大分時間がなくなってきましたけど、もう１問。

保育園給食、学校給食について教育委員会にお尋ねいたします。

日本人は昔から米を主食として、季節の野菜や魚介類を中心とした食生活をしてきた。

食生活には国籍があり、地域があり、季節があり、家庭の味があった。それが急激な変

化で主食の米から輸入小麦のパン食や肉を中心とした欧米型の食生活に短期間に急変し、

米の消費が激減した。

一方、日本人の食生活が変化することにより、がん、糖尿病、心臓病、高血圧症など

社会習慣病の急増やアトピー性皮膚炎、花粉症などのアレルギー性疾患も蔓延し、健康

問題が深刻になってきています。また、肥満児が急増し、生活習慣病は年々低年齢化し

ています。

主食として米はカロリーや栄養のバランスにすぐれ、またかみ応えでも小麦に勝り、

成長過程の子供たちの顎の筋肉を鍛え脳の活性化や健康につながるとも言われている。

子供たちの健康を守るためには地域の食材を取り入れた安全な米飯給食の推進が必要で

あり、学校給食の米飯回数をふやし、学校給食完全米飯化にすることが求められる。

学校給食を食べるには、味覚、嗜好の形成期の子供であり、一生の食嗜好を決定する

大切な時期である。そのためには、地元でとれた新鮮な安全な食材を使ったおいしい学

校給食の提供が第１条件であり、その上に食教育の重要性について教職員の共通理解が

大切である。

また、学校給食の役割には、給食時間は心和む時間、楽しく食べる体験を通して子供

たちの人間関係が育ち、学校給食の時間は友達や先生と食べる楽しさやおいしい食事と

出会う喜びなど体得できる場として、楽しい食事が給食活動を通じての食教育は子供た
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ちに五感を耕し、生きる力、考える力、創造する力など豊かな人間性と安全性を育むと

考えます。

そこで、次のことを質問いたします。

本町の学校給食の方針は。食物アレルギーを持つ児童生徒の対応及びアレルギー対応

のマニュアルはありますか。本町の給食の現状は。４、地域の食材の活用はということ

で、教育委員長にお尋ねいたします。省くとこは省かれていいですので、よろしくお願

いします。

○議長（野口 俊明君） 教育委員長、伊澤百子君。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） ただいまの保育所給食、学校給食についての杉谷議員さ

んからの４点の御質問にお答えをいたします。

１点目の本町の学校給食の方針はという御質問についてですが、学校給食法には適切

な栄養の摂取による健康の保持増進を図ることや、学校生活を豊かにし明るい社会性及

び協働の精神を養うことなどの幅広い目標が示されております。本町におきましては、

それに加えて平成２２年に策定されました大山町食育推進計画の基本理念に示されてお

ります大山町の豊かな自然や文化などの特性を理解し、それを生かしながら食にかかわ

る人々への感謝の念を深めつつ、食の大切さを知り、安心安全な食べ物を選択する力や

望ましい食生活を、食習慣を育てるということを目指して、日々安心安全でおいしい給

食の提供に努めているところでございます。

２点目の食物アレルギーを持つ児童生徒の対応及びアレルギー対応マニュアルはあり

ますかとの御質問にお答えをいたします。

まず、町内の各保育園、保育所では、平成２０年に保育所給食食物アレルギー対応マ

ニュアルというものを策定いたしており、そのマニュアルに基づきまして食物アレルギ

ーのある子供に対応しております。

アレルギー対応食は大山保育所を除く４園で実施しておりまして、現在３１食を提供

いたしております。

学校給食に関しましては、これまで日本学校保健会が策定いたしておりました食物ア

レルギーによるアナフィラキシー学校対応マニュアルなどを参考にしながら、学校ごと

に食物アレルギー対応マニュアルなどを策定いたしまして、保護者や学校や給食センタ

ーが連携を図りながら食物アレルギーの児童や生徒に対応してまいりました。

しかし、近年、食物アレルギーの児童や生徒がどんどんふえてくる中で、大山町内の

小⋞中学校において統一したルールのもとに対応ができるようにしたほうがよいではな

いかと考え、昨年度から町独自の学校における食物アレルギー等への個別対応マニュア

ルの策定に取り組み、今現在ほぼでき上がりかけているところでございます。

なお、現在は小⋞中学校合わせて２９名の児童生徒について除去食または代替食など
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の対応をいたしております。

３点目の本町の給食の現状はとの御質問についてですが、保育所では児童福祉法に基

づきまして３歳未満児については主食及び副食給食、そして３歳児以上は副食給食とい

うのを提供いたしております。保育所の給食では主食にパンを出すということはほとん

どありませんし、３歳以上児が持ってくる主食も御飯でございます。以前、ほかの議員

さんの一般質問でもお答えをいたしましたが、幼児期の子供たちに親が十分にかかわり、

子供が望んだような愛され方を十分にしてもらうことにより親子の人間関係の基礎をつ

くることが大切だと考えておりまして、給食におきましても保護者の方が自分の子供が

食べる量を考えて御飯をお弁当箱に詰めることも愛情でしょうし、子供が持って帰った

お弁当箱の中身を見て、わあ、きれいに食べたねえと子供を褒めたり言葉を交わしたり

することも家族のコミュニケーションを深める大切な機会であり、これも食育であると

いうふうに考えております。

学校給食では、季節の行事や食材の旬を大切にしながら地場産物を積極的に取り入れ

るように努めておりまして、現在、週４日が米飯、１日がパンを主食としております。

旧町時代から食器にも気を配っており、強化磁器など丈夫で温かみのある素材にハマナ

スとか桜、カラス天狗など各地域の特色をあらわす絵をあしらった食器を利用しており

ます。

また、中学校におきましてはそれぞれ広くて明るいランチルームが設置をされており

まして、清潔な部屋で全校生徒がともに給食を楽しむという環境も整えております。

４点目の地域の食材の活用はとの御質問にもお答えいたします。

保育所給食の食材につきましては極力町内産のものを使うように努め、大山めぐみの

里公社も利用しております。特に野菜や果物など旬のものを使うよう献立を工夫してお

りますが、町特産のブロッコリーのほかキャベツや白菜、大根、白ネギ、シイタケなど

は収穫の時期であればほぼ１００％町内産のもので賄っております。そのほかお米や卵、

コンニャク、みそは周年町内産で賄っておるところでございます。

学校給食につきましても、季節の行事や食材の旬を大切にしながら地場産物を積極的

に取り入れており、平成２５年度の地産地消率は中山、名和、大山の３地区ともに７０

％以上を達成いたしました。地産地消率というのは、特定の食材について県内産のもの

を使用した割合で計算される数値であり、町内産の食材の割合をそのまま示すものでは

ありませんが、町内の納入業者の方々、また大山めぐみの里公社や生産者の方々の御協

力もいただきながら、できるだけ地産地消に努めているところでございます。

また、以前は外国産の小麦を使ったパンを使用していましたが、昨年度からは大山山

麓で生産された小麦を使用したパンの導入も始めるなど、大山に育まれた安全でおいし

い食材の活用に向けて一層の努力をしているところでございます。以上でございます。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。
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○議員（８番 杉谷 洋一君） あと６分だけですので、全部教育委員長のほうからいろ

いろお話を聞かせていただいて、大山町は一生懸命頑張っておられる、それはよくわか

りました。

そこで、何点かに絞って質問させていただきます。

今、私、一番心配するのは食物アレルギー、これは命にかかわることなんですので、

これは今現在学校で取り組んでおられます、おるところですとかいうような話がありま

したけど、まだそういう途中の過程の一つの段階の話であるのか、それとももうつくら

れたのかということと、それからまだ途中ですよといったらね、じゃ職員と家庭とその

辺の連携はどういうふうになっとるのか、それをお聞かせください。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。先ほどの答弁でもお答えしたつもりでございます

が、詳しくは教育長よりお答えいたします。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） はい。委員長の答弁にもありましたように、今、もう代替食

も含めまして小⋞中学校で２９名、それから保育所で３１名のがあります。大山保育園

だけはそのアレルギーの方がおりませんので、例えばきゃらぼく保育園がアレルギーの

対応食が１０名、中山みどりの森保育園が６名、さくらの丘が１２名、大山がゼロ、庄

内が３という形で、全部で３１名と。小学校、中学校は合わせて２９でございます。

こういった例えば大山町保育所給食食物アレルギー対応マニュアルという形をつくっ

ておりまして、うちの子は食物に対してアレルギー、いろんなアレルギーがございます、

はっきり言いまして。米のアレルギーなんてってあるてって、どうするのかと思うぐら

いびっくりするのもありますけれども、こういった形で保護者の方がやっぱり一つは医

師の診断書てっていいますか、こういう形ですよと。命にかかわることもございますの

でそういったのを出していただいて、それを受けて保育所では栄養士も含め調理師も含

めて検討して保護者の方と話をして、これは代替食にするのか除去食にするのか、いろ

んな話し合いをして対応しているというのが現状でございます。全部今やっております。

保育所も小学校もやっておるというふうに御理解いただけたらと思います。

○議員（８番 杉谷 洋一君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 杉谷洋一君。

○議員（８番 杉谷 洋一君） あと３分ほどありますので。私もですね、その今の米飯

ということを言いました。今、全国の中でも米飯給食というのがふえてきております。

昨年の１２月４日にですね、世界あれにも、日本もこれで、ちょっと待ってくださいよ、

和食が昨年１２月４日に世界遺産ユネスコ無形文化財に登録されたということもあるわ

けでして、特にですね、力を入れてほしいなというふうに思いました。
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だけど、しかし小麦もですね、大山町のを使ってるんだということがありました。私、

一番心配するのはね、外国産の小麦いったら残留農薬とかいろいろあるじゃないですか。

そういうことがあったら大変心配だと思って、こういう質問書を出させていただきまし

た。

しかし、やはり日本人だったら日本の和食というのを大事にしながら、私はこの麦を

本当に大山町の特産物として、町あるいは県を挙げて全国に発信していきたら、もっと

もっとこのこれの普及が図れてくるんではないかなというふうに思うわけでして、別に

小麦が、パンはだめで、もう大山町はそれがだめだということを言ってませんので。

それともう一つは、最後、時間があったらここだけ、もう一つだけお答えください。

あのですね、大山町にも今、給食の未収金ありますわね。だんだん少なくなっていま

す。これは今、滞納者が４名ありますけど、これはこれのどのように取り扱っておられ

るのか。それを短時間で簡単に説明をお願いします。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい。ただいまの御質問につきましては、齋藤次長より

お答えいたします。

○教育次長兼学校教育課長（齋藤 匠君） 議長、教育次長。

○議長（野口 俊明君） 齋藤教育次長。

○教育次長兼学校教育課長（齋藤 匠君） はい。具体的な数字もありましたが、その

うちのお一人の方は今年度完全に支払われました。残りの方がですね、なかなか徴収が

難しい状況でありまして、それをどうするかをいろいろと御相談をしているところでご

ざいます。以上です。

○議員（８番 杉谷 洋一君） もうちょっと聞きたいんですけど、時間がかかりますの

で終わります。

○議長（野口 俊明君） これで杉谷洋一君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） 次、１１番、西尾寿博君。

○議員（11番 西尾 寿博君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 西尾議員の質問につきましては午前中では済まないと思います

ので、休憩も挟んで午後も、午前午後といたします。

○議員（11番 西尾 寿博君） 議長、まず最初に、資料としてタブレットを持ってきま

した。よろしく。

昼前ですが、２問質問させていただきます。

インフラ整備について、２０１２年１２月２日に起きたトンネル内の天井板落下事故、

いわゆる笹子トンネル事故をきっかけに、老朽化したインフラ対策について審議会が立

ち上がり、ことし４月に提言がなされております。
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高度成長期に一斉に建設された道路、橋、そして耕地整理された田畑、それに付随し

た水路、道路、また生活インフラでは上下水道等々、生活が豊かになっていくにつれ環

境も改善されてきたのです。そして、一気に修繕時期を迎えることになってきています。

昔のように景気右肩上がりの時代ではないときに全て同時に修繕できるはずもなく、日

本中で悩ましい問題となってきております。

そこで、１、一昨年、昨年と橋梁長寿命化修繕計画、下水道延命化計画が提案された

ところですが、その後の進捗状況を伺います。

２、前置きにある上水道、道路、そして田畑の付随した水路等の今後の修繕計画はど

うなっていますか。

３、３町合併して来年で１０年を迎えるわけですが、使用しないまま老朽化した施設

も多くありますし、近年、学校などの教育施設も統合により使用しないものが多数出て

きています。今後どうなるのか伺います。

○議長（野口 俊明君） 今、先ほど西尾議員がですね、タブレットを持って入ったと。

今、ここで許可する、しないというその内容のことがわかっておりませんが、特別に議

長が許可いたします。

○議員（11番 西尾 寿博君） はい。申しわけありません。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。西尾議員より、１点目の質問でありますインフラ整備に

つきましてお答えをさせていただきます。

まず、１点目の橋梁長寿命化修繕計画並びに下水道延命化計画の進捗の状況でござい

ますが、初めに橋梁長寿命化修繕計画につきまして御説明を申し上げます。

この計画は、かけかえを主とする対症療法的な修繕から予防的な修繕に転換すべく長

寿命化修繕計画を策定をするため、平成２１年度に橋梁点検を実施をし、議員御承知の

とおり平成２４年３月に本計画を策定いたしたものであります。

その後、中央自動車道笹子トンネルトンネル天井板落下事故を契機に、社会インフラ

の長寿命化は大きな社会問題となり、現在の国土強靱化計画へとつながったものと考え

ているところであります。

進捗の状況でありますが、新上野橋の修繕は昨年度に完了し、現在、滝坂線大山橋の

かけかえを進め、来年の完了を予定いたしているところでありますし、また今年度から

羽田井樋口線新田橋の設計に着手するなど、計画どおりの進捗となっております。

続きまして、下水道延命化計画の進捗の状況でありますが、下水道処理施設の経年劣

化に対処するため平成２５年度から取り組んでおりますが、公共下水道事業は経年劣化

の進んでいる大山浄化センターと逢坂浄化センターの下水道長寿命化計画策定を平成２

５年に基礎調査を完了して、平成２６年度は基本設計を着手いたしております。
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農業集落排水事業につきましては、経年劣化の進んでいる上野福尾処理施設と大山口

処理施設の統合の検討と、国信末吉処理施設を平成２５年に基礎調査設計を完了し、平

成２６年度の実施設計着手に向けて、県を通じ国に農業集落排水機能強化事業を採択申

請中であります。

次に、２点目の上水道、道路、田畑の付随した水路などの修繕計画はどうなっている

かということについてでありますが、上水道の修繕計画につきましては現在は施設の維

持管理を中心に、壊れた箇所があればその都度修繕を行っておりますが、今後耐用年数

を迎える施設が出てくることから、資産台帳や水道事業の資産管理の手法であるアセッ

トマネジメント、これを利用し経営状況を見ながら検討いたしてまいります。

また、道路の修繕計画につきましては、笹子トンネル事故を踏まえた事前防災⋞減災

のための国土強靱化推進の一つとして、平成２５年１月、社会インフラの総点検を速や

かに実施することとなったことから、本町におきましては昨年度、国の交付金事業を活

用して道路ストック点検（路面性状調査）、これを実施いたしたところであり、この調

査結果を分析をして、今後の道路舗装の適正な維持管理に努めてまいりたいと存じます。

耕地整理された田畑に付随した農道、用排水路などの修繕計画につきましては、それ

ぞれの受益者で構成をされていますところの改良区、これが主体的に取り組んでおられ

ます。また、改良区などの組織がない田畑につきましては、集落を基本とした組織で修

繕計画を立て、年次的に取り組んでいただいているところであります。

このため、町が主体的に修繕計画を定めるというものではなく、改良区や集落が計画

されたことがスムーズに実施されるよう、単県事業のしっかり守る農林基盤交付金事業

や、町単独事業でありますところの原材料支給などの事業予算の確保に努めているとこ

ろであります。

また、国事業であります多面的機能支払い交付金事業、５年の計画でありますが、こ

れは町内の約半数の集落で取り組みにとどまっているのが現状でありますので、今後は

できるだけ多くの該当する集落がこの事業を活用していただいて、農道などの維持、修

繕が計画的に実施されるよう町も積極的に事業内容などのＰＲに努め、事業推進してま

いりたいと考えております。

３点目につきまして、使用しないまま老朽化した施設も多くあり、学校など教育施設

も統合により使用しないものが多数出てきている。今後どうなるかということについて

の質問でありますが、学校の統廃合、保育所の統廃合で当初の使用目的を失った施設も

出てきているところであります。このような施設につきましては、これまでのところ遊

休施設として使用していなかった施設は実はほとんどなく、民間事業者の使用あるいは

文化財の保管、整理場所や相談施設として使用していたり、そして保育所につきまして

は地域自主組織での活用や検討をいただいている状況にございます。

しかし、このような施設は建設からかなり年数が経過をしているところでありまして、

今後維持管理に多額の経費がかかるものと思われます。地域自主組織での活用や民間で
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の活用が難しいものにつきましては、施設の撤去などを検討していく必要があるものと

考えております。

施設の老朽化は全国的にも課題となっており、現在ある施設の維持、改修、撤去など

につきまして計画を策定するよう要請を受けているところでございます。この計画を策

定した場合、交付税の措置はございませんけれども、起債を借りることができるという

こともございますので、この計画の策定を含め施設のあり方について早急に検討してま

いりたいと考えているところであります。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（11番 西尾 寿博君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西尾寿博君。

○議員（11番 西尾 寿博君） はい。私が聞きたいのはですね、計画をされております

が、問題はここに大山町橋梁長寿命化計画、修繕計画、下水道計画、下水道は１２年、

橋梁についてはですね、もっともっと時間がかかるのかなと思います。１４８管理する

橋があるわけですが、この前ですね、実は私のところの甲橋の改修工事をやっておりま

した。１年近くかかっとると思いましたけどね、かけかえと同じぐらい費用がかかった

んじゃないかなというふうに、耐震だと思いますけども、あれは国のほうの国道ですか

らやっておりました。あのような姿を見ましてね、思ったのは、今後計画ですよね。こ

れ調査、橋梁の場合は調査は本年度になっておりますが、調査結果を実は聞きたいんで

すよ。どの程度の橋がどのようなぐあいでどれぐらいかかるかと。やってます、進んで

いますという話ではない。そのあたりを聞きたい。

これはですね、下水道の話も一緒なんですけども、１２年間で１５億かかるというよ

うな計算ですが、もっともっとかかっていくんじゃないかなと。年々賃金あるいは費用、

材料、いろんなものが高騰していく。そういうふうに思われますし、私が一番心配する

のはですね、延命化していくわけです。まずその後はどうなるのかという話になってく

るとですね、延命化をして続けながら解体と新設が始まってくるという。延命もお金か

かります。解体もかかります。解体した場合、同じような施設を利用する場合には同じ

新設しても今度はかかってきますよね。これ３つですよね。延命もしながら解体もしな

がら新設もします。どうもね、こういった計画をしてますよっていうのだけではね、何

か不安なんですね。

今、未来づくり１０年プランでね、明るい未来を若い者が中心になってやっとる中で、

まあ心配事みたいな話になるのでちょっと若干暗い話に、今、これから話すことはなろ

うかなと思いますけども、今、目の前にある問題も町民の方と共有していただくという

ことも私は大事なのかなと思って今回この提言をさせていただくんですが、今の施設に

ついてもですね、利用されてますよと。結構皆さんがされております。うれしいことで

すっておっしゃいました。私が心配するのはね、利用されたい。あ、どうぞ。実は、中

の整備をしたりね、そんなことにお金かけてどうぞ使ってくださいというようなことを
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やっておられまして、使っておるということなんですが、例えば何かの事故、それもあ

わせて責任者は誰なのかと。これ管理者である町だと思いますけれども、利用者がいる

からいいんだというような考え方ではちょっとまずいのかなと。使用させながら、じゃ

考えるか。それもちょっとまずい、おかしいなと。調べてオーケーをとって使ってくだ

さいよというのでなければ、今後、利用者がいます。利用されたい方がおります。どう

ぞと。そういった観点で使用させてもいかがなものかなというふうに思ってみたり、い

ろいろな部分でですね、管理監督が煩雑にならせんかなというようなことを私は考えま

すし、そのあたりはどう考えるのか。

３つ４つ言いましたが、答弁をお願いします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） たくさんのお話をいただきましたけれども、計画、調査の結果

ということがポイントだろうと思いますので、担当より答えさせていただきます。

○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。

○建設課長（野坂 友晴君） はい。お答えいたします。

議員お手元にお持ちの長寿命化修繕計画でございます。どの程度の事業費かという、

それぞれのポイントでございます。

まず、１４８橋のうち４１橋が橋長が１５メートル以上ということで、これの修繕に

ついて計画をしておるところでございます。

当初の計画によりますと、今後１００年間で事業費が１０億円縮減が見込めるという

ことで、この計画を当時作成しております。そして、その計画の中で老朽度、危険度が

ですね、非常に高いものから順次取りかかってきておるところでございます。

金額にいたしましては、既に終わっております上野橋がほぼ事業費的に言いますと８，

０００万円ということでございます。現在進行中の大山橋につきましては、およそ１億

円を見込んでいるところでございます。非常に老朽度の高い橋はこの２橋の結果となっ

ておりまして、今、今後計画しているところにつきましてはかけかえということではな

しに、モルタル注入あるいは支障部の取りかえ等々で延命化を５０年間は図れるという

ことと現在は考えておるところでございまして、今後はそれぞれの橋につきまして年間

１橋あるいは２橋を順次この計画どおりですね、修繕をしていきたいというぐあいに考

えておりまして、この点検につきましても５年ごとに点検をして、その都度老朽度を見

計らって、改めて時期等についての遅延あるいは短縮ということとされておりますので、

そのように考えておるところでございます。以上です。

○水道課長（白石 貴和君） 議長、水道課長。

○議長（野口 俊明君） 白石水道課長。

○水道課長（白石 貴和君） 失礼します。下水道の関連の長寿命化計画、集落排水事業
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のほうでは機能強化事業というように呼んでおるわけでありますけども、御承知のよう

に下水道施設です。昭和６３年に供用開始というような施設があります。それらを古い

順から長寿命化計画と機能強化事業ということでのせて、これらの調査、古いものの調

査ということに取り組んでいかねばならないということで、２５年から基礎調査などを

やっておるところであります。

２５年に基礎調査を完了いたしまして、２６年度、今年度基本設計ということにして

おるわけでありますけども、何といいましても下水道の処理施設っていいますと躯体、

コンクリート構造物でありますけども、大体これについては５０年の耐用年数はという

ぐあいな感覚で、これは厚生労働省とか、厚生労働省じゃない、農林省とか国土交通省

のほうも言っておるわけでありますけども、機械や器具、計装装置であります。下水の

処理施設でありましたら、どうしても汚水を攪拌したりする装置が数多くあります。そ

れと、空気を送って曝気をする装置とかそれらがあります。それと、それに付随して停

電のときには発電機を回してというような装置もありまして、それらのもの、大体今の

調査の段階ではそういう電気器具とか機械の劣化、特に鉄でつくってありますようなと

ころについてはかなりのさびが回っておったり、それとこれ大体この空気を送る装置な

んかでも大体２台あって、それが交互運転というぐあいにしてありますけども、なかな

か１台のほうが物すごい長い時間を運転して、片一方のほうはその普通の時間で終わっ

てしまうというような器具もありますんで、そういう調査をしていただいて、このたび

平成２６年度に２５年度の調査に基づきまして何をするか、概算のこれから費用といい

ますか、それがはじき出されてくるというようなことになっております。以上です。

○議員（11番 西尾 寿博君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西尾議員の質問の途中でありますが、もう昼になりますのでち

ょうど切りのいいこれで休憩をして、午後１時より再開したいと思います。

それでは、休憩します。

午前１１時５８分休憩

午後 １時００分再開

○議長（野口 俊明君） 再開します。

午前中に引き続き西尾寿博君の一般質問を継続いたします。

西尾寿博君。

○議員（11番 西尾 寿博君） はい、議長。

午前中ちょっと中途半端な終わり方なんで、２名の課長にちょっと答弁をいただきま

したが、実は田畑についてもですね、これによりますと改良区あるいは集落を中心とし

たとこから出してくださいよということで、その事業費にのっていくという話でしたが、

近年ですね、集積事業がどんどん進んでいきます。そうするとですね、集落でないとこ

ろを受けられる方、借りられる方がふえておるし、そういうふうに進めていくんですけ
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ども、誰がじゃ持つんですかと。これ負担がかかるんで、１０分の１とか１５％だとか

いろいろあると思うんですけども、じゃ持ち主が持つの。持ち主はもう使ってませんよ。

だけども借り主は、人んちの畑や田んぼまでそんなお金出して大儀だと。集落、いや集

落もうちはそんなよそから来て使っとるもん関係ない。改良区も、今、改良区機能して

ませんというようなとこがいっぱいあるんですよね。それが一つ。

それと、今、二方の課長に直接答弁をいただいたんですが、総務課長は全然関係ない

ような顔してますけども、私が聞きたいのはね、この計画どおりに進んだかどうかを聞

きたいわけじゃないんですよ。具体的に言うと、家を建てるときにまず土地代金幾らぐ

らいするかな、基礎がどれぐらいするかな、大工賃は幾らぐらいするんかな、瓦代は幾

らするというようなことでずっと計算して積み上げていくんですが、例えば庭をことし

はいじりましょう。来年は屋根を直さないけん。その次は別宅、別屋を直さないけんな

とかいろいろ計画していくんですが、最終的には予算がついてくるんですよ。この予算

の問題なんです、本当は。これ計画ではね、１２年間で、下水道の話ですが、１５億、

１６億かかります。これは計画なんですよ。実際はそうでないかもしれない。あけてみ

たらどうなっとるかわからない。早まるかもしれない。橋も一緒なんですよ。橋、８，

０００万円、１億と言いました。これってね、一緒なんですよ。ひっついて話しせんと

だめなんですよ。計画どおりやってますよっていう話は聞きたくないです。わかるんで

す、そんなことは。問題は予算なんですよ。

それで、総務課長に聞きたいのはこの予算をじゃどういうふうにやるの。福祉あるい

は介護、どんどんふえます。これも国の問題として、町の問題として県の問題として重

たいんですよね。総合的な話を総務課長もしてもらわんと困る。

だから私は何が言いたいか。いろんな計画をどんどん将来的にわたって、延命するな

ら延命する、これは壊す壊す、これとこれは壊すよというようなね、施設もそうですよ。

いろんな意味のね、ことをまあ執行部のトップのあたりがですね、集めた資料でそうい

ったことをやられんと、延命しました、オーケー。そういうような話ではね、全然本当

の前に進んだ意味は私はないと思いますよ。そのあたりの答弁をお願いします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。御指名でございますので、担当課長のほうからも答えさ

せていただきますが、以前の議会のほうでもお話しさせていただきましたように、特に

来年度から交付税の優遇措置が減っていくということの中で、中長期、中短期的な各課

の事業、これを出させていただきながら検討してきている経過がございます。

また、大型事業につきましても、現在担当のほうでヒアリングをしたりという状況が

ありますので、担当より答えさせていただきます。

○農林水産課長（山下 一郎君） 議長、農林水産課長。

○議長（野口 俊明君） 山下農林水産課長。
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○農林水産課長（山下 一郎君） 今、西尾議員のほうから、今後農地が担い手に集積を

されて、地主の方が管理を負担するのか借りている方が管理を負担するのかというお話

でございました。

御存じのとおり、国が始めました多面的機能支払い交付金事業、これにつきましては

そういったことが出てくるということを想定をいたしまして、やはり担い手になる方は

当然面積も拡大するわけですので、そういった農道なり水路の維持管理までなかなか手

が回らないという状況が当然発生をしてきます。そういった中で、この多面的機能の事

業を地域で活用していただいて、今回平成２６年度から単価もかさ上げになっておりま

すし、そういったものについては地域の皆さんで管理をしていこうと。農業ができる人

は農業をしていただいて、地域の財産である水路とか農道等についてはその地域で守っ

ていこうという趣旨で、この多面的機能の制度が新たにできておるところでございます。

ちなみに、大山町で農道、田畑等を合わせますと約４，６００ヘクタールございます。

そこで、今の国の交付金をかけますと約年間３億円が、町はその２５％負担にはなるわ

けですけども、そういったものが地域に入ってまいりますので、そういったものを活用

して地域でそういったものを支え合っていこうという趣旨での今事業が進んでいるとこ

ろでございますので、そういった面でやはり農業関係については受益者負担ということ

がどうしても原則になってくるわけですけども、この多面的機能を使うことによってと

りあえずこの３億円については受益者負担なしでできるということがございますので、

そういったものを積極的に活用していこうということが町の考え方でございます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 橋梁、下水の延命計画と、それぞれの計画と財政的な部分

ということの御質問ですけれども、おっしゃっておりますことは重々承知しておりまし

て、現在、昨年も行いましたけれども、１０年程度の長期スパンの中で大型事業という

ことで各課から現在出したものを、現在は事務レベルのほうで聞き取り等をしておりま

す。今後、副町長それから町長とその中で協議をしていきたいなと思っておりますが、

毎年度新しい事業も出てまいりますので、そういうものをにらみながらですね、その事

業をどの年度にどうやって進めていくかというようなことをですね、検討しているとい

う状況であります。

橋や下水道の計画につきましては現在もあるものですので、なかなかこれを延ばしな

がらというのは、修繕を延ばしながらというのは難しい部分もありますけれども、急ぐ

ところと若干待てるところ、そういうものと現在あります基金等をどう振り分けてやっ

ていくかということにつきましては、今後言われますように大きな課題ですので、毎年

度見直しながらこういうものは財政的な部分で継続的な運営ができるようにやっていく

ように努めたいと考えております。

○議員（11番 西尾 寿博君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 西尾寿博君。

○議員（11番 西尾 寿博君） とりあえず金額的なことがね、出てきた。水道も下水も

そうですし、橋もそうです。道路にしてもそうですよ。上水道もね、ちょっと前に聞い

たところによると石綿管があるところは１２キロとか２０キロとかあるというようなこ

とも聞いたこともありますし、それについての修理の補助金は少ないよというようなこ

とも前にも言ったと思うんですけども、そういったことがね、出てきてないのに１０年

プラン今つくっとる最中でしょ。課題ですよなんて言っとられるもうその時期じゃない

わけでしょ。夢を語る若い方がたくさんおりますけども、私たちはその最終的な予算を

決定したりする立場におるわけで、それを実は早く見たいんですよ。このような計画で

すよと、こういったことがね、ないと困るんですよ。ないのにどうやって計画されるの

かということを、できるでしょ。今後の予算計画なんですよ、本当は。修繕計画は、予

算もついてくる予算計画なんですよ。そうでなかったら、若い方がこんな夢もある、あ

んな夢もあるって言ってみたって、それもできないこれもできないという話になってく

るじゃないですか。わからないわけでしょ。

もう少しね、例えば施設もそうですよ。使ってるうちはいいみたいな話でなくて、も

う壊すものは壊す。管理責任はどこにあるんですかって言った場合に、町でしてあげた

場合にですよ、責任がとれんようなものを貸しとっていいんですかっていう話になりま

すよ。直すものは直す、解体するものは解体する。別に施設があるんならそっちへ行っ

てくださいよと。かわりもあるでしょう。私はね、そういったことをね、きっちり決め

てほしいんですよ。決めなくて、どういう計画が進むんですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 補足は担当のほうから答えさせていただきますけれども、全て

のこの事業等については、先ほども述べましたように国のほうであるいろいろな国土強

靱化の施策、補助金であったりとか交付金であったりとか、そうしたものを絡めながら

町の持ち出しをできるだけ減らしていく。そうしたことを前提として進めていくことと

しております。

そしてまたないものがあるとするならば、それは国のほうに、あるいは県のほうに要

望していく。そうした取り組みの中で、今あるものの制度の中で組み入れていただける

ものも出てくるということでの取り組みも働きかけをしながら、実はしている経過があ

ります。

そして、先ほど担当のほうからも１０年計画ということでの各課から出されていると

いうこともございますけれども、それを見込みながら年間として総額としてどれぐらい

なんだろうかと。町の持ち出しはどれぐらいでいこうかというようなことを想定をしな

がらですね、組み立てていく。例えば５年の計画を立てておったにしても、やはり急々

にやっていかなければならないものが出たとするならば、予定をしていたものを翌年に
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繰り越さざるを得ないとかいうこともあろうと思っております。今、そうしたことを担

当レベルで検討しながら進めているという現状であります。

担当のほうからも少し述べさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 先ほど１０年と言いましたけども、１０年プランと全く関

係がないとは言いませんけれども、財政サイドで今後１０年に各課が計画している事業

というものを上げさせておりまして、その中にはこの橋梁の長寿命化の計画、それから

下水の計画等も上がってきております。その中で、財政的に先ほど町長が言いましたよ

うに各年度の財政的な支出がどの程度になるのか、それでやれるのか、そういうものを

今検討しているところでございます。

その中で、かなり事業数が出ておりますんで、どれを優先的にやるのか、そういうこ

とを検討していくということで現在作業を進めているというところでございます。

○議員（11番 西尾 寿博君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西尾寿博君。

○議員（11番 西尾 寿博君） そうですね、何でもそうですけども、ふたをあけてみん

とわからんという、調べてみないとわからないというようなことも多々あると思います

んで、いろんなことに対してもういろいろ調べながら総合的に進めてほしいなと思うわ

けですけども、暗い未来ばっかり話してもつまらんので、明るい未来もあるなと。

実は、県選出の石破議員が地方創生担当大臣ということになりました。いかにも鳥取

県にちょうどいいような部署になられたなと思っておりまして、その上、平井知事は地

方創生に係る有識者会議の一員に抜てきされました。早速平井知事は石破大臣にいろん

なことを話されたというふうに聞きましたので、大山町の方針を逆に平井知事のほうに

訴えていくというようなことはありますか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。地方創生については、大臣になられてからまだ時期が短

いということでありますので、知事のほうに改めての働きかけ等はまだいたしておりま

せん。

ただ、非常にこのタイミングといいますか、非常に期待をいたしておりますのは、ま

さに今、未来づくり１０年プラン、住民の方々や職員を含めていろいろな方々に集って

いただいてプランの策定と実践というテーマの中でいろいろ議論してもらっております。

そのものがことしあるいは来年、形として、プランとしても出てまいります。この地方

創生という戦略テーマの中で、今まさに町がやろうとしているもの、これができるだけ

組み込んでいく、あるいは活用できる、そうしたものに仕上げていきたいと思いますし、

必要あるものにおいては早々に要望もしていきたいというぐあいに思っているところで
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あります。今はプランの策定、協議中という段階でありますので、少しその動向を見守

りたいと思いますけれども、１０年プランの取り組みについて非常に地方創生というテ

ーマと合致した非常にありがたいタイミングではないかと期待をしております。

また、議員各位におかれましても、そうしたことについての御提案も積極的にお願い

申し上げたいと思います。

○議員（11番 西尾 寿博君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西尾寿博君。

○議員（11番 西尾 寿博君） はい。２問目に移ります。

予算の説明資料について、トータルコストは前片山知事が平成１８年から全国初の人

件費を含めた事業費を計上するということから始まったものです。いいことも悪いこと

もデメリット、メリットはありますが、よいところを取り入れてみることが重要だと思

っております。

さて、そのよいところを予算の説明資料に取り入れている市町村があるんですが、本

町ではなかなか難しいらしく前向きな返答がありませんでした。県内でも、今後進んで

いくように思われます。また、日南町ではタブレット端末を利用して行っているようで

す。今後、各市町村で取り組みが進むと思われます。

そこで、一つ、予算書以外に全協、全員協議会ですね、臨時議会、各委員会、特別委

員会等々で配付される説明資料など、その都度その都度で相当丁寧に整理しなければ、

必要なときに引っ張り出せないことが多々あるのは私だけでしょうか。よい見本が近隣

町にある。本町でもできることがあると思うが、なぜやらないのか。

２、一般会計の予算書は、２００ページあるいはもっと多くなります。新規事業だけ

でも目的、対象者、委託料、職員報酬等々ばらばらに記載されているものをわかりやす

くできないものでしょうか。

３、タブレット端末を利用する町が今現在鳥取県で３町ありますが、行政の効率化、

また瞬時に必要なところを開くことができる、追加予算書の上書きなど、メリットは相

当あると思いますが、どうでしょうか。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。西尾議員より、２点目の質問であります予算の説明資料

についてということでお答えをさせていただきます。

質問の趣旨といたしましては、１点目に予算書に係る説明書の充実、２点目に一般会

計の予算書の記載の方法、３点目にタブレット端末の利用ということについての御質問

かというぐあいに存じます。

まず、例を挙げられております近隣の町にその内容につきまして話を伺ったところで

ありますけれども、その自治体で説明資料を詳しくされた要因といたしましては、一般
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会計の予算書の内容が本町のものよりも詳しく記載されていなかったために、さらに詳

しい内容を説明するため作成をされたというふうに伺ったところでございます。

ちなみに近隣町村の予算書、これは約１２０ページほどだそうでございますが、本町

の予算書は議員が述べられておりますように約２００ページほどのものとなっていると

ころであります。その違いは、予算書の説明の部分で本町の予算書は職員が手作業でか

なり詳しく記載しているために、その違いが生じているものと考えているところであり

ます。

次に、予算書の記載の仕方につきましては、国から示された様式に基づいて作成して

いるところでございますが、どこまで詳細に説明を記載するかは各自治体ごとで違って

おります。わかりやすい予算書づくりを目指し、施設の名称や事業名称などの記載を年

々見直しながら現在に至っているところでございます。

さらに詳しい資料作成を行うためには、予算編成の時期などの調整も必要になります

ので、もう少し検討の時間をいただきたいというふうに存じます。

予算書の款項目の記載方法につきましては、国からされたものに従って作成をいたし

ておりますので、御理解をいただきたいと存じます。

次に、タブレット端末の使用ということでございますが、資源の保全、行政の効率化

など目的に取り入れる自治体も増加いたしているところでございます。導入につきまし

ては、議会と相談をさせていただきながら検討してまいりたいと存じます。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（11番 西尾 寿博君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西尾寿博君。

○議員（11番 西尾 寿博君） そうですね、手間暇かかるからできないと言うのかなと

思ったら、そうでないですね。

ここに大山町当初予算の概要があります。（資料の提示あり）ここに隣の町の説明書

があります。これはまた隣の町の概要説明ですね。それで実はこれ嘉手納町の隣の南風

原町というところのやつで、ちょっとこれはひど過ぎるんかな、余りよ過ぎるねという

気持ちもあって、実はここまでしないといけないという。ちょっとこれは８００冊つく

って、図書館とか公民館、あるいは集会所の大きなところに何か渡して、ずっと続けて

あるらしいですが、それもいいのかなというふうに思います。

ただですね、私もぱらぱらっとしか読んでませんが、実は同じものを総務課、総務課

長には１冊渡して見ていただいたんで、わかってるんかなというふうに思います。おも

しろいのはですね、全てほとんどの事業に需用費とか役務費だとか手数料、委託料、ほ

とんど載っております。それでぱらぱらぱらぱら、需用費はどこだったっけというよう

なことがない。先ほど詳しいとおっしゃられました。私が考えるのはですね、詳しい資

料と詳しい説明書とわかりやすい説明書とは違うんですよ。私が言いたいのはそこなん

ですよ。わかりやすいほうがいいに決まってるじゃないですか。分厚いやつつくれって
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言ってませんよ。わかりやすいのがいいって言っとるんですよ。詳しいんですよ、うち

のほうは。詳しいけども、むちゃくちゃ見分けがつかん、わからんじゃないですか。困

ってますよ、本当で。どこだったっけ。福祉の分が総務に入ったりしとるじゃないです

か、わかっとるでしょ。私ね、そういったことを言っとるんですよ。

もうちょっと端的に、２つ３つ特徴的なものがあるんで、ちょっと読ませてください

よ。あのね、おもしろいんですよ、結構これが。比べると。あのね、まず何がおもしろ

いかなと思うけど、うちおもしろいことに地籍調査課というのがありますよね。めった

に質問は出ません。早くやれ早くやれと。一番楽な課と言われてますけどもね、でもち

ょっと今回はちょっとその課を、なかなか出番がないので出させてもらいます。

ここにね、説明資料があるんですが、たったね、ほんのちょっとなんですよ。もう、

わかりますね、何ページかな、ページもめくっちゃってわからんけども、まあわかるで

す。第３０款５項７目、地籍調査課、１つだけなんですよ、ますが。そこにね、補助率、

国２分の１、県４分の１、国土調査法に基づき１筆ごとに土地の所有者、地番、地名、

当たり前ですね、こんなの。公共事業の効率化に役立つことが期待されると。１億１，

９００万、こっち６，０００万。約半分ですよ、事業。

ところが、見てください、これ。２ページ、びっしり。何書いてあるの。一番最初の

上だけが一緒ですよ。３行、４行。それが違うんです、次は。平成２年度より調査を実

施、ね。それで、順次どこどこどこどこから進めます。ことし、例えば、名前言っちゃ

いけんなと思いますんで、例えば大山町であれば名和地区のどこどこから始めます、ど

こどこ始めます、何ヘクタール。大山地区、坊領の辺から始めます。どこどこどこどこ、

何ヘクタール。これは何月ごろとかね、こんなんなんですよ。何かね、わかりやすくて

丁寧みたいな気がするんですね。もうしてますよ、うち。どうぞ。

それでね、説明聞くと、委員会ですよ、委員会や何かでこれ全協で配りなさいよと言

うと配りますけども、委員会で１枚の仕様書、地図を配られます。でもね、それってど

っかに行っちゃってわからんときがあるじゃないですか。これってね、いいでしょ。私

ね、そういった話ししたいんですよ。ね。その辺をちょっとちゃんと私に納得のいく説

明してくださいよ。詳しい詳しいなんて、詳しくないじゃないですか、全然。どうです。

違うでしょ。

でね、もっとおもしろいんですよ。あのね、ここにね、総務費の中に県の選挙費用と

いうのがありますよ。それでね、これ選挙費用。ぱらぱらっとめくるとね、おもしろい

んです、またこれが。これおもしろいですよ。１行しかないんですよ、うちのやつは。

それで、じゃ本当の説明資料の中にはいっぱい点々点々ある。需用費、もう人件費、も

ういっぱいあるわけですけども、どこにどの分が、もう全部拾っていかないけん、これ

皆さん、これますいっぱいでしょ。この中にね、もう賃金、臨時職員の賃金、旅費、需

用費、役務費、委託料、ポスターの掲示等、使用料、備品、もうすぱっとこの辺。それ

をね、詳しいやつあるでしょなんてって言われてもね、全然思わん。
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それでついでです、タブレット。これ。実は私も余り活用してません。でも、余りで

すよ。でも、あるとすごく便利です。本当で。でね、私ね、実はこんなことを本当にし

てほしいんですよ。特に新規でなくっても、これ（聴取不能）実は、聞いたらずっとや

っぱり置いてあるちゅうんですね、ずっと。一番いいのはこっちがいいのかなと思って

みたり。でも、ただね、ぱっと見たときにね、これはやっぱりあったがいいなと思って

おります。どうですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当のほうが近隣のものもまたいろんな資料を見ておりますの

で、担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 近隣のものを多くって言われましたけど、そう多く見てお

りませんで、僕のほうも。

確かに、琴浦町さんの資料は詳しくなっていると思います。ただ、予算書をわかりや

すいかわかりにくいかと言われましたら、予算書自体はわかりにくいということであれ

ばわかりにくいかもしれませんが、その内容的には８０ページほど多くなっております

ので、この辺がその予算書をベースにしては職員としてはわかりやすくつくっていたと

いうふうに理解しております。

それを議員言われるように形に直していくという形になれば、作業的にその現在の予

算書をつくりながら同じようなものをつくっていくのが非常に難しいと思いますので、

時間的なものを含めてですね、どちらのほうでいくか、それから委員会のほうでも御説

明させていただきましたけれども、県のような事業説明書のような形をＰＤＦで取り込

んだものをお見せするというようなことも考えられますので、もう少しお時間をいただ

けたらなというふうに、お時間というか、議会のほうと御相談させていただけたらなと

いうふうに思っております。

その今のような予算書を琴浦よりも８０ページぐらい多いような形でですね、説明の

ところもつけ加えながらそういう作業、説明の作業、済みません、説明書をつくってい

くとなると、かなり時間的にも難しい部分があるということは御理解いただきたいと思

います。

タブレットにつきましてはですね、非常に有効なものであって、議会のほうが使って

もいいと言われれば個人的には導入を図りたいなというふうに考えております。

○議員（11番 西尾 寿博君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西尾寿博君。

○議員（11番 西尾 寿博君） 議会においてはですね、この間の議会運営委員会でもち

ょっと話題になりました。これはですね。それで、とりあえず先進地に議運で行こうか
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というような話までは進んでおります。先ほど言いましたけど、日南、江府、若桜。そ

れでですね、ほかの近隣の町もですね、やはり関心があるみたいで、いろいろ調査をや

っとると思うんですね、いるんです。それで議会のほうがオーケーならなんて言ってま

すけども、もう既に執行部のほうでは、町長、何かアクションを起こされた、見に行っ

たとか聞かれたとか。まずそれ。

それと、先ほどやっぱり労力、時間が大変だというような話をおっしゃられました。

私、最初それ言うんかなと思ったら、いや、うちのは詳しいんだよという話だったんで

すけども、労力と言われまして難しいと言われました。私、実はその答えを実は待って

たんですけどね。一番最初に予算計上、あるいは各課から出される予算については、人

件費とか需用費だとか役務費、委託、どんなものをどのような形でいうようなことが多

分出てるんじゃないかなと思うんですよ。それって難しいのかな。それを合わせたトー

タルを上のほうで査定をして、第１次査定、第２次査定やるんじゃないですか。

あるいは監査の方のほうだっていろんな資料を多分持っておられると思うんですけど

も、僕らにはないんですね。そのことはどうですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） お手持ちの資料はですね、別途に手作業でつくっているも

のでありまして、予算査定のときにはですね、別の紙でまたつくっております。

それから、コンピューターのシステムの中に数字を入れてもとをつくりますので、な

かなかそれがつながっておらない状況です。ですので、先ほど予算書のほうもですね、

詳しするのに手作業でしていると言っておりますのは、機械に入る分は説明の部分がも

う少しシンプルな状況で入りますので、それに職員が手作業でどこどこの保育所の需用

費というやなことをずっと入れておりますんで、そういう作業をしながらということに

なりますから、先ほど申しましたようにこの８０ページ分をやめて、そういう作業に入

るというやなことも一つは方法かなということで、御相談させていただけたらというふ

うに考えております。

○議員（11番 西尾 寿博君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 西尾寿博君。

○議員（11番 西尾 寿博君） さっきの話と違うじゃないですか。何で最初からですね、

いや、私、渡しましたよ。渡してコピーされたでしょ、ね。そのときにいいなと思った

り、ね、ここは取り入れなくちゃいけんなとか、手間はかかりますよ。いうような話を

ね、なぜされんですか。うちのは詳しいなんて。気持ちがこもってないじゃないですか。

それがここにあらわれてるんですよ。議会に対して、同じ問題点、こんな事業をやるよ、
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こんなこともあるだよ、一緒にやりましょう、どうですか、手を挙げてくださいよ、腰

上げてくださいよというような気持ちが全然さっきと違うなと。

僕が言っとるのはね、こんな同じもんつくれって言ってませんよ。あのね、議会に対

して、町民に対してわかりやすく丁寧なと、私はそれ言いたいんですよ、ね。この南風

原みたいにここまでは予算の関係上、あるいはいろいろね、そんなの頂戴よと言ってま

せんよ。僕が言いたいのはそこなんですよ。そんな気持ちがあったら私はできそうな気

もしますが、最後ですけん。気持ちがあるかないか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） わかりやすい説明資料はつくりたいということはごもっと

もだと思います。

ただ、どういう形でというのをですね、今ちょっと若干そこが不詳ですので、その辺

を委員会なりほかのところですり合わせをお願いしたいなということでお話をしている

というふうに御理解いただきたいと思います。

○議員（11番 西尾 寿博君） 終わります。

○議長（野口 俊明君） これで１１番、西尾寿博君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） 次、４番、圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい。議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい。４番、圓岡伸夫です。

通告に従って今議会も３つの質問を行いますので、よろしくお願いいたします。

まず最初に、連続雨量計などの設置をということで町長にお聞きしたいと思います。

先月２０日の未明、広島市で大きな土砂災害が発生しました。１６日現在ですが、死

者７３名、行方不明１名、負傷者４４名もの大きな災害でした。

まず、亡くなられた方々へ哀悼の意を表するとともに、被害に遭われた方々に心より

お見舞いを申し上げます。

この災害の原因は、未明の３時間に平年の１カ月分の雨量を超える豪雨が集中的に降

り、土石流が発生したのが原因の一つと言われています。

先日は北海道の石狩や空知、また首都圏、その前は京都府福知山市、長野県南木曽町、

昨年は京都府嵐山周辺、東京都大島町など、近年各地で大きな水害や土砂災害が発生し、

いつ本町でも発生するのかわかりません。

本町でも過去には大雨による災害が発生していますが、連続雨量計や阿弥陀川でも高
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田工業団地上側が重要水防区域になっていますけれども、危険を冒さず監視のできる河

川モニターなど整備をする必要があるのではないかと思いますが、町長にお聞きしたい

と思います。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。圓岡議員より、３点の御質問をいただきました。

その中の１点目、連続雨量計などの設置をという御質問にお答えをさせていただきま

す。

近年、規模の大きな台風による被害や短時間に集中豪雨が発生をし、大きな被害が発

生いたしております。本町におきましても、平成２３年９月の台風１２号では大山寺に

豪雨が降り大きな被害が生じたところであります。このような災害に対応するため、国、

県、町で連携をしてそれぞれに役割を分担をし、対応いたしているところであります。

御質問にあります連続雨量計や河川モニターにつきましては、鳥取県が県内各地に設

置をしておられ、本町においても雨量計が５カ所、河川の水位状況を４カ所に設置され

ており、随時その情報は県のホームページから我々も確認することができるようになっ

ております。

台風１２号などの近年台風また局地的豪雨の被害などを受け、県、市町村ではその対

策について協議を行っておりますが、豪雨災害についてさらに詳細な情報を得る必要が

ございますので、県に雨量計の増設をお願いし、今年度町内の２カ所に設置をしていた

だく予定となっているところでもあります。

今後も必要に応じて雨量計などの設置を要望してまいりたいと考えているところであ

ります。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい。予想していたよりもいい答弁だったかなというふ

うに思いますけれども、とりあえずまずこの答弁の中から確認をしたい、２つについて

確認をしたいと思います。

先ほど答弁の中で、今年度町内に２カ所に設置をいただく予定になっているというこ

とでしたけれども、差し支えがなければどことどこに設置をするのかということが１点

です。

それから、最後に今後も必要に応じて雨量計などというふうに言われましたけども、

ここの「など」については河川モニターが入っているのかどうなのか。また、一体何が

含まれているのかお聞きしたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。新しい２カ所ということにつきましては、１点は名和の

トレーニングセンターの周辺というところであります。そうしてもう１点は、夕陽の丘

神田山香荘のエリアということであります。

今後の要望ということでありますけれども、いろいろこのたびも要望しておりますの

で、そういう意味合いでここに「など」ということに触れさせていただいているところ

であります。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 「など」の部分についてはちょっとよくわからなかった

かなと思いますので、再度そこについてまた回答いただきたいと思いますけれども、実

際この一般質問を思いついた理由というのが、先ほども述べたように今各地で本当に想

像に絶するような雨が降ります。

実は、それと約２０年前のことですけれども、初めて上高地に行ったとき、そのとき

は槍ヶ岳に登るために行ったわけですけれども、最後、最終日、帰る前日からですね、

雨の中を上高地までおり、河童橋のたもとで泊まり、一晩中雨が降ってました。始発の

バスの整理券を持ってましたから、それで乗って帰る予定をしておりましたけれども、

現実、前日の雨から行った途端、お客さん、バスに乗られますかって言われるので、３

０分ぐらい前でしたけれども乗りました。乗ったら残りが５席しかなくて、もうあと補

助席がどんどんどんどん奥から埋まってきてる状態の中で、私が乗った後、何人か乗ら

れてすぐ出発されました。

御承知の方もあるかと思いますけれども、長野県のあのあたり、国道１５８号線では

連続雨量が８０ミリ、それから時間雨量２０ミリ、１５分雨量１０ミリで雨量規制がか

かります。そのとき、私は初めて行ったものですからわかりませんでしたけれども、実

際その規制にかかって始発のバスは上高地まで入ったけれども、もうとにかくそのバス

を出した時点で、ゲートというゲートがバスが通過するたんびにどんどん閉まっていく

んですね。本当にその後の人はどうなるのって言ったら、安全が確認される、安全の確

認ができるまでもうとにかく上高地から出れない状態だと。後からたまたま行った穂高

町のある酒屋さんの奥さんが、うん、私はそれで３日間閉じ込められたのというふうな

ことを言われましたけれども、本当にこのたびの水害、各地の水害ですけれども、前議

会でそれこそ同僚議員が問われたようにですね、実際避難警報を出すにしても首長の責

任というのは大変重要なものだろうと思います。

そういった中で、先ほど雨量計で名和トレセン、それから夕陽の丘神田ということが

ありましたけれども、実際この配られました防災マップ、先日も防災無線で呼びかけが

ありましたけれども、これを見てですね、もし持っておられれば見ていただきたいと思

いますけれども、２９ページ、こうやって本当に土砂災害警戒区域とか土砂災害、土石
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流の災害警戒区域というのが実際色分けされてます。僕が思ったのは、本当に例えば長

田ですね、長田だとかここで具体的に集落の名前を出すのかいいのかどうかというのは

ちょっとよくわかりませんけれども、実際こうやって前であったり、特に前などは集落

全体がこう警戒区域に入ってる。そういった中で、僕は例えばですね、鈑戸山であった

りこの孝霊山、特にこの土砂災害の発生地域になるであろうという、言われる部分です

ね、こういう部分にも雨量計を設置することが必要でないかなというふうに思いますの

で、そのあたりの答弁をお願いいたします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 今後も必要に応じてということの部分について、担当のほうで

もいろいろと可能性のある部分については検討していると思いますので、具体的にとい

うことではありませんけれども、その点があれば担当のほうからも述べさせていただき

たいと思います。

それから、いろいろな事例を圓岡議員のほうで今お話をいただいたところであります

けれども、まさに情報、的確な情報を我々が瞬時にキャッチをするということが今非常

に求められているところであります。ことしの８月、盆前にございました台風１１号、

この件につきましても雨量計、累積のものであったりとか、短時間の時間雨量の状況で

あったりとか、そういったものをこの県の情報を見ながら名和、中山、大山それぞれの

川であったり河川の水量であったり、あるいは雨量の累積であったり、あるいは時間雨

量だったり、そういうものを見ながら判断をしてきました。特にこのたびも土砂災害警

戒情報が出た後の中で、状況を見て避難場所の設置をして、名和、中山、大山それぞれ

に避難をお願いをしたという必要があります方には避難場所のほうへの移動のお願いを

したという経過もあります。情報を的確に周知をしながら、的確な判断をしていくとい

うことが必要だろうと思っております。

と同時に、このたびの広島の災害の中でもいろいろな場面で語られていることがあり

ますけれども、指示待ちということではなく、それぞれがその住んでいる立地を承知を

する中で、みずからが判断しながら行動していくということの大切さということについ

ても、今、大切なポイントとして上げられている現状があるというところでございます。

その点についても、行政のするべきこと、あるいは住んでおられる住民の方々の意識と

いうことも、非常に重要になってくるところだというぐあいに認識しているところであ

ります。以上です。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 雨量計を危険地域全体にということですけども、そういう

各所に設置するのが一番いいかもしれませんけれども、この土砂災害のですね、警報の

ほうは県のほうがシステムをつくってやっておられまして、県内、大山町の中では５地
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区の雨量をはかっております。

それと、その警戒地域の場所をシステム上で算出されて警報を出されますが、大体２

時間程度前の、先の雨量を想定しながらこの警戒警報というのは出されてきます。です

ので現在のものが十分であるとは思いませんけれども、かなり充実した内容で体制はと

られているというふうに考えております。

ただ、最近は集中豪雨が短時間で降りますので、今の５カ所で十分かということにつ

きましては、今後も、ことし２カ所増設していただきますけれども、要望しながら対応

していきたいなというふうに思っております。

それから、先ほど町長が述べられましたけれども、今年度災害避難勧告の判断伝達マ

ニュアルというものを国のほうで、まだ案の段階ですけども作成されました。これまで

はですね、災害を防ぐというようなことが行政の責務というような形だったですけども、

今回のマニュアルの中では行政のほうはそういう対策、それから対策は必要ですけれど

も、避難情報を的確に流して避難については各人で対応していただくというようなこと

がうたわれております。

それから、避難勧告等は空振りを恐れずに早目にとにかく出すというようなこともう

たわれておりまして、県のほうではこの避難の準備とか避難勧告のその伝達をこれまで

と基準を変えて対応されているようですので、町のほうでもこの避難準備、避難勧告を

どの段階で出すかということは一応決めております。

ただ、国や県が言われますように空振りを恐れずいっても、余り空振りをすると避難

を呼びかけたときに皆さん動かれないということもあると思いますので、状況判断をし

ながら対応していくというような形になるのかなというふうには思っております。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） はい。今、いろいろ要望しながらだとか先を想定すると

か言われましたけれども、実際僕もインターネットで雨量、水位を見ながら思ったこと

は、例えば今まだ２時前ですけれども、今の時点だと１２時から１時の雨量計、雨量の

実態はそうやって各地のデータが見れるんですよね。ところが、今現在ならすごい雨が

降ってるけど、これってどれぐらいの雨量なのと思ったときに見れない。これっていう

のはちょっと問題かなと。

先ほど言いました例えば国道１５８号線、松本建設事務所のホームページを見ると、

そうやって当然連続雨量計、それから時間雨量、なおかつその１５分でどれだけ降って

るかというのがリアルタイムで見ることができる。恐らくそうやって僕が閉じ込められ

そうになったときも、このどれかが基準にひっかかって、そういう判断で入ったバスを

とりあえず出した後はもう閉鎖しようということを決められたんだろうなというふうに

思うんですけれども、今、改めてこの大山町防災ガイドマップを見ながらですね、先ほ

ど新たにつけられる２カ所、本当にここにつけて悪いことはないですけれども、特にで
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すね、僕が先ほど上げた２カ所については、町もこうやって防災マップの中で危険だと

いうふうに認識をしておられる。

それから、先ほど休憩時間に孝霊山、きょう天気がいいですからよく見えますけれど

も、僕の目から見れば長い年月、それこそこれが１，０００年単位なのかどうなのかと

いうのはよくわかりませんけれども、かなりの侵食をされてできた扇状地の地形だろう

なというふうに思います。

そういった意味で、雨が降ったら非常に危険だな。この間の広島でも一部のマスコミ

の中で言われてましたけれども、明らかに扇状地の地形だったんじゃないかというふう

なコメントをするコメンテーターもいました。そういった中で、ぜひともですね、要望

の中に入れていただきたいなというふうに思いますが、それについて聞きたいことをま

ず一つです。

それから、ちょっとこれはね、長いですけれども聞いていただきたいと思います。

たまたまこの一般質問の原稿をつくるに当たってですね、各地のいろんな報告書など

を見ておりました。その中で、財団法人河川情報センターによる平成１３年の台風１１

号、１５号、高知県西南部豪雨の被災地を対象とした降水、もとへ、洪水避難実態調査

によると、現状として災害対策本部と離れた位置で発生している局地的な豪雨の雨量を

把握し切れずに自治体の行動がおくれた例もあり、できるだけ細かい雨量、水位の情報

収集が迅速な災害対策には不可欠である。

次に、次にというか別の項目ですけれども、その市町村外での水位情報や広域の気象

情報は自治体の行動目安にはなるが判断する際には使いづらく、自治体が目安としたい

位置での水位、雨量観測及び予測を必要としている。独自で雨量計や水位計を設置して

判断の目安としている自治体もあったというふうに、自分が都合のいいとこしかここに

は書いてないですけども、それから課題として自治体にとって広域的な情報伝達は充実

しているが、局地的な雨量、水位の情報は必ずしも十分ではなく、自治体の判断材料と

して不足を感じている。局地的な雨量や水位情報を市町村がリアルタイムで入手できる

ようなシステム構築が必要である。これが平成１３年の台風による教訓としてインター

ネット上で公開されていたものです。

そういった中で大山町を見たときに、先ほど新たに２カ所は追加されるということを

言われましたけれども、どこの自治体かはちょっと忘れましたけれども、河川氾濫しそ

うだということをですね、大山町で言うところの３チャンネルで絶えず流したおかげで

自治体が避難を呼びかける前に住民が独自にこれはどうもやばいぞということで避難を

されて、床下だったでしょうか、床上だったでしょうか、その水害の物的な被害はあり

ましたけれども、人的な被害はなかったというようなこともこの間の災害の中でテレビ

で放送されておりました。そういった形で、備えあれば憂いなしではありませんけれど

も、自治体としてもっともっともっと本当に取り組む必要があるのかなというふうに思

いますけれども、町長の所見をお聞きしたいと思います。
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○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） はい。補足の部分は担当より答えさせていただきたいと思いま

すけども、いずれにしても広島の教訓の中からでは、行政任せの行政頼りという状況で

は対応し切れない瞬間的な雨量が降ったということであります。３時間に２００ミリを

超えてるということでありますので、３で割りますと１時間に７０ミリ、これが３時間。

それはとてつもない量であります。

２３年の大山のほうで大きな台風１２号での災害がありましたけれども、あのときの

私の記憶では午前２時の時間雨量が５０ミリという数字が記憶に残っております。それ

でもあれだけの被害が出たということの中でありますけれども、事前に前ぶれがあるか

どうかということについては、非常に今の気象情報の中では６時間雨量、雲の、雨雲の

ですね、動き等々もあるわけでありますので、そういったことを見ながらまた判断を、

特に明るい時期での判断はしていかなければならないと思っておりますけども、いろい

ろな最近の情報、県にしても我々にしても、また国にしても今のままで十分だという判

断は持っていないと思っておりますし、地元としての声も引き続きしてまいりたいとい

うぐあいに考えておるところであります。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 先ほど大山の件を言われましたので、本当は終わろうか

なというふうに思いましたけれども、住民の方の声を一つ町長に伝えておきたいと思い

ます。

あのとき総合体育館への避難の呼びかけがありました。それを僕も記憶しております。

ところが、保護者、もとい、大山寺の方から、あの雨の中で今ごろ避難を呼びかけられ

てもよう出んわと。そういう意味では、さきに答弁の中であったように、空振りを恐れ

ずに、ぜひとも、そういう声もありましたので、今後に生かしていただきたいというふ

うに思います。それについて、最後一言だけお願いします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） この対応ということについては、特に夜間の災害ということが

大きな懸念ポイントになると思っておりますので、明るいうちにどう対応していくかと

いうことが大きなキーではないかなと思っております。そうしたことをいろいろと検討

したり、あるいは協議する中での対応をしっかりしてまいりたいというぐあいに存じま

す。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 次に行きます。先ほど同僚議員が同じような質問をされ

まして、まことによかったなというふうに思いながら、また関連をした質問をさせてい
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ただきます。

高麗体育館の改築をということで教育委員長と町長にお聞きしたいと思います。

高麗体育館は建てられてから約６０年にもなる、かなり老朽化した建物ですが、利用

者はかなり多いとお聞きしています。社会体育施設として改築すべきではないかと思い

ますが、教育委員長と町長にお考えをお聞きしたいと思います。

○議長（野口 俊明君） 教育委員長、伊澤百子君。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） ただいまの高麗体育館の改築をとの圓岡議員さんの御質

問にお答えをいたします。

御指摘のとおり、高麗体育館は昭和２９年に建築をされ、ことしで６０年目を迎えま

す。地域の方を中心に利用者の多い体育館でございますが、施設は全体的に老朽化が進

み、経年劣化の影響がさまざまな箇所に発生をいたしております。そして、劣化により

破損した箇所は随時安全第一でその都度修繕を行い、継続的な利用者の受け入れに努め

ておりますけれども、その都度利用者の皆さんにはたびたび御迷惑をおかけしていると

いうのが現状でございます。

議員が先ほど御指摘なさいましたように、改築すべきではという考えのもとに、以前、

香取体育館の移設を検討した経緯もございましたが、かなり高額な概算額の提示を受け、

断念したという経緯もございました。さらに、新築となりますと、人口減少等の考慮も

加わり、なかなか難しいというのが現状でございます。

なお、利用者の安全確保の観点から、高麗体育館の利用を停止するという必要が発生

しました場合には、近隣の公共施設の御利用を案内する考えでおります。一般の方が利

用できる旧大山町地域の屋内運動場には、高麗体育館のほかに大山トレーニングセンタ

ー、大山総合体育館、赤松体育館があり、また夜間や休日には大山中学校、大山小学校、

大山西小学校併設体育館も御利用いただくことができます。以上でございます。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） ２点目の高麗体育館の改築をということにつきましてお答えを

させていただきます。

先ほど教育委員長が答弁をされましたように、高麗体育館は建築されて、ことしで６

０年目を迎えるため、施設の老朽化が進み、毎年修繕を行いながらの使用という状況に

ございます。改築すべきではないかという御指摘でありますけれども、平成２７年度か

ら合併算定がえも終了し、普通交付税も低減するという状況の中であります。新しい施

設を建設ということには、なかなか難しい状況にあるというぐあいに考えております。

利用者の安全確保の観点から、また施設の有効活用という観点から高麗体育館の利用を
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停止する必要が発生した場合には、近くの公共施設を御利用いただくというように考え

ているところであります。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 答弁をいただきました。実際この質問をするに当たって、

７月に私、滋賀の全国市町村国際文化研修所に行ってまいりました。これは決算につい

て行ってきたわけですけれども、その中で、講義が終わった後、一緒になった、これは

ある市会議員でしたけれども、こういう話をする中で、いいものがあるよと言われてい

ただいたのが、先ほど西尾議員の中でも多分出てきたものだろうと思いますけれども、

総財務第７４号、２６年４月２２日、総務大臣の名前で出たもので、公共施設等の総合

的かつ計画的な管理の推進についてという通達と言ったらいいんでしょうか、そういう

ものです。

その中に何が書いてあるかというと、先ほど前の一般質問の中で出てきたように、所

有する施設を今後、総人口や年代別人口についての今後の見通しを踏まえて、要は管理

に関する基本的な方針を決めなさいと。それについては１０年以上とすることが望まし

い。地方財務措置、もし建てかえると判断したら、特別交付税でも措置をしてくれるの

かなと思ってみると、何てことはない、計画に基づく公共施設等の除却について、つま

り取り壊す場合については補助をあげましょうと、そういう非常に正直何というものが

出たんだろうなというふうに思いますけれども。これを大山町、特にこの高麗の体育館

に当てはめると、総人口や年代別人口については今後は減りますよと。１０年後、今で

も築６０年の建物ですから、１０年以上先どうするかというと、なかなか残すことが難

しいんだろうなと。ということは、もしかすると廃止、先ほどの答弁の中でも教育長も

町長も、高麗体育館の利用を停止する必要が発生した場合には、近隣の公共施設の御利

用を御案内するんだという答弁だったわけですけれども、本当にこういう通知というか、

通達と言ったらいいんでしょうか、ちょっとよくわかりませんけれども、こういうもの

を踏まえた上で、町長として判断を迫られる、迫られているというふうに私は認識をし

ておりますけれども、実際町長はこの高麗体育館について、この計画の中にどういうふ

うに盛り込もうと考えておられるのか、お聞きしたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 現在も修繕をしながら大切に使っているところであります。今

後も、できるだけ修繕をしながら大切に使っていきたいという現在の状況であります。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 気持ちとしてはよくわかります。そういうことで今現在
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というか、この６０年間と言ったらいいでしょうか、使われてきたんだろうなというふ

うに思いますけれども。しかし、先ほども言いましたように、この通達の中で本当に今

後１０年間、１０年先ですね、この建物をどうするのか。そこに至るまではわかります

けれども、この最初の答弁を踏まえると、使えるまでは使うけれども、その後はとって

も建てかえれないので、壊すしか仕方がないかなというふうに私はとれないことはない、

うがった見方なのかもしれませんけれども、そういうふうに聞こえてしまいましたけれ

ども、そのあたりの町長の考えを再度お聞きしたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） どの時点でこの利用が停止するかということについては、今全

く判断をいたしておりません。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） なかなかちょっとかみ合いませんので、ちょっと視点を

変えたいと思います。この先ほどの答弁の中で、近隣の公共施設の御利用を御案内する

考えであるということですけれども、それぞれ先ほど名前、このとおりに読むと、これ

は僕の頭の中でですけれども、高麗の体育館が使えない。だったら、大山の西小学校に

行ってもらう。西小学校の人は、なら中学校に、中学校の人なら庄内であったり、例え

ば佐摩まで上がってもらおうかというふうな、いわばドミノ移植のような、そういうイ

メージを受けたわけですけれども、本当に現在使われている実態、どの程度かわかりま

せんけれども、そのあたりを踏まえていただきながら、本当にそれが可能かどうか、こ

れが１点です。

それから、現実今、高麗の体育館、ステージの上で表具の方が使われていますけれど

も、以前にもこういう話がまるっきりなかったわけではありませんけれども、そのとき

に言われるのは、なら表具はどこでするのということが非常に心配をしておられます。

そういった中で、もし本当にあの建物が使えなく、どういう理由かはわかりませんけれ

ども、使えない場合、その人たちは本当にどこに行ってもらうつもりなのか。２点につ

いて、町長でも教育委員長でも構いません。答弁をお願いいたします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 今現在、先ほど述べておりますように、修繕をしながら精いっ

ぱい大切に使っていくという考え方を持っておりますので、そのことで答弁にかえさせ

ていただきます。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 実は先ほども言ったように、実態を多少踏まえてもらえ
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るのかなというふうに思いましたけれども、実態を踏まえながら、本当に可能かどうか、

再度お聞きしたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 現在、利用していただいているところであります。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） それでは、ちょっと切り口を変えたいと思います。実際

この間、徳島であったり、それから養父市と災害協定を結ばれています。先ほどの一般

質問にも多少かぶる部分はありますけれども、避難所として例えば広島ですね、今回、

幸いに夏休み期間中だったので、体育館が一時的に避難所になりましたけれども、学校

が始まるということで、その人たちもどこかに避難を、移られたという実態がありまし

た。協定を結んでいるその先に災害がないのが一番ですけれども、そういったもし万が

一のことがあった場合に、学校施設でない避難所というものも必要ではないか。そうい

ったときに、本当に築６０年のあの建物、多分古いので、あれは使われないというふう

には思いますけれども、でも、実際万が一のときには活用する、改築をすれば使えるわ

けですから、そういう視点での改築も必要でないかなというふうに思いますけれども、

町長のお考えをお聞きしたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当より答えさせていただきますが、避難所ということであれ

ば、近隣の近いところに高麗コミュニティセンターというものが施設がありますが、そ

のことも含めて担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 協定を結んでいるところが避難をしてきた場合の避難所と

いうことですけれども、基本的には町のほうで避難所として対応できるところに限りが

ありますので、その中で対応していかざるを得ないというふうに思います。大山町にお

きましても、徳島県の町村、それから養父市、それから八頭町等々と結んでおりますが、

一遍に１つの町に逃げるというような想定ではなくて、入れるところに、もし逃げる必

要があれば逃げるという形になると思いますし、徳島県の場合は西部の町村で、徳島の

町村間との協定ということになりますので、受け入れる場合は、散らばりながらになり

ますけれども受け入れるというような形になるというふうに考えております。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長、４番。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 最後に、ちょっとしつこいようですけれども、先ほど言
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いましたこの公共施設等総合管理計画策定指針ですね、これ各自治体が今後求められて

いるものだろうと思いますけれども、この中に高麗体育館、もう一度どういうふうに盛

り込まれるつもりですか。簡潔にお答えください。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当より答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） この計画は、先ほどその計画をつくると補助が出るという

ふうに言われましたけれども、僕が把握している中では、補助ではなくて、壊すに当た

って交付税の措置がない起債が出るというふうな、起債を借りることができるというふ

うに把握しております。これをつくるに当たりまして、２８年度までは交付税措置があ

りますので、町としても、先ほど西尾議員の御質問のところでもお答えしましたけども、

作成に当たってちょっと検討をするかなというふうに考えております。これは、ですの

で、必ずしないといけないというものではありませんが、財務のほうの職員に聞きます

と、公会計とも絡んだことも出てくるというふうに言っておりますので、実際つくると

なると、かなりの金額になりますけれども、対応をしていく必要があるかなというふう

に考えてはおります。以上です。

それで、その中で高麗の体育館ということですけども、それはその場になってみない

とちょっと、今考えてるのは、固定資産台帳の整備等も伴いますので、つくるにしても

２８年度になるのかなというふうに考えておりますので、その時点での対応になるのか

ないうふうに考えております。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長、４番。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 最後にと思いながら、再びちょっと聞きますけど、それ

をつくるに当たって、地元の人の意見というものもぜひとも聞いていただきたいという

ふうに思いますけれども、そのあたりの考えを最後にお聞きして、次に移りたいと思い

ます。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 事務作業上のいろいろな点もあろうと思います。担当のほうか

ら答えさせていただきます。

○総務課長（酒嶋 宏君） 議長、総務課長。

○議長（野口 俊明君） 酒嶋総務課長。

○総務課長（酒嶋 宏君） 計画策定をした場合、当然施設の統廃合等もかかわってま

いりますので、議員の皆様、それから町民の皆様にも御意見を聞く機会は必要かなとい
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うふうに考えております。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 最後に、福祉灯油制度はということで町長にお聞きした

いと思います。

総務省は、２０１３年度特別交付税の３月分として原油高騰対策を実施した２１道府

県３１８自治体に必要経費の２分の１の補助をしたという報道がありました。３月議会

でこの問題を取り上げた際、町長は、今後の交付税措置の状況や内容をよく確認し、灯

油価格の推移なども勘案して検討すると答弁をされました。最近、朝晩がかなり涼しく

なり、大山寺などでは既にストーブを出されたということも聞いていますが、町として

この冬に向けてどうするのか、お聞きしたいと思います。

あわせて、もし実施をした場合、幾らぐらいかかるのか、お聞きしたいと思います。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） ３点目の質問であります福祉灯油制度ということにつきまして

お答えをさせていただきます。

低所得者に向けた、低所得者向けに灯油購入費を補助する制度をと、この冬に向けて

どうするかということ、また必要経費はどのくらいかということでございますが、議員

御指摘のとおり、去る３月の議会では、今後の交付税措置の状況や灯油価格の推移など

を勘案して検討してまいりたいとお答えをしているところであります。

この冬の対策につきましても、交付税措置の有無や近隣町村の状況、灯油価格の推移

などを勘案して検討してまいりたいと思いますけれども、灯油使用の暖房器具ではなく、

こたつなどの電気製品のみを使用されている例も多く見受けられるところでありまして、

そういった家庭との公平性という点で疑問も残るところであります。

また、想定される費用でありますけれども、平成１９年度と２０年度に行った補助で

は、いずれも低所得者世帯の約１，２００世帯を対象といたしており、平成１９年度は

１世帯当たり４，５００円の補助で約５４０万円、平成２０年は１世帯当たり３，００

０円の補助で約３６０万円となっているところであります。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 先ほど答弁の中で近隣町村の状況という文言があって、

非常に私、ひっかかっているわけです。この間に例えば県と保育問題の懇談をした際、

県の担当課長は、鳥取県での保育は国の基準をはるかに進んでる、先頭を走っている、

むしろ鳥取県に国はついてきてほしいというようなことを力を込めて言われましたけれ
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ども、本当に答弁の中で４，５００円の補助で５４０万、３，０００円の補助で３６０

万、これの２分の１が交付税措置されるものだろうというふうに解釈をしておりますけ

れども、この金額でできるのなら、本来近隣市町村云々ではなくて、本当に町長の思い

でできるわけですから、この１万７，０００余人の町民の中で、要は町長１人ですから、

町長の判断でできるんじゃないかというふうに思いますが、再度、本当に町長の思いを

お聞きしたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） まず、先ほど述べさせていただきました平成１９年度、２０年

度、この状況のところでありますけれども、特に灯油の価格が前年と比べて２倍にもは

ね上がったというような状況。そうした中で、国のほうでの緊急対策会議等々開催され

て、国が２分の１、県が４分の１というような制度が出てきて対応したという経過もあ

ります。現在の状況の中では、そうした高どまりの状況ではありますけれども、急激な

価格の推移ではないという状況があったり、あるいは寒冷地の自治体においても、まだ

まだそうした取り組みをしておられないというような状況もあったりということであり

まして、このたび取り組むかどうかということについては、いかがなものかなというぐ

あいに今は考えているところであります。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長、４番。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 非常に後ろ向きかなというふうに感じております。３月

の議会でも言ったように、実際アベノミクスによって食料品、いろいろなものが値上が

りしてます。そして、灯油は今や生活の必需品とも言えるものだと私は認識をしており

ます。そして、この３月のときからほとんど値段か変わらず、１リットル当たり大体１

００円近く、消費税を入れれば１００円を超えてるお店もあろうかと思いますけれども、

そういう実態もある。そして、自分で買いに行ける人は、本当に例えば米子に出たつい

でにちょっと安いところがあったから買ってくる、そういうことだってできるわけです

けれども、そうでない人は、この値段の上にさらに配達料がかかるわけです。

実際３月議会の反響として、実際、圓岡さん、本当に自分のところには障害を抱えて

る、障害のある人間を抱えてるんだけども、本当に１８リッター缶、３日もたないんだ

よって、ぜひともとにかくしてほしいんだということを切々に語られる方もおられまし

た。そして、ことしになれば本当にこれから寒くなるんだけども、この今の灯油の値段

を見たときに、冬が怖いって言われる方もおられます。そういった中で、灯油の町内で

の販売業者に限ったような施策というようなことででも、本当に近隣の顔色をうかがう

んじゃなくて、町長の思いだけでするということができないのかどうか、改めてお聞き

したいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 時代の背景もございます。先ほど申し上げたとおりでございま

す。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 圓岡伸夫君。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 私は、いろいろな決算、予算の中でも実際反対をしてき

ております。この物差しというのは、住民の暮らし、福祉、健康の増進のためにはお金

を使うべきだ。だから、そこの物差しに照らし合わせて、本当にこの支出、予算、決算、

いいのかというふうな感覚で物を見ておりますけれども、先ほど答弁の中で、本当に５

４０万、３６０万、町にとっては大切なお金ですけれども、その一方で本当に町を支え

てるのは町民の人です。先ほども言ったように、寒くなることに対して不安を抱えてお

られる方も多くおられますけれども、その人たちに本当に町長として安心して暮らせる

まちづくり、そういうものを町長としてどうやって提供できるのかということについて

町長の思い、最後にお聞きして終わります。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） このたびの議員の提案は、圓岡議員の物差しの中からの提案だ

ろうと思っておりますけれども、安心⋞安全のまちづくりを進めていく中で、さまざま

な施策や取り組みがまだまだ求められている部分もございます。先ほどの申し上げた答

弁でお答えにかえさせていただきます。

○議員（４番 圓岡 伸夫君） 終わります。

○議長（野口 俊明君） これで圓岡伸夫君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） 次、吉原美智恵君の一般質問の順番でありますが、ここで休憩

いたします。再開は２時４５分といたします。

休憩します。

午後２時２６分休憩

午後２時４５分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

次、１２番、吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） 失礼いたします。

それでは、座って質問させていただきます。違ってたわ。やっぱり皆さんが目が覚め

ることをしてしまいました。

通告に従いまして２問質問いたします。

１問目、大山町のさらなる観光戦略の取り組みはというところで、町長と教育委員長
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に質問いたします。

３町合併に伴い、平成１８年に策定された大山恵みの里計画は、新大山町が目指す具

体的なまちづくりの方向を示すものとして今につながっていると考えます。その基本理

念は、大山町の自然、歴史を背景としたさまざまな資源や価値の魅力を引き出し、町全

体の活性化う目指すものとされています。合併１０年を迎えるに当たり、その検証とさ

らなる観光戦略の取り組みを問います。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 吉原議員より１点目の質問であります大山町のさらなる観光戦

略の取り組みをということで、私と、そして教育委員長のほうに御質問いただきました。

まず、私のほうからお答えをさせていただきます。

議員御指摘のとおり、合併以来、本町の観光戦略は、大山恵みの里づくり計画の実現、

これを図るところであります。この計画で示されました方向性は、今もこれからも変わ

ることないものと考えております。合併以来、一般社団法人大山観光局の設立、そして

旅行業の登録、ボランティアガイドの組織化、参道にぎわいづくりへの取り組み、町営、

また県営観光施設の指定管理、さらには体験型観光メニューの商品化や観光情報提供の

充実、スキー場の再生、また各種イベントの魅力向上あるいは見直しなど多くの取り組

みを行って、一定の成果を残してきたものと認識いたしているところであります。

一方、その中で、お客様を受け入れる体制づくり、特色ある食の提供、また国立公園

大山から日本海に至るさまざまな資源、歴史、文化、これを生かす大山ツーリズムや魅

力ある旅行商品の開発、新規企業など、まだまだ不十分なところがあります。今後の観

光設立を打ち立てていくに当たりましては、こうしたまだまだ十分でない部分、これを

いかに補っていくか、つくり上げていくか、民間力を活用しながら、いかに行政が後押

しをしていくか、そういったところを主眼に取り組むことが重要であると認識いたして

いるところでありまして、一般社団法人大山観光局を中心として広く事業者の皆さんと

も議論を重ねていく中で、さまざまな大山町の魅力丸ごと体験的な将来の大山町観光の

向かうべき姿を打ち立てていくべきと考えております。

あわせまして、平成３０年には、大山寺創建１３００年、これを迎えることを契機と

して、伯耆の国広域レベルでのより一層の連携強化による強力な取り組みを展開してい

くことも必要であると考えているところでございまして、今後も、議員よりいろいろと

御提言をいただきますことをお願い申し上げ、答弁とさせていただきます。

以上で私のほうからの答弁にかえさせていただきます。

○議長（野口 俊明君） 教育委員長、伊澤百子君。

○教育委員長（伊澤 百子君） はい、議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。
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○教育委員長（伊澤 百子君） 吉原議員さんの大山町のさらなる観光戦略の取り組みは

の御質問につきまして、教育委員会としてお答えをいたします。

議員が先ほど御指摘なさいましたように、大山町の自然、歴史を背景としたさまざま

な資源の価値や魅力を引き出し、それを全町的な観光資源づくりに結びつけることは、

大山恵みの里づくり計画の基本理念の目指すものとされており、大山を初めとする全国

に誇る貴重な自然環境や町内各所に存在する豊富な歴史資源の魅力や価値を一層高める

部分を教育委員会が担当させていただいているのかなというふうに思っております。

教育委員会といたしましては、文化財はその地域の歴史や文化の中で形成されたもの

であり、それを評価し、指定等をし、そしてそれを後世に伝え、また公開することによ

り、地域の個性として外部に発信することができるものというふうに考えております。

合併以来、美甘家住宅の国の登録文化財認定を初め、南門脇家住宅、大山のもひとり神

事、赤松の荒神祭の県指定文化財認定等を調査や管理者協議等の事務手続を進めた上で

実現をすることができました。重要文化財門脇家住宅や阿弥陀三尊像の定期的な公開の

お手伝い等も続けてまいりました。

そして、さらに昨年１２月には、長い年月の取り組みと地元の皆さんの本当に御理解

や御協力により、所子が重要伝統的建造物群保存地区の国選定を受けるに至ったところ

で、このような取り組み結果が一定の成果として上げられるのではないかというふうに

思っております。しかし、その一方で、大山僧坊跡等の国史跡指定の遅滞など、課題も

残してきているのが現状でございます。

今後は、目標が明確なところとしては、大山僧坊跡の国の史跡指定を進め、またこれ

までの各種文化財などの地道ながらも確実な保護、活用、先ほどの町長答弁にありまし

た大山寺開創１３００年にあわせた事業への協力など、町の観光戦略に結びつける取り

組みがさらにできればと考えているところでございます。以上でございます。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） 確かに基本理念は皆さん共通の理念として浸透している

と思いますが、その基本理念から、今度は価値や魅力を引き出し、全町的な観光地域づ

くりに結びつけるというところがありますが、それについて、まだまだ今の段階で、ま

ず町長ですけれども、今の段階でまだ不十分なところがありますと書いてあります。大

山ツーリズム協議会がずうっと発足してから私も参加しておりますけれども、これもだ

んだん人数が減っておりますし、一番プランとしては大事なところではないかと思いま

すし、大山観光局と協力し合って、皆さんに発信して、どんどん利用がされている状況

ではないかと思うんですけども、今まだそこの商品が本当にヒット商品というか、皆さ

んが来ていただいて、案内しているというような状況ではないと考えますが、それにつ

いてどう思われるのか。

そしてまた、この里構想の行き着くところは産業雇用、所得の活性化であります。も
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う合併して１０年近くなりまして、恵みの里構想に向けて一生懸命町としては頑張って

きたはずなんですけども、そこについての今どのような成果を考えておられるのか。そ

して、観光というのは光を見ると書きます。光というのは、磨いてないと光りません。

磨きをかけるというのは、やはり社会教育課も一緒でしょうし、公民館活動で大山学な

ども催されております。ですから、そこについての磨きについては一緒に社会教育課も

考えていかなければならないと思いますが、それについて大山学、またもう一つ、ボラ

ンティア養成とか、そういう点について社会教育課にはお聞きします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 御質問の中で、大山ツーリズム、ツアーデスク、旅行業をとっ

たツアーデスク、そうしたところから大山ツーリズム、大山だけではなくて、日本海か

ら大山までの全町的な取り組みはどうかというような御質問かなというぐあいに１点は

伺ったところであります。

お話しいただきましたように、観光局のほうに旅行業をとって、議会の御理解をいた

だいて旅行業を取得してもらって、今、大山ツアーデスクということで事業を進めつつ

あります。ただ、御指摘のように、まだまだその取り組みについては私も十分でないと

思っております。大山ツーリズムということの取り組みもしていただき、まだまだこれ

も十分でないというぐあいにお話しいただいております。私も、まだまだ十分でないと

思っております。それは、本当に大山町にはたくさんの資源、魅力的なものがあります

けれども、この部分、生かし切れてないということであります。これを何としても商品

化をしてツアーデスクの商品、観光商品としてつくり上げていかなければならないとい

うのがこれからのテーマであると思っております。

そういう意味合いで、このたびも補正予算のほうで特に観光の部分での地域おこし協

力隊の募集、大山の海から、日本海から大山まであるさまざまなそうした現場での資源

を生かしていくというテーマの中で、協力隊のどなたかにそれを受けていただいて、商

品を開発していただいて、ツアーデスクへの商品開発と、あるいは魅力ある商品づくり

へと結びつけていけたらというぐあいに一つは考えているところであります。

そうした点が１点と、それから、そうは申しましても、大山ツアーデスクのほうでも、

いろいろと一つ一つ取り組みを進めてきております。きのう、大山のほうにちょっと上

がっていきまして、大山ツアーデスクの資料として大山古道の秋の御縁ツアーというよ

うなものを１０月の２４日にやっていこうというような取り組みが始まっておりますし、

大山エコリストバンドというような特典ガイドマップ、こうしたものの取り組みも始ま

っております。それから、先週でしたけれども、「ぷらな」、最新企業情報誌というこ

との中に、秋色大山おいしいご縁ツアーというような商品も日帰り１８名限定で大山ツ

アーデスクのほうで商品化をして、少しずつ今こうした取り組みを進めてきておるとこ

ろであります。
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こういったものも含めて、まだまだ大山町の持っている魅力を十分にまだ商品化し切

れてないというのが現状であります。それは、もっともっと現場のほうに商品をつくり

上げていく働きかけが少ないのではというぐあいに思っておりまして、地域おこし協力

隊のこれから募集する、あるいはそれを応募していただく方に一つは期待をしていると

ころであります。

産業、雇用、所得向上ということの中での成果はどうかということでありますけれど

も、先ほど最初の答弁の中でもお話をさせていただきましたように、いろいろな取り組

みをしております。１点は、大山でありますればホワイトリゾート、３社の事業者が混

在しておりました大山のスキー場を今一本化ということでの大山ホワイトリゾートの運

営になり、その経営の安定化と雇用の拡大ということにもつながってきたりしておりま

すし、さまざまな取り組みを進めていく中で、一つ一つ雇用の創出であったり、所得の

向上にもつながってきていると思いますが、これもまだまだ先ほど申し上げましたよう

に十分ではございません。持っている魅力をこれからどんどん磨き上げていくというこ

とが大きなテーマであり、それに向かって取り組みを今進めようとしているところであ

ります。

あと教育委員会のほうからお答えをさせていただきます。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） 先ほどの吉原議員さんの教育委員会の御質問というのは、

大山学とかボランティアガイド養成も含めて、社会教育としてどのように観光戦略に取

り組んでいくかというようなことではなかったかと思います。それにつきましては、教

育長のほうよりお答えいたします。

○教育長（山根 浩君） 議長、教育長。

○議長（野口 俊明君） 山根教育長。

○教育長（山根 浩君） 観光、光を見ると書きますけれども、この光っていうのは、

私は人だと思うんですね。人を見ていく。その中で、そこのところの人がいかに魅力が

あるかということが一番まず大事なことだろうと思います。大山学をやっておりますこ

とも、一つは大山町の住民の方に大山の自然や歴史のよさっていいますか、食べ物も含

めまして知っていただくということがまず一番大事なことになってまいりますし、やっ

ぱり大山町を考えたときに、歴史と自然っていうのはやっぱり他に誇り得るものだろう

と思います。それをいかに磨いていくかということだろうと思います。

過去、去年できましたけれども、大山の歴史を訪ねて、伯耆と大山寺、新しいパンフ

レットもできましたし、文化財のガイドマップや皆さん方にも、あるいは住民の方にも

大変お世話になりました重要的⋞伝統的建造物群の所子の国の選定、いろんな形があり

ます。それから、子供たちには、大山町のふるさとを大事にしてもらおうという形で、

こういった「わたしたちの大山町」を作成もしております。いろんな形がありますけれ
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ども、その歴史と自然を大事にしながら頑張っていくっていうのがやっぱり一番大事な

ことかなという気がします。

ガイドのことにつきましては、社会教育課長のほうから話をさせていただこうと思い

ますけれども、いずれにせよ、まず大山町に住んでおられる皆さんが大山町に住んでよ

かったなと言って思っていただくことが一番で、その次、来られる方にどう接していく

か、あるいはどう自信持って説明していくか、そういう順番になってくるだろうと思い

ます。かけがえのない歴史と自然をいかにこれからも大事にしていくかというのが教育

委員会としては大きな課題だろうと思っております。

○社会教育課長（手島千津夫君） 議長、社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 手島社会教育課長。

○社会教育課長（手島千津夫君） 御質問いただきました観光に生かせるような形でのボ

ランティアあるいはガイド等の養成についてはということだったと思っております。

現実にこれまで具体的な形での動きはなかなかできずにおった部分かなと思っており

ます。ただ、これまでのさまざまな各方面での取り組み、先ほど教育長もおっしゃいま

したように、ふるさと学習等の教材をつくっていく。それが先々に生きていく。あるい

は公民館活動での先ほどありましたような大山学関係での動き、そのようなことのあた

りの積み重ねによりまして、住民の皆さんが自分の町をしっかり知っていただいて、そ

れを成果として、普通で言いますと地域に還元ですけれども、この場合で言いますと、

今度は対外的な外に対する還元もできるということにつながっていくのかなと思ってお

ります。

あわせまして、実はこのたびの所子等が重要建造物群保存地区になりました。なって

早速に対外的な対応をしていくという取り組みを地元の方を中心に今動きかけてるとこ

ろです。そこのあたりでのボランティアといいますものが、まさにボランティアガイド

ですけれども、喫緊に必要になったということで、今その養成にかかっているところで

ございますが、これにつきましても、現実には町内全ての観光関係のタイアップが必要

だということもございます。そのあたりのところの連携もこれから図りながら、一緒に

なっての養成ができたらなと思っておる現状でございます。以上です。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） まず、町長の答弁ですけれども、ツーリズム協議会とい

うのは本当に担当の方は一生懸命頑張っておられます。また、新しい何か地域おこし協

力隊などという言葉が出てきましたけれども、今やってる、現実に何年も何年もかけて

協議会ができてるわけです。これが充実できなくて、新しい人が来て、すぐにまた商品

ができるのか疑問であります。観光課の政務報告は、事業で終わっておりました。事業

に参加して、確かに休日とかも出ておられて大変だと思いますけれども、じゃあツーリ

ズム協議会にいつも担当者と、それでもこのごろは大山観光局の職員が１名、あと二、
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三名ですが、お店関係とか、初めのころはもっと鳴り物入りでたくさんの方が協議会員

でありました。

それはさておき、なぜそういうことになったのか。やはり余り現実になかなか商売で

来られる方はボランティアで来るわけですから、時間がもったいない。やはりどうして

もその協議会の中で商品ができて、何か自分の店に役に立つ、そういう思いで来ておら

れたと思うんです。そういう方もなくなり、ですので、誰が中心になって本当にこの大

山町の観光を考えていくのか。そういうときに、協議会もいいですけれども、観光課の

方も私、一緒に知恵を出し合っていただきたいと思うんです。職員の方も、せっかくた

くさん試験を受けられて優秀な方が来られてると思いますので、それからまた社会教育

の方もそうです。歴史を勉強しておられるかもわかりません。今、課を越えて向かうん

だという話も聞いておりますので、いつも言いますけれども、戦略会議というものを持

たれて、もちろん私たち町民も知恵を出しますが、やはり職員の方も一緒に知恵を出し

ていただきたい、そう思います。そのことについて、町長どうですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 大山ツーリズムの協議会のほうでも、いろいろと活動していた

だいておるということでございます。大切なのは、商品化へしていく商品化づくり、こ

この部分というのが非常にまだまだ弱いと思っております。コーディネートをしていく

ためには、やはりたくさんの人と出会っていかなければならない。その部分について、

どこがやっていくのかということの御指摘だと思いますけれども、まさにそのとおりだ

と思っております。

本来であれば、観光局でありますツアーデスク、こちらのほうで精力的に働きかけを

していきながらやっていかなければならないと考えております。ただし、その体制の中

でも、やめていかれる職員さんもあったりとかということもあります。新しいパワーを

もらって、次につなげていく若い方を育成をして、今課題となっていることを取り組ん

でいく、そうした人材というものが今求められていると私は思っております。

御指摘の点を何とかみんなでつくり上げていく、そのための人材としての取り組みも

今進めようとしているところでありますので、そのことを含めて、観光局や皆様や、あ

るいは行政一体となって取り組みを進めていかなければならないという思いの中で、地

域おこし協力隊ということの重要さ、大切さも認識をいたしているところであります。

しっかりいい方に応募をしていただいて、今の課題解決に向けて一つ一つ展開できてい

くことを期待しているところであります。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） とにかく観光局には多大な補助金が出ております。私も

余り後ろ向きなことは言いたくありませんけれども、本当に肝を据えてツアーデスクに
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ついてはハッパをかけていただきたいと思います。そして、先ほどこれは町長も言われ

てましたツアーができましたと言いますけれども、このご縁ツアーというのは、もとも

とはツーリズム協議会の私たちおばさんとかですね、それから関係者二、三人が知恵を

絞ったり、所子の方が。そういうのがもとがあって、それをちゃっかりという言い方は

おかしいですけれども、ツアーデスクが自分げの商品として売り出されている現状であ

ります。そのことについては、今現状を訴えておきます。

それで、社会教育課ですけれども、今、新聞にも出ておりますが、観光ガイドが人気、

シニア中心で地元を学び直して紹介する。そうすると、ガイドも地元の文化や歴史を学

び直して、みずからの言葉で町を語るのが特徴で、案内される方にとっても、人と人と

の触れ合いがあり、プロの解説とは一味違う物語が発見できるのがだいご味であると。

郷土について深く知ると、人に伝えたくなる。観光ガイドにとどまらず、小学校で話を

するなど活躍の場も広がっているというふうになっておりますので、やはり勉強し直す

というところがやっぱり社会教育的なところかなと思って、公民館活動はすごく忙しい

のはよくわかりますけれども、大山学の中でも、今、春と秋２回だけですので、その中

で勉強をする中で、やはり人に伝えたいという気持ちが出てくると思うんです。そうい

う段階でいいですので、取り組んでいただけたらと思うんです。

そして、実際に所子伝統建は、５月の連休に私もおりましたけれども、観光局の方が

やはりガイドさんがおって一緒に連れて歩いていただいたら、すごく勉強になってよか

ったと。自分だけで回ったらやはりわからないですから、本当のよさが。そういうこと

を実感しておられまして、そういうのも聞きましたので、そのことをお伝えして、取り

組んでいただきたいと思いますが、どうでしょうか。

○教育委員長（伊澤 百子君） 議長、教育委員長。

○議長（野口 俊明君） 伊澤教育委員長。

○教育委員長（伊澤 百子君） では、ただいまのほうは担当課の社会教育のほうよりお

答えいたします。

○社会教育課長（手島千津夫君） 議長、社会教育課長。

○議長（野口 俊明君） 手島社会教育課長。

○社会教育課長（手島千津夫君） 御質問いただきました養成をしていくことに関しまし

ては、まさにそのとおりでございまして、頑張っていかんといけんなと思ってるところ

でございます。それが現状ではございますけれども、実態はまさに所子の重伝建、ここ

に一生懸命になりかけたところというのが現状でございまして、全てにわたって今やり

ますよという言葉がなかなかできないのが今の実態でございます。

ただ、今言ってくださったとおりが本当のところでございまして、実態、ほかのこと

も実はあるんです。大山寺のほうでは、ボランティアの皆さんがしっかりまたカバーし

てくださって、すばらしいガイドをしておられます。そしてさらに、町内には忘れてし

まってはいけない妻木晩田のすばらしい施設がございまして、そこでも米子市等も含め
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たすばらしい方々がたくさんの会員を集められてのボランティアもしておられます。皆

さん方が結局それぞれで今頑張っておられる現状がございまして、今度はそれをまた連

携させていくということも必要になってきます。それをするためにも、やはり一つ一つ

のそういう養成がしっかり根につく形で、もちろん住民の皆さんにも勉強していただき、

それを生かしていただく場面に持っていって、またさらに広げていくということを今想

定しているところでございます。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） それから、答弁の中で１３００年の話が出てきました、

大山寺。それについても、いつも大きいことがありますときには、どうされるのかと私、

いつも聞いてます。古事記キャンペーンもありました。これも振り返りますけれども、

２０１１年の９月の議会の議会だよりですけれども、そのときに私、観光戦略はと聞か

せていただいて、古事記編さん１３００年ということでチャンスではないかと。神話も

ありますし、私たちの町には。いつも言ってますけど、スセリヒメさんもおられますし。

そしたら、答弁がＪＲグループと共同で古事記関連のキャンペーンに取り組んでいく。

観光商工課の中の６次産業推進室を設置しており、本町での取り組みを進めている。

そしてまた、古事記観光戦略としてって私がまた言ってるんです。どのようなストー

リーを利用して、理念を含めて、多くの人に来町していただくのかって聞きましたら、

大山恵みの里づくり計画そのものが観光戦略であり、さらに進めていくって書いてあり

ます。私も余り本当にマイナーな質問とか嫌ですけど、それでも、やはり検証ですから、

１０年間の、こういう答えが出てますけれども。じゃあ、私が今度１３００年に向けて

大山寺をどうされるのかって言って、同じような返答が来ないかと不安なんですけれど

も、こういう答弁をされてますが、どのようにお考えですか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 大山寺創建１３００年、あわせて先ほど申し上げましたように、

これを一つの核として大山町、大山寺ということだけではなくて、もっと広い意味合い

での伯耆の国大山開山１３００年祭というようなテーマで部門を４つ程度に分けて、そ

うした素案を今、町あるいは県含めて練っている実は段階であります。歴史的な部分も

ありますし、産業的な部分もございます。食という部分もあります。大山の恵みという

テーマの中で、いろいろな産業関連、歴史、文化、食、自然、たくさんあるわけでござ

いまして、そうしたものをいろいろな形で平成３０年の１３００年祭に向けて取り組ん

でいこうという今検討をしております。年度内には準備委員会の立ち上げということに

もなろうと思っております。町としても、そうした働きかけを県のほうにもお願いしな

がら、さらにはこの広いエリアの中での民間の方々のお力もいただきながら、出雲の古

事記１３００年につなぐ伯耆の国大山開山１３００年というような捉え方の中で展開で
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きればなという考え方を持っているところであります。

先ほど過去の質問を出してお話をいただきましたけども、その当時と今と基本的な考

えは変わっておりません。大山の持っておるさまざまな資源を生かして、恵みを生かし

て、大山に滞在をしていただく、交流をしていただく、体験をしていただく。そうした

中での企業であったり関係される方の所得向上ということにつなげていきたいというこ

とでありますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） 取り組んでいかれるということですけれども、その効果

というのがなかなか目に見えないという反省もしておられました。その中で、同じく９

月号の中で大いにもめた山香荘があります。山香荘に今たくさんの方が来られておられ

ます。せっかく来られておられるわけですから、そういうときに、じゃあその観光の方

じゃない、スポーツツーリズムという意味で、来られた方について、今度は大山のほか

のところに案内がしてあるのか。また、アンケートをとったりして、皆さんの大山町に

対するほかのスポーツ以外の要望、そういうものをやはり研究したり、そういうことが

ないと次に行けないんじゃないかと思うんです。そういうこともやはりどなたかが仕事

で頑張っていただかないとと私は思うんですけれども。そして、具体的にやっていかな

いと、やはり効果はあらわれないんじゃないかと。ですので、兆候もわからない。大山

町に対しては確かに山と海はあって、とてもなかなかないところです。それはよくわか

ってるんですけども、何を求めて皆さんが来られるのか。食なのか歴史なのか、また全

部であったとしても、どこかその辺の糸口で具体的に人が訪れてくれる。たしか交流人

口をふやすというのが町長の持論だったと思うんですけれども、そこがまだたくさん今

来られてます、山香荘には。ですので、その活性化をどういうふうに町の財政とかに結

びつけ、財政って、そうですね、店が繁盛すれば税金が入りますから、そういうところ

が大事だと思うんですけれども。

そして、もう一つつけ加えて、この間、大山町民と語る会で、大山地区で妻木晩田の

ところからこちら大山のほうに向かう看板が一つもない。それで、こちらに向かって来

てもらうと、やはりそこでお昼の食事をしてもらえるかもわからない。そういう要望が

ありましたので、やはり私たち町民と語る方の要望については大きなことしか言いませ

ん。ですので、今は細かいことを言わせてもらっておりますけれども、そういうふうに

看板誘導とか、そういうことも大事ではないかと思うんです。そして、実際に食べに来

てもらう人がふえる、そういうことも大事かと思います。伝統建でアンケートのボラン

ティアをしてましたときに、やはりそのときに、御飯食べるところありませんかって聞

かれました。ですので、近いところを何軒も案内、とにかくありますよということで、

地元のものを使っておられるところもありますとか言って案内はしましたけど、聞かれ

る前に、こちらからそういうパンフレットをつくるとか、やはり看板誘導のことも大事
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だと思いますが。以上、質問いたします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） たくさんのお話をいただきました。夕陽の丘神田にかかわりま

す観光あるいは取り組み、担当のほうよりまた後ほど答えさせていただきたいと思いま

すけれども、指摘の点、特に大山町のいろいろな資源を本当に生かし切れてないという

現状の中での取り組みをどうしていくかということの御質問かなと思っております。ま

さにその取り組みをしていかなければならないのがテーマである、課題であると思って

おります。大山町、大山にもモンベルさんであったりとか、あるいは豪円湯院であった

りとか、あるいは先ほどのホワイトリゾートであったりとか、あるいは赤松のほうでの

フィールドアスレチックの活動であったりとか、民間の事業者の方々の大山町内での活

動あるいは取り組み、本当にたくさん成果を上げていただいております。そうした民間

の活動とあわせて、先ほどお話しいただいた大山町にあるさまざまな歴史、文化を含め

て、食を含めて、あるいは観光、景観の場所を含めて、自然、川も含めて、いろいろな

全てのものを体験をしていただいて、そこでの大山ツーリズムの展開というものが求め

られていると思っております。

そのことを何としてもやっていかなければなりませんし、何とかしてやっていきたい

という思いを持っております。また、実現できるかどうかわかりませんけれども、関係

される民間事業者の方々のお力もいただきながら、そうした取り組みを少しずつ着実に

進めていければなというぐあいな構想を持っているところでありますので、今はそのと

ころでおさめさせていただきたいと思います。

○観光商工課長（福留 弘明君） 議長、観光商工課長。

○議長（野口 俊明君） 福留観光商工課長。

○観光商工課長（福留 弘明君） 失礼いたします。具体的な部分につきまして補足をさ

せていただきたいと思います。

まず、夕陽の丘神田で御利用の皆さんにアンケートをとっているのかということでご

ざいます。とっておりません。なぜとっていないかということなんですが、当初は指定

管理者と一緒にアンケートをとるべく協議をしていたのですが、通り一遍のアンケート

をとるのではなく、直接生の声をヒアリングしたほうが今後に生かせるという指定管理

者の強い意向がございまして、指定管理者さんからその利用客の御要望を聞き取ってい

るといったところであります。それで、施設なり対応の改善に結びつけているというこ

とであります。したがって、アンケートという形ではとっておりませんけれども、利用

者の皆さんの意向は最大限に酌み取る努力を指定管理者と一緒にしているというところ

であります。

具体的にどんなことをやってるんだと、やってるのかということですけれども、いろ

いろやっております。結果的には、実は大変苦戦をいたしております。正直に申し上げ
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ますと、例えば大きな大会のときに、食料品ですとか、そういったものを出店をしてい

ただいたりして呼びかけをするわけでありますけれども、いわゆる参加される方の御要

望と出店者側のもくろみがなかなか合わないというのがスタート１年目でございます。

来シーズンになりますと、そういったところでもう少し利用者の皆さんのニーズに合っ

た対応が可能になっていくんじゃないのかなというふうに思っております。

それと、妻木晩田遺跡から大山に向かう看板がないと。ないわけではないんですけれ

ども、恐らくそれは少ないということだと思います。大きな案内地図があるかと、案内

看板があるかと言われますと、確かにないと思います。道路標識等はもちろんございま

すので、そういった中でわかりにくいところがあれば、県も含めまして改善をしていく

必要があるのかなというふうに思っております。早速調査をしていきたいなというふう

に思います。

そして、議員さん言われました、聞かれる前に、こっちから用意すると。全くそのと

おりだと思います。ただ、所子重伝建に関しましては、地元の皆さん、所子集落の皆さ

んの御意向を第一に取り組んでおりますので、まずそちらの地元の皆さんがよっしゃ、

やったろうというところになられましたら、私どもも一緒になって、そういった対応に

加わらせていただきたいなというふうに思っております。以上です。

○議員（12番 吉原美智恵君） 終わります。

次に行きます。

○議長（野口 俊明君） 許可を受けてから発言をしてください。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） 終わります。

次に行きます。敬老会のこれからはということで、敬老会については、２６年度は原

則として、これまでどおり町が主催ということで予定されているところであります。２

７年度からは説明会を実施した中での意見の集約や先行実施される予定の地域自主組織

での実施状況を参考にしながら進めていくようでありますが、事業が大きく移行してい

く中で、住民の理解と周知は十分でしょうか、町長に質問いたします。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。（「スピードアップして読んでください」と呼ぶ者

あり）

○町長（森田 増範君） ２点目の質問であります敬老会のこれからはということにお答

えをさせていただきます。

町が主催して開催する敬老会、これはことし限りとして、平成２７年度からは新たに

敬老事業を開催していただく集落あるいは自治会、または地域自主組織、これに対して

交付金を交付いたすということにしております。この新しい事業への移行は、ことしの
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初区長会で制度移行を御説明しておりますので、概要は町民の皆さんにも伝わっている

ことと思います。また、自治会に加入されていない方にも、本年度の敬老会への出欠確

認を通して町主催の敬老会が最終年であることをお伝えしておりますので、おおむね周

知はできているものと考えているところであります。

また、新事業への移行につきまして説明会の開催を希望される集落、自治会には、伺

わせていただく案内もいたしておりまして、御希望のあった３２の集落、自治会は、全

て８月末までに出向いて説明をさせていただいたところでございます。ただし、御要望

のなかった集落あるいは自治会につきましては、制度の理解に不十分なところもまだま

だあるのかなというぐあいに思っているところであります。

現在、来年度に向けた敬老事業開催の意向調査を各区長さんへお願いいたしておりま

すが、その中でも、改めて説明会を希望される場合、申し出ていただくよう御案内をい

たしておりますので、今後も随時説明に出向かせていただきたいと思いますし、制度の

概要につきまして今後町報にも掲載をし、周知に努めてまいる所存でございます。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） まず、敬老会の移行ですけれども、まず第一に、皆さん、

本当に対象者の方がいろんなことを思っておられて、いろんなうわさをしておられます。

結局説明会をされたのはよかったですけれども、希望ですから、３２集落ということで

あります。その説明会の資料というものは結構詳しくて、それだけを３２集落にされて、

あとの方は希望がまたあればということになると、全然区長さんによって差があり過ぎ

て、まず全員協議会で聞きましたが、３分の１しか出席しておられなくて、それは不公

平だという理由だったと思いますが。

さて、区長さんに任せて各自治体でやってください、また自主組織でやってください、

二、三の部落で集まってもいいですよということは説明資料の中にありますけれども、

そういうことも本当に浸透して、よくわかられてるのか。また、区長さんによって、今

の区長さんって本当に世話役で自分がやってやろうという方ばっかりじゃないはずです。

実際には忙しい中受けて、本当に大変な中でやっておられる方もたくさんあるんですけ

れども、ですから、説明を聞きたいと思う人と区長さんが説明に来てくださいというこ

ととは違うと思うんですよね。聞きたい方はおられるけど、部落の中で町に来ていただ

いて、時間と日時を設定して集会所をとってとか、そういうことができないところは、

聞きたい人がおられても聞いてないということになってるんじゃないでしょうか。です

ので、ちょっとその辺がすごく本当に不安になるんですけれども、もうちょっと周知の

方法を考えたらと思います。

結構重要なことでして、準備とかで調査票を配布したり、それから希望を聞いたりで

すね。そしてまた、そのやり方は、申請書も出さないけん。そういうことをやはりみん
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な戸惑ってると思うんですけれども、その真意が本当に皆さん一人一人に確かに、対象

者の方にひどく敬老の精神でしてあげたいということはよくわかりますけれども、本当

にその真意といいますか、町長の。経費もそんなに削減になっておりませんが、今の実

態をどう考えられますか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 今の御質問、いろいろありましたけども、真意はということに

ついてでしたかね。（「３２部落しか説明には回っていない」と呼ぶ者あり）担当のほ

うからも、現場のほうでいろいろと詳しく説明をさせてもらっておりますので、担当の

ほうから述べさせていただきますけれども、この取り組みについては、やはり議員おっ

しゃいましたように、現在出席をしていただいておる方が全体の対象の方々の中での３

割を切っている現状があります。出席をしていただいている方々にとっては、何でやめ

るんだというような厳しいお言葉もいただくところではありますけれども、そうした方

々、出席をできない方々にできれば各集落で、あるいは自治会でいろいろな敬老事業と

いう取り組みをしていただく中で、広く敬老の重要な思いを伝えていただけたらという

ことでの交付金の制度⋞事業にさせていただくということにしておるところであります。

担当のほうでいろいろと現場に出かけさせていただいて説明を申し上げているところで

ありますので、お伝えをさせていただきたいと思います。よろしくお願いします。

○福祉介護課長（持田 隆昌君） 議長、福祉介護課長。

○議長（野口 俊明君） 持田福祉介護課長。

○福祉介護課長（持田 隆昌君） 吉原議員の質問にお答えさせていただきます。

御要望が３２集落しかなかったので、本当に大丈夫かという御質問ですが、確かに私

どもも３２という数字が若干少ないのかなというふうには思っております。ただ、先ほ

ど町長の答弁の中にもありましたが、現在、新年度に向けて新しい敬老事業をされるか

どうかという意向調査をしております。その意向調査の案内の中にも、今後も御希望が

あれば敬老事業の説明会をさせていただくという案内を出しているところですが、早速

反応があって、敬老会の希望が出ているところです。また、事業をされるのは来年の区

長さんになりますので、実際に申請書等をお出しすると年明けになります。そうなると、

やはりそれ以降にまた新たに説明会の希望が出てくるのかなという思いもしております

し、それから現在、意向調査をしておりますので、取りまとまった段階で、またその数

字を見ながら、説明の希望がない集落にはまた直接電話でもかけて内容をちょっと確認

していこうかなというふうな思いも持っておりますので、今後十分なフォローに心がけ

ていきたいというふうに思っております。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） 全体的に３地区で大々的にバスも用意して、送迎の。や
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ってきたわけです。その中には、やはり自分から敬老会どうかなって、自分は行かない

っていう人もおられますし、敬老会の中には車椅子で出かけられておられる方もおられ

ましたし、よく町の行政手段で希望する人にとか、意思がある人にとか、そういう感じ

でこれまでやってこられて、それを急に変更したわけですけれども、確かにそれから区

に帰ってしまうと、今度は区の中でも、本当は二、三集まった区でもそうですけれども、

その中でもやはり苦手な人は出てこられなかったり、楽しみな方は出てこられますしと

いうところがあると思います。

一番心配なのは、区長さんに任されて、今年度と、また来年度、区長さんがいいぐあ

いに引き継ぎされないけません。そしてまた、どういうふうなやり方をするのかという

話は区長さんだけでも決められません。ですので、本当は今急に、自主組織もないとこ

ろもあったりしますし、急に区に任されても戸惑ってるのが本筋ではないかと思うんで

す。ですので、これは提案ですけれども、この期に及んで。せっかく自主組織を今つく

りかけておるわけです。つくっているところであります。実際に課でもされるわけです

けれども、希望者は総合体育館に行く方もおられるみたいですけれども。ですので、じ

ゃあせめて自主組織でやってくださいぐらいの指導があって、それでその中で、今、自

主組織が動いてないところも、これをきっかけにやろうか、皆さんで集まろうかという

ことになるかもわからないですね。

ですので、少しは町も指導されて、その分やはり行政がお手伝いしますと。急にやは

り申請書を書いたり事業計画書いたりできますか。ですので、そういうふうに本当に個

々に小さく分けるんじゃなくて、せめて大きいところから、次は自主組織という感じで、

せめてそこで頑張って向かわれて、課が違うかわかりませんが、これも課を横断せない

けません。ですので、そこでやはり行政の方のお手伝いがないと大変だと思うんです、

アンケートとったり聞いたり。ですので、何回も言いますけれども、自主組織ができて

るところにもお任せするというふうな方向性ぐらいは出されんと、全部選んでください、

個人でやってもいいですよ、二、三でまとまってもいいですよ、自主組織でもいいです

よって、選択肢は多過ぎるし、何か戸惑ってるんじゃないかと思いますが、いかがでし

ょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当のほうも集落のほうに出向いて、いろいろな意見も伺った

り、感想も持っているところでありますので、前向きに大歓迎というような集落もあっ

たりということを伺ってます。そういったことも担当のほうから述べさせていただきた

いと思います。

ただ、先ほど地域自主組織の取り組みということについてのお話をいただきましたけ

れども、基本は私は集落、自治会で敬老事業をやっていただくということが基本である

と思っております。そういったことの中ではありますけども、自主組織を立ち上げられ
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たところで、旧校区単位の中でアンケートをとってみられた中で、希望があったところ

がふれあいの郷かあら山のほうでの高麗地区での取り組みが３集落あったということで、

このたび３集落でモデル的にやり始めてみようということで、今動いているところであ

ると思っております。

吉原議員は、いろいろな思いや御心配もされるところでありますけれども、集落の中

で本当にいろいろなやり方があるわけでありますので、大きく、難しく考えられなくて、

対応していただくこともあろうと思っております。いろいろな事例を担当のほうからも

含めて述べさせていただいて、説明をさせていただきたいと思います。

○福祉介護課長（持田 隆昌君） 議長、福祉介護課長。

○議長（野口 俊明君） 持田福祉介護課長。

○福祉介護課長（持田 隆昌君） 集落に説明に出かけさせていただいた中では、やはり

地域自主組織で取り組んでいただきたいという御要望がありまして、中には自分のほう

からまちづくり会議のほうに出かけていって、そこでまた推進してみるというような声

も二、三は伺っております。二、三というか、二、三地区の中では伺っておりますが、

地域自主組織そのものの動きについては、ちょっと私は十分に把握しておりませんので、

わかりませんが、この新しい敬老事業そのものについての理解は比較的簡単に皆さんし

ていただいているというふうに理解しています。その選択肢が３種類あると言いますけ

れども、やはり単独でやるのが基本であるということは多くの集落、自治会の代表の方

がおっしゃっているところであります。以上です。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） 私、たしか老人会というものがありまして、庄内地区の

老人会の総会に出たことがあります、昨年でしたでしょうか。その敬老会の話がどんど

んうわさになっておりまして、そのときに、皆さん、何かやっぱり確かに出られること

が好きな方たちですので、１部落だけで何か区長さんと皆さんで、もらうほうですから、

自分が選べません、記念品なのか事業をするのか。それもあったり、その不安と、後か

らみんなのところに出かけるけん、話ができるからうれしいんだと。村の中の１部落の

中だと、いつも会って話ししてるし、そういうふうな寂しい感じで、じゃあせめて私は

わからんですけども、自主組織という大きい単位で、せめて庄内地区で集まれることが

あるみたいですよって言ったら、ほっとされてましたので、それは一例ですけれども。

やはり老人会の方とか、とにかく対象者の方の気持ちも聞いていただきたいのが１つと、

それからあと１つ、区によって対応が違う、いろんなやり方、記念品もあれば交付対象

事業はいっぱいあります、講演会もあれば表彰もあり、何かその他地域のニーズに応え

てと。じゃあ、そのニーズというのはやはりいいぐあいにまとめられるのかどうか、そ

れも心配で、本当にそれぞれの区によって、すごく受けるほうの側が地域差を感じるん

じゃないかと。それが本当に公平なのかなと思ったりもいたしますが、その２点、最後
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に質問いたします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当のほうからも答えさせていただきますが、公平性といいま

すか、そういう面については内容はいろいろあると思いますが、対象となります方に対

して幾らということで、町としては交付金を出させていただくということであります。

そのものを活用して、それぞれの地域が、集落が内容を検討されていくということであ

ろうと思っておりますので、そこは集落、自治会あるいは自主組織、そのアイデアでは

ないかなと思っているところであります。

○福祉介護課長（持田 隆昌君） 議長、福祉介護課長。

○議長（野口 俊明君） 持田福祉介護課長。

○福祉介護課長（持田 隆昌君） 集落、自治会というのは、町長が申しましたように、

一番身近な基本の単位ではないかというふうに思っております。防災があったときは、

まず最初に助け合い、見守りというのが起こります。そういう意味でも、やはり敬老事

業というのを取り組んでいただくのに非常にいい機会かなというふうにも思っておりま

す。日ごろからいろんな事業を集落で取り組んでおられるところは、非常にこの敬老事

業は大歓迎だというふうな声を聞きます。少数ではありますが、そういう取り組みをし

ておらないところは町が丸投げをしたんじゃないかと、また地域間格差の競争が起きて、

逆にやる気のある者の意欲をそぐことになるんではないかというふうな御意見も伺いま

したが、事業の趣旨を一応御説明させていただきましたら、最後のほうは納得していた

だいて、前向きに取り組んでいただくというようなニュアンスのお返事をいただいたも

のと思っております。

敬老事業は、そのものがちっちゃいものかもしれませんが、やはり先ほども言いまし

たように、集落、自治会の活性化のきっかけ、あるいは活動の一助になればなという思

いもありますので、そういう思いをお伝えしたところ、非常に好意的に受け取られたの

ではないかというふうに手応えを私どもは持っているところでございます。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） ということは、やはり説明会をきちんとするということ

も大事かと思いますので、手を挙げて希望を待つんじゃなくて、せめて自主組織にも出

かけられて、また二、三の自主組織のできかけのところもちゃんと集まってくださいと

言ったら、その校区で集まってもらえると思います。やはりこちらから十分説明を尽く

すべきと思いますが、それについて最後質問いたします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 自主組織自体がされる意向があるのかどうかということも大き
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なポイントであろうと思っておりますので、そうした意向も伺いながら議員の御意見、

預からせていただきたいと思います。

○議員（12番 吉原美智恵君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 吉原美智恵君。

○議員（12番 吉原美智恵君） 終わります。

○議長（野口 俊明君） これで１２番、吉原美智恵君の一般質問は終わりました。

○議長（野口 俊明君） ここで休憩いたします。再開は３時５５分といたします。

休憩いたします。

午後３時２９分休憩

午後３時５５分再開

○議長（野口 俊明君） 再開いたします。

次、１０番、近藤大介君。

○議員（10番 近藤 大介君） 近藤大介でございます。

そうしましたら、このたびは通告に従いまして１項目、集落で取り組む除雪事業につ

いてということで町長にお尋ねしたいと思います。

先ほど圓岡議員が一般質問で豪雨災害のことを取り上げられました。皆さん、御記憶

に本当に新しいところですが、ことしは広島市での豪雨災害初め国内各所で大雨の災害

が起こりました。災害については、本当に平成２３年の東北の大震災のことなどもあり、

住民の皆さんの防災に対しての意識も以前に比べれば大分高まっているところだと思い

ます。その平成２３年というと、大山町では年末から年明けにかけて本当に記録的な豪

雪による災害が起こったところは、本当にまだ記憶に新しいところだと思います。あの

４年前の豪雪が今度いつ起こるのか。当分ないのかもしれませんし、ひょっとしたらこ

とし、来年、またあるのかもしれない。絶対ないとは言い切れない、そういうのが災害

だと思います。

一方で、集落では若い人の人口が減ってきておりまして、地域のマンパワーが低下し

ております。こうした状況の中で、４年前の豪雪とまではいかなくても、平年よりちょ

っと多い雪が降ると、やはり除雪の対応については住民の皆さんにしてみれば不安が大

きいところだと思います。

そこで、３点お尋ねするわけですが、まず１点目、４年前の豪雪のときと比べて現在、

大山町の除雪の体制はどのように強化されていますか。

２点目、町道と町が除雪する道路については、大雪になると先に除雪される路線と後

になる路線とで除雪される時間の差が大きいという状況があります。町民の出勤、登校

の支障を少なくするために、集落との除雪委託契約、現在、何集落かで結ばれておりま

すけども、この集落との除雪委託契約をさらに今後積極的に推進していくべきと考えま
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すが、そのためには集落で除雪機械であったり、例えばトラクターにつけるアタッチメ

ントなどの器具など集落で用意しやすい購入するための補助金の拡充であったり、ある

いは町がそういった除雪に使用する機械器具を購入し、集落なり地域に貸与するなどの

事業を行って、集落で除雪事業の受託をしやすい仕組みをつくっていく必要があると考

えますが、町長はどのようにお考えになりますか。

３点目、冒頭申し上げましたように、町内から若者がどんどん減っていき、高齢化が

進んでいく中で、町が除雪をしない道路、集落内の小さい路地など、そういった道路の

除雪作業も現在では町民にとっては大変大きな負担となっています。先ほど申し上げま

した町道等の除雪用の機械器具とは別に、集落で小さい路地であったり、あるいはお庭

の広い御自宅で高齢者の方がお一人だけ住んでおられるような家も町内ではたくさんあ

ります。そういった高齢者だけお住まいのような住宅で集落で助け合って除雪作業をし

ていただくためにも、町として小型の除雪機を購入して貸し出すような事業もしていい

のではないか。そのために小型除雪機を複数台購入してもいいのではないかというふう

に考えるのですが、町長のお考えについてお尋ねをいたします。

以上３点、答弁をお願いします。

○議長（野口 俊明君） 町長、森田増範君。

○町長（森田 増範君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 近藤議員より１問、集落で取り組む除雪事業についてという御

質問にお答えをさせていただきます。

最初に、４年前と比べて除雪体制はどのように強化をされたかということについてで

ありますが、歩道除雪機を含みます町の保有者は１８台から１９台へ１台増強いたして

おります。また、業者などからの借り上げ機械、これは８台から１３台へ５台の増強を

いたしております。また、集落への除雪委託、これは４集落から２３集落へ１９集落の

増ということになっております。

次に、集落との除雪委託契約をさらに積極的に推進するため、除雪機械器具の購入助

成の拡充、貸与などの事業を行って、集落が受託しやすい仕組みをつくる必要があると

いうことのお尋ねでありますけれども、現在の補助制度といたしましては、宝くじの収

益金をもとにして全額助成いたしますところのコミュニティー助成事業、そして町独自

で地域の活性化を支援するため２分の１を助成いたしますところの大山町地域活性化支

援事業の２つの事業があり、２３年度以降、計１２集落で御利用をいただいているとこ

ろであります。今後も、これらの制度を御利用いただきたいと思うところであります。

次に、高齢化が進む中、町が除雪しない道路などの除雪作業も町民にとって大きな負

担となっている。町の、さきの町道等除雪用とは別に、貸し出し用の小型除雪機を複数

台購入すべきということのお尋ねでありますけれども、確かに道路が狭い集落道におい

ては住民の皆さんの自助⋞共助によってお世話になっている状況でございますけれども、
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こちらにおきましても、さきの制度を御活用いただきたいと考えているところでありま

す。

以上で答弁にかえさせていただきます。

○議員（10番 近藤 大介君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 近藤大介君。

○議員（10番 近藤 大介君） 町として集落に対して新たに補助の制度をつくる、ある

いは補助を拡充するという考えはないということの御答弁でございました。

まず、最初の町の除雪体制が現在どのように強化されたということについて、先に少

し再質問をさせていただきたいと思うのですが。御説明にもありましたように、確かに

町保有の町道等を除雪する除雪車両は拡充をされてきています。しかし、私の認識では、

歩道の除雪、歩道用の除雪機械は確かにふえたと、大型機械もふえたと。確かにそうだ

とは思うんですけども。これによって幹線道路、道幅の広い道路についての除雪につい

ては以前よりも体制は整ったのではないかというふうに思っておるわけですが、一方、

そういう大型の除雪車両が入らない、なおかつ町が除雪する町道、主に集落内の道路で

はございますけれども、そういったところの除雪対応はどうか。現状では、大雪の際に

は地元の土木業者さん等に除雪作業の一部を臨時的に委託するなどして、本当に大雪の

ときはそういう対応をするわけですけれども、１０数年前に比べると、さまざまな経済

的な事情、社会的な事情もありまして、町内の土木業者さんもかなり少なくなってきて

おります。そういう状況の中で、大雪の際、町がここからここまでの路線、民間の業者

で委託してもらいたいと思っても、なかなか速やかに対応ができていないのではないか

というふうに感じております。

結局そういうことによって、幹線道路については、なるほどかなり早い時間に除雪は

されますけれども、大型の除雪車両が入らない道幅の狭い町道などについては、１０数

年前のころに比べると、真っ先に取りかかった地域は７時よりも前に除雪はされるかも

しれないけれども、一番最後に除雪される地域はかなり時間が遅くなる、どうかすると

昼前近くなってしまう。当然通常の会社への出勤であったり学校への登校などについて

は支障が起きてしまう。そういうような状況になっていると感じておりますが、そのあ

たりについて執行部側の御認識を御説明いただきたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 近藤議員の質問に担当よりお答えさせていただきます。

○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。

○建設課長（野坂 友晴君） 失礼いたします。先ほど近藤議員のほうから、集落内の町

道の除雪につきまして、どういう対応になっておるかという御質問だったかというぐあ

いに思います。
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４年前を振り返りますと、大みそかに町の保有者と委託業者で除雪をしておりました

が、間に合いませんで、１日になりまして、早朝、協議会への依頼を行ったところでご

ざいます。このときには８社協力をしていただいておりました。同じく同日に、とても

手が回らないということでありまして、各集落に集落内の除雪につきまして各区長さん

にお願いをしたところでございます。

議員、先ほど御指摘のように、町内業者の保有台数につきましては、かつて１０数年

前には非常に多いときもございました。しかし、１０年ぐらい前からどんどん減少いた

しまして、豪雪時のあたりが公共工事の減少ということもありまして、ほぼ最低ライン

だったというぐあいに協議会のほうからお聞きしているところでございます。現在は、

その当時から微増というぐあいになっておるようでございまして、先日、この質問をい

ただいてからお聞きしましたところ、２０台程度は確保できるんではないかというぐあ

いに聞いているところでございます。

したがいまして、町といたしましても、前回の豪雪を受け、同年、平成２３年に豪雪

時の対応マニュアルを作成いたしまして、前回の同じ轍を踏まないように早目に協議会

に依頼あるいは各集落に依頼というアクションを通常の除雪、つまり町の委託業者でと

ても間に合わないという想定ができた段階で早目にそういったお願いをして、早目に対

応をしてまいりたいというぐあいに考えてるところでございます。以上です。

○議員（10番 近藤 大介君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 近藤大介君。

○議員（10番 近藤 大介君） ４年前の豪雪のときは本当に全国的なニュースになるぐ

らいの大変な大雪だったわけですが、不幸中の幸いだったと言えるのは、年末年始で休

みの人が多かったと。学校に通う人もなければ、仕事に行かれる人も比較的少なかった

というような状況でありました。あれが本当に平日、仕事始めが終わってからだったら

一体どうだったのだろうと。やはりもっと大きなパニックになっていたのではないかと

いうふうに感じます。あれだけの雪が降ることはめったにはないのでしょうけれども、

やはり通勤通学があるときであれば、あそこまでの雪が降らなくても、やはり町民の生

活に大きな支障が現在の除雪体制では出るのではないか。少なくとも先ほども言いまし

たように、早目に除雪車両が通るところはいいかもしれないけれども、どうしても除雪

車両も台数に限りがあるわけですから、最後になる地域では通勤通学に支障が出るとい

うことは十分想定されるというふうに考えるのですが、その点について、そういった不

安があるのかないのか、再度担当課にお答えいただきたいと思います。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 担当よりお答えさせていただきます。

○建設課長（野坂 友晴君） 議長、建設課長。

○議長（野口 俊明君） 野坂建設課長。
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○建設課長（野坂 友晴君） お答えいたします。

先ほどの町長の答弁のほうで、４年後の集落除雪につきまして２３集落にふえたとい

うぐあいに説明を町長がしたところでございますが、実はその年に、すぐ年が明けてか

ら区長会がございました。その際に、各集落でお世話になった集落内除雪を集落の方に

ついては申し出ていただきたいと。そして、それの費用についての一部分につきまして

お支払いをさせていただきたいということを申し上げまして、これにつきましては、２

３年３月議会で西尾議員からの一般質問の中でも当時の課長がお答えしておりますが、

７８集落の皆様に御協力をお願いしたと。ただ、これはやはり申し出もされずに、本当

に努力をしていただいたという集落もまだ多数あろうと思いますが、潜在的にはやはり

そういった集落の皆さんにお世話になったということもございます。

先ほど２３集落にふえたと申しましたが、２２年度には４集落が翌年２３年には１４

集落と一気に１０ふえたわけでございます。その後、５集落、４集落とふえて、昨年は

２３集落ということでございます。やはりそういったことを経験していただいた中で、

やれるところはやっぱり自分たちもやろうという町民の皆さんの熱い思いが伝わってき

ているんじゃないかというぐあいに考えております。先ほども申し上げましたけれども、

早目な対応をするとともに、各集落の皆さんにこれもまた早目にお願いするということ

で何とか対応ができるんではないかというぐあいに、甘いとおっしゃるかもしれません

けれども、担当課としては考えているところでございますので、よろしくお願いいたし

ます。

○議員（10番 近藤 大介君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 近藤大介君。

○議員（10番 近藤 大介君） 本当に４年前のときは、たくさんの集落が結果としては

やむにやまれず自主的に除雪をされたということだったと思います。大雪になると本当

に、繰り返しますけども、仕事にも行かないけん、子供の学校もあったりすれば、いつ

来るか、町の除雪車両がいつ来るかわからんような状況では、やはり自分たちであける

しかないということだろうと思います。執行部のほうでも、やはり住民の自主的な除雪

作業に期待するというところが多いわけですから、そのためにはやはり集落で取り組み

やすい環境を整備しておくことが必要なのではないでしょうか。

現状では、トラクターを持っておられるお宅が善意でしてくださっとるという集落も

たくさんあるというふう聞いております。しかし、本当にそういうボランティア的な、

本当に１軒２軒の個人のボランティア的なことに任せていて本当にいいのか。やはり責

任持って町民の交通の手段を確保するためには、せめて例えばトラクターの除雪用のア

タッチメントを購入される際には町が一定額助成しますよとか、そういった制度を用意

しておくべきではないかというふうに感じるのですが、その点の町長の御認識はいかが

でしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。
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○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 御質問にお答えさせていただきます。

そうした取り組みについて、先ほど述べましたところの大山町の地域活性化支援事業、

こういったものを活用していただいているという実態がございます。以上です。

○議員（10番 近藤 大介君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 近藤大介君。

○議員（10番 近藤 大介君） 集落で取り組んでいただくその地域活性化支援事業で除

雪機械を購入された、除雪機械もしくは先ほど言いましたトラクターにつけるローダー

ですね、こういったものを購入された集落は過去に３集落です。実際にはもっと必要と

している集落があるのに、地域活性化支援事業、２分の１の補助なわけですけども、こ

れを使って取り組まれたのは、私は３集落しかないのが現状ではないかというふうに思

います。

また、冒頭の町長御答弁の中で、宝くじの関係のコミュニティー助成事業の制度もあ

りますよと、こういったものも使ってほしいというふうにおっしゃられました。これは

御存じの方は多いと思いますけれども、１０割の助成がありますから、集落としては非

常に取り組みやすい。これによって除雪機械を購入された集落、この４年間で１２集落

あります。やはり自分たちが手出しする必要がないので、手挙げしやすいということも

あって、町の地域活性化支援事業よりもこちらの利用が多いんだと思いますが。

ただ、問題点は、これも手を挙げられた集落全てにこの事業で助成されるわけではあ

りません。平成２６年度、今年度は担当課で聞きましたところ、１０の集落がこの事業

を使って除雪機械を入れたいと申し込むがあったそうですけれども、助成が決定したの

はわずかに１集落だけでした。結局残った９集落は、除雪機械を部落では必要としてい

るんだけれども、いい制度がないために、いつ来るかわからないコミュニティーの順番

待ちをしている、そういう状況だと思います。

実際には、この９集落以外にも諸条件が整わないために手挙げしていない、本当は地

元でもっと除雪用の機械があれば、自分たちでもいろいろと集落で除雪に取り組めるの

になと潜在的に思ってる集落はさらにあると思うんですね。そのことを考えれば、今、

町には５０億もの基金があります。なおかつ制度の組み方によっては、過疎債を使って

町が全額負担することなく除雪車両の手当てをすることも可能だと思うんですけれども、

そういった工夫を考えられるお考えは町長にはないのでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） いろいろと話をいただいたところでありまして、宝くじの関係

には１０分の１０ということで、全額の助成ということがある分だけハードルは高いと

いうことであろうと思っております。町の単独の事業という捉え方の中からしますと、

この大山町の地域活性化支援事業、２分の１の助成ということは、どうしても宝くじの
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対応ができない中でのいろいろと集落で話し合いをされた結果として取り組んでいこう

ということで、３つの集落が取り組んでいただいたということであろうと思っておりま

す。現在、こうした２つの制度を持って取り組んでいるところでありますので、この制

度ということが今の状況かなと思っております。過疎債ということについては、今新し

いお話をいただきましたので、また詳しくお聞かせ願いたいなというぐあいに思います。

○議員（10番 近藤 大介君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 近藤大介君。

○議員（10番 近藤 大介君） 現実に大雪が降ると、本当に米子に向けての通勤通学が

非常に不便だと感じておられる町民はたくさんあるわけですよね。そういった現状を町

長はどのように考えられますか。何か積極的に対応策を考える必要があるんじゃないか

というふうには思われないんでしょうか。町長の御認識をお尋ねします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 毎年冬はやってくるわけでありまして、それぞれがそれぞれの

思いの中で対応をしておられると思っております。集落でいろいろと話し合いをされて、

町と委託の契約を結んでいただいているところもありますし、そういった状況をせずに、

ボランティアでお世話になっている場面もあります。あるいは機械の導入ということで

除雪機を導入されたところもありますし、議員おっしゃいますように、フロントローダ

ー、そうしたものを、トラクターのアタッチメントを購入して対応されている集落もあ

るというぐあいに思っております。

それぞれがそれぞれの集落の状況の中から、いろいろと知恵を出されながら対応され

ている現状があります。そうしたことがまず基本であると思いますし、個々それぞれに

ついては、また予測される積雪によっていろいろな対応もされることであると思ってお

ります。全てがなかなか行政がやり尽くせるということではないと思っておりますので、

行政としてやれる制度構築、これはしていきたいと思いますけども、それぞれの分につ

いてのどうしてもできない部分についての対応、これは個々それぞれの対応にお願いを

申し上げなければならないというぐあいに思うところでもあります。

○議員（10番 近藤 大介君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 近藤大介君。

○議員（10番 近藤 大介君） ぜひとも町長にはよくお考えいただきたいところは、若

い世代がどんどん今、米子市あたりに流出していってしまっている大山町です。集落に

もさまざまな集落があり、さまざまな事情を抱えておられます。米子のほうに通勤する

人が少ないと。あとは雪が降れば仕方がないわい、ぼっつりぼっつり除雪するだわいっ

ていうような感じで、高齢者が多い集落であれば、１０割助成してもらえるんだったら、

それは除雪機買うけども、部落で２分の１補助するのはちょっとわしらではできんなと

いうことになれば、当然部落で除雪機を購入することはできないわけです。となると、
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米子に勤めに行くような人からしてみれば、冬はやはり不便だし、これから先のことを

考えると、やっぱり仕事場に近いところに家借りたがええなと、家建てるなら、建てか

えるなら米子市に近いほうがええなということに現実なってしまっているのではないか。

大雪が人口流出の全ての理由ではもちろんありませんけれども、やはり小さいかもしれ

ませんけど、１つの理由にはなっている。

町としては、やはりそういった定住対策として、小さいことかもしれませんけども、

住民の利便性、特に若い世代の利便性を一つ一つ問題解決していくことが必要ではない

かというふうに私は思うわけですけれども、そのあたり、町長の御認識いかがでしょう

か。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） いろいろな住まい、場所によって、それぞれの状況は違うわけ

ですけれども、１０分の１０の宝くじの収益事業によって購入される場合、最高に近い

二百数十万の大型の機械のものを入れられる場面があったりすると思っております。た

だ、御指摘のように、いろいろなケースがあると思っておりますので、集落の中で、町

の持っております活性化の支援事業、大型もあると思いますし、小型の事業も当然対象

にもなるわけでありますので、それはそれなりに金額も当然少なくなっていくわけであ

りますので、町のこうした事業も、それぞれの地域に合った大きさを検討していただき

ながら、導入の取り組みを進めていただけたらというぐあいに思います。

もちろん共同の購入、集落の購入ということでありますので、いろいろな協議をされ

て利用されるということでありますので、そこは話し合いをされながらということにな

ります。そうしたことを通じて、また集落内でのコミュニケーション等々も進んでいく

わけであります。年齢の高齢化の方々の多い集落ということもあろうと思いますけども、

それはそれとして使いやすい機種の選定ということもあろうと思っておりますので、ぜ

ひともこの事業を活用願いたいなというぐあいに思っておるところであります。

○議員（10番 近藤 大介君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 近藤大介君。

○議員（10番 近藤 大介君） 先ほど申し上げましたように、結局２分の１を自己負担

しなければならない町の補助金で導入された集落は３集落しかないと。片方で１０割補

助してもらえる事業については４年間で１２集落、これを使って除雪機を購入しておら

れる。なおかつ確実に今現在９集落、それの導入を望んでおられるんですけども、この

事業に当たるかどうかは年に一、二集落だと。希望しておられる地域に全て行き渡るの

に５年、どうかすると１０年ぐらいかかってしまうような状況なんですね。

過去に除雪機を導入された集落の選定機種の状況を見ますと、大型のものでも１台約

１５０万ぐらいのようです。中型ぐらいで購入しておられるところだと８０万、９０万、

さらに小さいのだと５０万ぐらいですけど、８０万、９０万から百四、五十万ぐらいの

－２２４－



ものを購入しておられるようですが、通常大雪が降る場合、寒気が入ってくるというこ

とで、大体来週ぐらいからは危ないぞというようなことがわかるわけです。どうでしょ

うね、町で中型の除雪機を１０台ぐらい購入してはいかがでしょうか。大体１０台買っ

ても１，０００万まで行きませんね。町が購入して住民の生活利便性の確保に町民に貸

し出すということであれば、担当課で少し聞きましたところ、過疎債が使えるそうです。

過疎債を使えば、後年度７割ですかね、交付税の措置がありますから、実質町の持ち出

しは３００万円程度なんですね。

先ほど申し上げましたように、今現在５０億もの町の貯金があると。大事に使わない

けませんけれども、そうですね、５０億の中には合併のための合併振興のための基金も

何億だか含まれておりました。こういった合併振興の基金こそ、まさにこういう事業に

うってつけの財源ではないかと私は思うんですが、いずれにせよ５０億の基金の中から

３００万、町民の除雪の負担を軽減するために使うのは、これは安いことではないかな

と私は思うわけですけれども、最初の答弁では、考えてないということではありました

けれども、ぜひ町民の安心⋞安全の確保をモットーに掲げられる森田町長ですから、ち

ょっと検討していただいて、町民の願いに応えていただきたいと思うわけですけれども、

少し検討してみようかなというようなお考えはありませんでしょうか。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 近藤議員の気持ちもわからないわけではないんですけども、町

が所有をするということになりますと、５台持っていようと１０台持っていようと、貸

し出しということになりますれば、雪は同じように町内降ってくると思いますので、そ

うすると、どこが優先順位で順番をしていくのかというような逆に課題も出てくるんで

はないかなと思っておるところでありまして、なかなか町が持っていて、それを自由に

貸し出していくというような形にはなりにくいのではないかなと思って、今お話を聞い

たところであります。

○議員（10番 近藤 大介君） はい、議長。

○議長（野口 俊明君） 近藤大介君。

○議員（10番 近藤 大介君） さっきも言いましたように、１０台買っても町の持ち出

しは３００万なんですよね。格納用の倉庫がひょっとしたら要るかもしれませんけれど

も、仮に２０台入れても６００万ですよ、町長。そんなに真剣に悩まなければならない

ほど高価な買い物ではないと思うんですけれども、いかがでしょうか。格納場所の負担

が心配なのであれば、やはり雪の多い集落と順々に格納場所は地域で確保してもらって、

地域で適切に保管しておいていただくと。周辺の集落と譲り合いながら、町の除雪がな

かなか間に合わない町道の除雪はもちろん、先ほども冒頭言いましたように、高齢者し

か住んでおられない家の前だとか、あるいは玄関から道までの除雪だとか、そういった

ものに積極的に使ってもらうことで、高齢者の生活の安心ということも確保できると思
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うんですけれども、やるならないでキャッチボールしとってもしようがないですので、

もうこれを最後にしたいと思います。ぜひ検討していただきたいと思うんですが、再度

町長の御認識をお尋ねいたします。

○町長（森田 増範君） 議長。

○議長（野口 俊明君） 森田町長。

○町長（森田 増範君） 先ほど申し上げましたように、町が所有をして貸し出していく

ということ、貸し出した集落でまた近隣での使い合いをしていくということのお話もあ

りましたけども、実際にやり始めるということになると、非常にどっちが先で、どっち

が後だというような話も出てくるんじゃないかなというぐあいに思うところでありまし

て、なかなかこの貸し出しという形の中での取り組みというのは、雪が一遍に降ってく

る状況でありますので、難しいのではないかなというぐあいに今感じているところであ

ります。答弁にかえさせていただきます。

○議員（10番 近藤 大介君） 終わります。

○議長（野口 俊明君） これで近藤大介君の一般質問は終わりました。

⋞ ⋞

○議長（野口 俊明君） ここで、傍聴者の皆さん、議員の皆さん、そして管理職の皆さ

んにお知らせいたします。

現在４時３６分でありますが、次の７番、大森正治君の一般質問の通告時間は６０分

であります。５時を過ぎますので、本日の一般質問は以上で終了し、残りました通告７

番以降の議員の一般質問は、あす１９日に引き続き行いたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。

あす１９日は午前９時半より会議を開きますので、この議場に集まってください。

本日はこれで散会いたします。御苦労さんでした。

午後４時３６分散会
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